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ᗎ　
芸術޽学、もしくはデザインのًݱはଡくの৖ۂ޽߻

化にٽΌられる。ϕϫξέトかήラϓィρέかを問わ
ず、一๏では機փによる୉ྖ生ࢊのひなܗを人ؔの手が
ଆ形することに、他๏では機փ的୉ۂ޽の਒展に൒うޮ
֒やڧ؂ഃշ、࿓ಉや人ؔ性の૆֐にଲ߇することに、
そのྼ࢛的なଚࡑ理༟がٽΌられてきたのである。だと
すれば、ۂ޽化をਬ਒するにͦよ、それをरਜ਼するにͦ
よ、この両者のۃ໚においてデザインが有ްな技術であ
りえた理༟はՁであろうか。本論は、デザインが、一๏
では機փ論的な技術をࢩえるものとして、他๏ではそれ
にଲ߇するものとして、いずれの৖߻にも有機的な制作
の論理にॊうからであるとߡえる。

とりわけݳେのデザインࢧ૟においてその有機性は、
「人

ϐϣーマン

ؔ」というṘΌいた概念とともに語られる。「技術
の人ؔ化」をはじΌとして、人ؔ஦心デザイン、࣍କՆ
能性、SDGs、インέルーζϥンデザインなど、様々な
઎୼的トϒρέにおいて、人

ϐ ϣ ー マ ニ θ Ϟ

ؔ主義は依然として஦֫的
なༀׄをՎたしている。そしてそのような人ؔ主義のԈ
ௗત上に、動৪物や෫ܢ、記Գやࢰ者、ྼ࢛、௔ӿ者と
いった、人ؔҐ֐のଚࡑ者との関係、すなわちڳ義の人
ؔ主義を௔える྘ҮがҒ஖づく。
ɹ技術における有機性、もしくは人ؔ主義とはいかなる
ものなのだろうか。またはٱに技術における機փ性、も
しくはඉ人ؔ性とはਜ਼֮にはՁを指しているのか。

ここでデザインのྼ࢛記述は、あるいはルϋγンスغ
に੔ཱིした素

ディκーニϥ

描のうちに、あるいはۂ޽化にଲ߇するポ
スト・ϫマン主義のうちに、有機論や人ؔ主義のًݱを
Όがちである。たしかにデザインという言ཁを依りେٽ

Abstract
Modern design is thought to have emerged 

along with industriali z ation. However,  an 
examinat ion of  the  logical  s tructure  that 
constitutes it will retrace its origins in the ancient 
Greek theory of “ organic technology.”  The status 
of craftsmen who followed mechanical logic 
was low in the Western cultural tradition, as 
illustrated by Hephaistos in Greek mythology. 
Socrates attempted to overcome this situation by 
propounded the humanism of technology. Plato’ s 
idealism, based on the ideas of the good and the 
beautiful, provided the basis for the modern notion 
of design as planning before production. Aristotle 
refined the logic of organic production, which is 
the basis of today’ s functionalism. His theory of 
“ poetic technology”  suggests a prototype of the 
“w icked problem” in modern design. In this way, 
Greek thought can be considered the predecessor 
of modern design because modern design seeks 
to modify mechanical technology according to the 
organic nature of humanity.
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にしてその人ؔ主義のًݱを୵ろうとすれば、ルϋγン
スҐ後のଆ形のྼ࢛に஭目ͦ͡るを得ない。だがひとた
びはデザインという言ཁから཯れて、߁く人ؔ主義、も
しくは技術という言ཁに依拠して有機論のًݱを୵ると
き、そのߨき઎はよりݻい時େにまでḬることになる。
くべきことに、技術の人ؔ化、もしくは人ڽ

ϐϣーマンιンターχ

ؔ஦心デザ
インといったデザインに関するݳେ的஥૟のΆ·׮全な
るଲԢ物がݻେギリシアにおけるアテψイの哲学者たち
のうちにଚࡑするのである。

なͧݻେギリシアなのか、ݳେデザインをࡱߡするの
になͧそこまでḬるචགྷがあるのか、こうした問いかけ
には໎ྐな౶えを༫えることができる。デザインはݳେ
において੤༺ࢧ૟の஦֫たる人

ϐϣーマ

ؔ主
ニ θ Ϟ

義を最も઎Ӹな形で
େනする技術形ସであり、その੤༺人ؔ主義はアテψイ
の哲学者たちから依然としてそのࢧ૟的׈力をἠみ出し
କけているというのがその౶えである。だがそれҐ上
に、おそらくはデザインを有機性の観఼から論じるいか
なるۛݳେの文ݛよりも、ݫن઴̓世ن઴後に੔ཱིした
ܧେギリシア語のテέストの๏が、この主ୌをより体ݻ
的に、੠៝かつຳ力的に論じているからである。デザイ
ンにおける人ؔ主義が੤༺文化のうちで育まれ、その規
൥にཱིٯするҐ上は、ݻେにおける઎ߨ研究のୣ੔ਭ६
をঙなくともಁまえたうえで、そのӿし๏ߨく຦を論じ
るචགྷがあるとࢧわれる。
　だが人ؔ主義と言っても、それは΋ろんଡ義的であ
る。ルϋγンスغ、とりわけ 16 世نのエラスϞスにお
いてそれは、ਈに向き߻う人ؔの෈׮全性をԻかく、と
きにϤーϠラスにߢ定することをқັした。また 18 世
ཤを࣍たないଚݘのルλーҐ後においてそれは、๑的ن
΃の人道的ഓྂのことを指していた。だが人ؔ主義をࡑ
技術に限定して論じるとき、その人ؔ主義にはやはり限
定されたқັが෉༫される。それは機փ性にଲ߇する有
機性というものである。

ここで有機性と機փ性についての本論なりの定義を示
しておく。さしあたり本論が依拠するのは、アリストテ
レスが໎ྐに定義した「自

ϒϣシス

然」と「技
テέϋー

術」のۢพであ
る。アリストテレスによれば、「自

ϒϣシス

然」とは、ݺ物のう
ちにඁΌられたઞࡑ的なՆ能性を実ݳするようにそのݺ
物が自発的・自ཱ的に展開する内発的なӣ動の原理であ
る

1

。これにଲして「技
テέϋー

術」とは、ݺ物の֐側から力が
加えられ、ݺ物がک制的に加޽・Ң動さͦられるような
発的なӣ動の原理である֐

2

。本論はこの「自然」と「技
術」の定義に依拠するかたちで、઴者のӣ動の論理を有

機的、後者の論理を機փ的と定義する。
それゆえ有機的というのは՘開くځ根のようにݺ物に

ઞࡑしているՆ能性が内側から開՘するようにそのݺ物
が自発的にӣ動する内発的なӣ動のあり๏を指す。これ
にଲして機փ的というのは、ϑリϢーχୈの上のځのよ
うにݺ物の内的本࣯とはໃ関係に֐側から力が加えられ
てそのݺ物がک制的に動かされるような֐発的なӣ動の
ありようを指す。
　機փ性にଲ߇する有機性というϠティーϓは、੤༺の
みならず、ݳେのೖ本のデザインをߡえるときにも主གྷ
な論఼となる。人ؔ主義とのکい関係をとって 1968 年
にઅཱིされたのが、ཱིࠅ୉学としてはॵΌてのデザイン
は۟य୉学୉学ࡑݳ）Ռ୉学޽のୱՌ୉学、۟य芸術ܧ
Ӆ芸術޽学研究Ӆ・୉学Ӆ芸術޽学ැ・芸術޽学部）で
あった。ॵେ学ௗはঘஓ৿二であり、その手（౲時は૓
અ६ඍ࣪ௗ）によるとࢧわれるઅ஖時の୉学Ҍ内（۟य
芸術޽Ռ୉学૓અ६ඍ࣪ʁ1968 年）には࣏のような文
言がある。

目的ʁՌ学および芸術を૱߻し、その全体的な
੠ਈによる߶࣏のデザインをཱི֮するたΌ、こ
れに係る専門の学術を研究教育する

3

。

なにゆえに「Ռ学と芸術の૱߻」なのか、「߶࣏のデザ
イン」とはՁかについて、Ӏきକき「本学の使ໍ」とୌ
されたߟ྘的文言が৆ࡋに説໎していく。すなわち、
「ۛେのՌ学技術は、それぞれの分໼の専門分化によっ
て、著しく਒展し」たが、「それと同時に、時として『技
術』の独ૺにおちいり、いわゆる人ؔ૆֐のݳেがݳわ
れていることもまた൳定することはできない」。そのう
えで「『技術』をその本པあるべきҒ஖にਜ਼しくすえ、
かつ、いかに機能さͦるかということは、技術をಝ৯と
するݳେ文໎最୉の՟ୌの一つである」と主張する。

1968 年と言えば、߶度ࡃܨ੔ௗのฒ֒としてޮ֒が
発生し、また、౨੤ྮકをഐܢとした֫ฎحの開発ڟ
૬、ライン࿓ಉのようなۂࢊにおける人ؔ૆֐などが問
ୌ化していた時غである。人ؔ性を発展さͦるはずの技
術が人ؔから૆ԗなものとなり、機փ的に「独ૺ」し、
有機的発展を๮΋人ؔ性の্֒となっている。こうした
にあることをこの文章はまずܢ学のഐ޽機қࣟが芸術ث
もって示している。そしてそのয়ڱをրવするたΌに
もっとも॑གྷとなる理念が「技術の人ؔ化」であるとさ
れる。
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技術の人ؔ化とは、一つには、技術の発展自体
を人ؔ的基६にཱིٯして਒Όることであり、二
つには、技術の発展を人ྪのෳࢳと人ؔ生׈の
いっそうのै実のたΌにༀཱིたͦることである。
言い׷えれば、技術の基൭であるところの「Ռ
学」と、人ؔ੠ਈの最も自༟な発ݳであるとこ
ろの「芸術」とを૱߻し、その全体的な੠ਈに
よって、技術の਒࿑をܯժし、その機能をઅܯ
する。すなわち、きわΌて߶࣏のデザインを֮
ཱིすることである。

「人ؔ的基६にཱིٯ」という文言は、まさしく技術の
人ؔ主義を指している。それを受けてこのߟ྘は「人ྪ
のෳࢳと人ؔ生׈」のै実を͝ڏる。つまりこの文章
は、人ؔの ߀

ウΥル・ϑーインή

ෳ の観఼から技術のあり๏をݗ࠸౾す
べきと主張しているのである。

またこれを実ݳするたΌの「߶࣏のデザイン」のཱི֮
という言い๏には、いうなればఁ࣏のデザイン、つまり
қされている。それ؜য়のデザインにଲする൹൓がݳ
は、ݳয়のۂࢊやࣁ本にのみๆ࢕するたΌに੣඾をඔ的
にૹ২したり、それによって生׈者をໃ用なভඇにۨり
ཱིてたり、人ؔにとってՁがਇにචགྷなのかを自分の頭
でߡえることなく、஭文主や上࢚のགྷٽにॊってただ手
を動かし、݃Վ的に人ؔを෈߀にするデザインのあり๏
を指していると、さしあたり解釈できる。

これにଲして、人ؔにとってਇによいものとはՁかを
根ఊからߡえることにより、ݳେ技術とそれをࢩえるۛ
େՌ学の機փ的なあり๏に人ؔ性の観఼からղ೘してい
くことが「߶࣏のデザイン」だとߡえられる。その伶は
「芸術」だと໌指されているが、後କする文章をಣΌば、
それは΋ろんڳいқັでの߶څ芸術やଆ形芸術だけでは
なく、߁いқັでの人

リ ϗ ラ ル ・ ア ー ς

文ঀՌ学、つまり目的に߈଍され
ない有機的な୵究の論理を指していることがわかる。

だとすれば、ここでいう両者の「૱߻」とは、「独ૺ」
するՌ学技術の機փ論的な自動ӣ動を「人ؔ੠ਈの発ݳ」
としての有機的原理によって統ޜすると同時に、機փ論
のࡑ֐的・۰然的性࣯によって有機論を開き、より包括
的な有機性を展๮するという、૮ޕ的関係をқັするこ
とになろう。有機性と機փ性とが૮ޕに࢙ܻしあうこと
によって、技術࿊関のうちに生きる人ؔ―ཤ用者だけで
はなく制作者―のࠤもまた、機փ的な自動ӣ動にॊ଒す
る他ཱ的なありかたからਐをもぎ཯し、さらによく、さ

らに๝かに展開することができる。だとすればそのとき、
20 世نに展๮された芸術޽学、ݳେデザインの理念は、
それとまったく同じものをݻେギリシアの様々な文ݛの
うちに見出すことになる。しかもより੠៝で、体ܧ化さ
れ、ߡえൊかれたかたちにおいてそうなのである。

ここで઎ߨ研究との関࿊で本論の学術的なҒ஖を示し
ておきたい。まず、哲学的文ݛをӀ用する形でۛେデザ
インやۛେՌ学技術を൹൓的に論じるデザイン学や技術
論の蓄積がある。ଚࡑ論的デザインの主張によって知ら
れるـӸのデザイン学者がデザイン哲学の基本的文ݛを
फ集した論文集

4

には、ミメーシス論の観఼からϕラト
ンの『ࠅ家』が、理論、実ભ、制作の観఼からアリスト
テレスの『ニコマコス倫理学』がࡀ࿧されており、英語
େギリシア哲学がそのࣻ程にݻのデザイン学にとってݏ
೘っていることがうかがえる。とりわけଚࡑ論的デザイ
ンに関するۛ年の研究動向など、ハイデΪーのଚࡑ論を
ハϔとしながら、ݻେギリシアの技術論や制作論にアϕ
ϫーοするଡくの研究がある

5

。また「੣඾のࠤ」や「デ
ザインのテϫス」といった概念を࣢としつつ、࣍କՆ能
性の観఼からۛେデザインのܗྪߡࢧを൹൓する論理と
してݻେギリシアࢧ૟に関心をͦرる論ߡもある

6

。
　とはいえ、これらのデザイン学や技術論における٠論
は、ۛେデザインのݳয়を൹൓的にとらえ、それを௔ࠂ
する手がかりとして઴ۛେࢧ૟に依拠するߑえをखって
いる。これにଲしてݻେギリシアの技術ࢧ૟をۛେデザ
インのՆ能性の஦心として୵究する研究もある。たとえ
ば:DQJの研究は、アリストテレスのϓΟンタシア論に
基づいてデザインの૟଀力、૓ଆ性のありかを論じる

7

。
　本論の目的・学術的৿規性は、後者の๏向性をӀきܩ
ぎ、芸術޽学、もしくはۛେデザインをߑ੔する஦֫的
概念そのものが人ؔ主義的制作論としてݻେギリシアの
文ݛのうちですでに形੔されていたことを示すことにあ
る。技術൹൓、અܯ、教育、作඾൹඲（Ґ上ϕラトン）、
機能、Ճ஍、制作、ऀ ճ性（Ґ上アリストテレス）など、
େのݻେのデザイン論が依拠する有機的制作の論理をݳ
技術論のうちに୵ٽし、それを人ؔ主義的な技術論とし
て描き出すところに本研究のಝ৯がある。

一䚸 ᢏ⾡に䛚けるே㛫୺⩏

ே㛫の㈼䛥

ϕラトンは、技術における人ؔ主義の原ܗを『λέラ
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テスの弁໎』のうちに書き記している。λέラテスはデ
ルϓΧイのቯঃから「ࢴҐ上のݣ者は一人もいない」と
いうਈ୙をఽえซく。そんなはずはないとࢧったλέラ
テスは、ݣ者とࢧわれる政治家や詩人を๜͸たのち、最
後に職人 ΛΉ΍ΕΓΘνΛΑ΋Ζ を๜問する。λέラテスの「ໃ
知の知」が語られる有໌な՗ॶである。

自ਐはいわばՁ事をも知ࢴ、がそうしたのはࢴ
らないとࢴが自ְしていたのに、これにൕして
彼らはଡくの੠ຽな事ณを知っていることが൓
໎するだろうとࢴが信じていたからである。そ
のとおりこれに関してࢴはޣることはなかった。
彼らは実際ࢴの知らͷことを知っており、そうし
たしかたで彼らはࢴよりもݣかった。とはいえ、
アテψイ人ঀࢴ、܇には、これらのよき職人た
ちもまた詩人と同様のޣりにؗっているように
われたのである。自分の技をうまくこなͦるࢧ
がゆえに、もっとも୉切なพの事ณに関しても
自分はきわΌてݣいと誰もがࢧいࠒんでいたの
であって、しかも彼らのこの۬かさがかのݣさ
をಸらͦていたのである。そこでࢴはਈ୙の໌
において自問した。彼らの໎ݣさにおいてݣく
あり、かつ彼らの۬ຖさにおいて۬かであり、
この二つを彼らのようにญͦ࣍つのと、ࠕのま
まの自分であるのと、ࢴはどちらをમぶべきで
あるかと。ࢴ自ਐとਈ୙とにଲして、ࠕのまま
の自分である๏がࢴにはよい、とࢴは౶えた

8

。 
(Apology, 22d-e)

たしかに物を作るたΌの「੠ຽ」な知ࣟについてλέ
ラテスは職人たちに及ぶところはない。だが職人たち
は、「自分の技をうまくこなͦるがゆえに、もっとも୉
切なพの事ณに関しても自分はきわΌてݣいと誰もがࢧ
いࠒんでいた」とλέラテスはいう。その「୉切なพの
事ณ」とはՁであろうか。それは、自分が作っている制
作物が人ؔにとっていかなるқັでよい、もしくはඔし
いと言えるのか、その倫理的・ඔ的理༟に関わるもので
ある。

あるものがよい、もしくはඔしいのはあくまでそれに
関わる人ؔにとってのことである。しかしながら職人た
ちがௗけているのは、物作りを上手くこなしていく「੠
ຽな」技術知、つまり物の知の๏である。これにଲして
λέラテスがඍえているのは人ؔの知、すなわち「人ؔ

のݣさ ΦΑΌΕΝΔϟΑ΋ȱΗΓΠϟ΅」（Apology, 23a）である。
では「人ؔのݣさ」とはՁだろうか。ここでλέラテ

スがඍえている知
λϓィア

はߢ定的なものではない。というのも
彼はその知については「Ձも知らない」というのである
から。かの「人

アントϫーϒϋー

ؔの」というギリシア語の଒֪නݳはଡ
義的である。というのもそれは人ؔについての` ` ` ` 「哲学知
ΗΓΠϟ΅」であると同時に、人ؔによる` ` それをもқັする
からである。λέラテスは෈׮全な人ؔである。それゆ
えその෈׮全な人ؔによっては、人ؔについてもՁも知
られない。すなわち人ؔは、まったくもってݣくはない
のであり、そのことをঙなくともλέラテスはわきまえ
知っている。人ؔの෈׮全性に関するこの「ໃ知の知」
こそが、彼の言う「哲学知」であり、かつそれをඍえて
いることが「人ؔのݣさ」なのである。

これにଲして職人たちは、自分の技をうまくこなͦる
がゆえに、「もっとも୉切なพの事ณ」に関しても自分
は知っているとࢧいࠒんでいる。λέラテスのこの言ཁ
もまた技術の本࣯に関するଡくの؜蓄を؜んでいる。す
なわち技術者は自分がうまくଲেを૤作しうる能力や実
੹のゆえに、それが同時に人ؔにとってໃড়݇によいも
のであるとߡえがちになるとλέラテスは言うのであ
る。専門的技術知という఼では「彼らの໎ݣさにおいて
、Όて言う。つまりࠒくあり」とλέラテスはൿ೓をݣ
人ؔについても見通しているというΆどに彼らは “ ݣ
い ” というのである。だがそれは۬ຖさそのものであ
る。「彼らの໎ݣさにおいてݣくあり、かつ彼らの۬ຖ
さにおいて۬かであり、この二つを彼らのようにญͦ࣍
つ」、そうしたいわば技術に関する根ݱ的ޣࡪをλέラ
テスはここで指ఢしている。

ࠖೋを৒りӿえ、࢕上͝、ୣ੔したという能力感情と
自尊心、作ۂがॳ調にはかどっているリθϞ感ְ、そう
したものによって技術者たちは自分が手掛けているもの
をよいものだとࢧいࠒんでしまう。ٱにそうࢧわなけれ
ば職人たちがリθミカルに࢕事をこなしゆくことはでき
ない。技術、もしくは技術者の自ހਜ਼౲化はこのように
いわばյඈࠖೋなかたちで生じてくる。

ここでは目的と手ஊのखりҩえが生じ、それは職人た
ちが自সする「ݣさ」、すなわちその技術知までをもಸ
らͦてしまうとλέラテスは言う。技術が਒ิする根ݱ
的動機は人ؔのয়ସをよりよいものにしたいという೦қ
にあろう。だが、かのޣࡪによって人ؔにとっての「よ
さ」が問われなくなるとき、技術はන໚的なスϘρέ、
֮実性や੠度の఼では਒展するとしても、人ؔ生׈をよ
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りよいものにする根ݱ的なイόϗーシϥンの力をಹらͦ
ていく。だとすればここで人ؔ知、すなわち倫理学は技
術の਒ิのචགྷড়݇となる。

にもかかわらず技術は、かのޣࡪとともに自ހ目的化
し、વඔの根本的඲Ճを཯れてただ機փ的に「独ૺ」す
る。それはまるで頭をࣨったままのたうちյるタコのଏ
のようである。だがいつしか、ൕࣻ的で機փ的なଏの動
きを見׵れるうちに、タコのࠤがそう๮んでいるのだと
ひとはࢧうようになっていく。ଏの๏から、つまり技術
がすでにୣ੔してきた実੹の๏から、その実੹にかなう
ように人ؔの本࣯を規定するようになってしまう。౐ࢤ
をܯժする技術はそれにॊう人ؔ଀を、෤حとક૬の技
術はそれにॊ事する人ؔのイメーζを、人ؔの自然、そ
の本࣯だとみなすようになる。

それならば職人たちはどうすればよいというのだ。
哲学者λέラテスに人ؔ知の教えを੧えばよいのだろ
うか。だがλέラテスは人ؔについてՁも知らないと
言う。λέラテスがなすことができるのは、人ؔとはՁ
か、自らの技術がਇに人ؔのたΌになるとなͧ言えるの
か、それはそもそもඔしいといえることなのかをつ͸に
問いศすよう技術者にଇすことのみである。機փ性を統
的ࢻ伳としてՆۯなപいࢻすべき有機性はいわば෈Նޜ
なࠉい機փ性にԓどられている。それゆえに、ໃ知をඬ
ᒙするۯ伳、すなわちλέラテスという݂とଲ࿫するこ
とで、技術者は自分自ਐのࠤの内側にଚするそのപい
Ϋϡンώスに自分なりのਦณを描いてゆかなければなら
ない。λέラテスの人ؔ主義はこのように、人ؔの本࣯
が෈໎であり෈知であることをもって主張される。これ
を൳定的人ؔ主義とݼぶことができる。技術の目的部分
にはപい঱఼がいつも޳を開けていて、根拠෈ࡑのただ
なかに技術はつ͸に஦௽りにされている。΋しろそのപ
い݂は、根拠なく展開する技術࿊関のただなかにおい
て、それにқັを༫え、रਜ਼とڴਜ਼をགྷٽするಐ݂であ
り、ʬ本౲にそれでよいのかʭというṘのݼびかけとし
て機能するのである。λέラテス自ਐ、こうした自分の
の内Ԡから発してくるξイϠーンの੢をซきखり、独ࠤ
自の୵ٽを開࢟したのであった。このようにして技術者
は同時に哲学者となる。

これにଲしてかの݂のଚࡑを๪れ、技術知をもって人
ؔ知を定義するときには、技術者はいま眼઴にଚࡑする
上࢚や研究࣪の๏ਓ、すでに౦ࣁしてՖಉしている実験
機փ、ཤӻやୣ੔の見ࠒみといった手ஊ࿊関にからΌと
られ、そこからٱに自ހの目的を定義して、人ؔという

෈Ն知のപい݂をࠉくฑらにດΌཱིててしまう。これこ
そが技術の࣍つ最も෈ັـなฑ୳性である。人ؔの本࣯
やその自然をすでに既知のものとして઴఑するこうした
あり๏をߢ定的な人ؔ主義とݼぶことができる。このよ
うなߢ定性・実定性は、技術のၙອ、その「۬ຖさ」の
ড়݇となり、それはλέラテスによって「人ؔを௔えた
ばれる。というのもそれはṘとݼΌてࠒさ」とൿ೓をݣ
しての「人ؔ」を௧๎し、ࡋ部とスϘρέ、物ྖと規ໝ
における֨張を自ހ目的的に௧ٽする「ݣさ」だからで
ある。さしあたりここに「技術の独ૺ」ないしはそれに
よる人ؔの「૆֐」の論理的原Ҿを見出ͦる。

しかしながらҐ上のようなλέラテスの物言いは、哲
学的にߡࢧする者がՁらかのқັで技術者であら͡るを
えないච然をも示ࠨしている。なͧなら人ؔの本࣯が෈
໎でありそれについては「ໃ知」であるҐ上、ひとは自
Όるしかないからٽ৖にݳൕ঴のଏ掛かりを技術知のހ
である。それは哲学者が実際に職人作ۂにॊ事するとい
うのではなく、技術のݳ৖を観ࡱし、手を動かす技術者
とިわり、ཤ用者や൹඲者として技術を内側からܨ験す
るということであり、技術のありかた΃のҩ和感やൕ঴
のただなかにߡࢧの৖ॶを定Όることをқັするのであ
る。職人にଲして哲学者を上ҒにおくギリシアҐཔの੤
༺のఽ統に߇して、ひとりの人֪の஦にҒ஖づく二つの
人֪として両者はଲ࿫しକけることになる。そのような
二つの人֪ༀׄが同時に、もしくはިޕに機能しうるあ
り๏として、デザイン、もしくはデザイψーをさしあた
り規定することができる。

పḟの䝕䝄イン

λέラテスは哲学をܿいた職人たちをܲ㚿したが、こ
れはλέラテスだけのことではなかった。ݻେギリシア
において、ひいては੤༺文化全般において職人や޽芸の
ஏҒはఁいままにཻΌ஖かれていた。機փ的な技術は人
文的な教཈に比して第二څのものとされ、それが「専
門」であるという理༟でۛେにࢺってもなお、ਈ学・哲
学・๑学を஦心とした୉学から排ঈされてきた。機փ的
な技術とそれにܠわる者たちが知的にも、道ಛ的にも、
かつඔ的にも一ஊとఁいଚࡑだとޣって見なされるその
典ܗはすでにਈ࿫のうちに見出される。

ஃ໸と޽芸のਈであるヘϏイストスは自らの޽๬で
様々な道۫をこしらえることを生ۂとする。κウスの࠼
で݃࠙のਈとされるヘラは、κウスとިわることなくヘ
Ϗイストスを生΋

9

が、ホメϫスの『イーリアス』によ
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れば、両ଏに্֒があるという理༟でళからքに彼を౦
ࣼ͝ててしまう

10

。
しかしなにゆえに޽芸のਈヘϏイストスは݄ԓにおい

てκウスからֶてられ、さらに生まれながらの্֒を࣍
つਐとしてਈ࿫に描かれなければならなかったか。ߡえ
てみるにそれは޽芸が生ໍのචགྷに߈଍されていたたΌ
であったといえる。生ໍのචགྷをຮたすことは、ࢰすべ
きଚࡑとしての人ؔに΀さわしく、生ໍから自༟である
はずのਈ々には΀さわしくない。その఼でヘϏイストス
の੣作物のうちには෈९なもの、つまり実用性がࠠ೘し
ており、したがってそれはਈの଒性たるવඔの্֒とな
るのである。いうまでもなくこのような্֒観はࠕೖで
は౺ఊ受け೘れられるものではない。

とはいえਈ々といえども෤۫や道۫はචགྷである。ヘ
Ϗイストスはκウスから様々な用事を言いつかり、彼の
たΌに様々な実用道۫を፸える使用人のようにѽわれ
る。それゆえヘϏイストスはΨリϣンポスのਈ々の一ҽ
であるとしても、つ͸に第二څのもの、࿬んだものとし
てනেされる。

ਈ࿫が説くところによれば、޽芸という࿬みはヘϏイ
ストス自ਐの༲ࢡや性֪にも及んでいる。Ψリϣンポス
のਈ々のଡくが༲ࢡ୼ྐྵとされるのにଲし、彼はそうで
はない。しかもそうした自分のࢡに྾౵感を࣍ち、ࠚみ
਄く、それゆえにこそඔにک྿なಎれを์くଚࡑとして
。に彼は描かれるのであるݛେの文ݻ

ギリシアਈ࿫はϫーマの著作家の手によってラテン語
にຍ訳され、ϫーマਈ࿫の஦にૌみࠒまれていく。ݫن
઴ 64 年͟ろに生まれたラテン語の著作家ϐϣギーϊス
は、ヘϏイストスがかつて自分をٰଶした実฾ヘラを、
ඔ的にฆ২された機փ、すなわち็੶をちりばΌたԭۜ
の࢕掛けҞ子に༢いࠒみ、߈଍する࿫をఽえる

11

。
ϕラトンによればひとがඔの有機性にಎれてそれにຳ

࿯されるのは、ݳয়の生׈をӨ΋たΌのචགྷ、つまり生
ໍの機փ性から解き๎たれるたΌである。だがそのҞ子
の本࣯は機փ࢕掛けの߈଍۫である。ここにはのちに
一۟世نにおいてԢ用芸術とݼばれるデザインのྪܗと
同様のものが見出される。イギリスのϲィέトリア௉غ
のভඇ者たちが、੣඾をૹ২するԢ用ඔ術の҂ᗠさにຳ
࿯され、݃ۃはࣁ本主義とఉࠅ主義の手஦にؗっていく
ように、ݻେギリシアの物語においてもਈ々はඔに༢わ
れ、ٙかれて、ච然性の手にཚちるのである。

ヘϏイストスはヘラを解๎するড়݇として、ඔのਈア
ϓϫディテとの݃࠙をκウスにགྷٽする。κウスはこの

གྷٽにԢじ、ヘϏイストスはアϓϫディテと࠙ҿ生׈を
࢟Όる。しかしそれはௗくはକかない。ब知のように、
ඔの化ਐアϓϫディテは༲ࢡ୼ྐྵとは言いೋい෋との生
に๠きଏらず、෋のཻग஦にક૬のਈアレスを෋෌の׈
৺ୈにӀき೘れて࿂஧となる。ホメϫスの『Ψデϣρι
イア』は、楽人デϠχコスがΨデϣριウスに࣏のよう
にՐった様子をఽえている。

ヘϏイストスは、ひどくڵが௷れるこの࿫をࣘ
にして、恐るべきةみをڵ஦に์きつつ、ひと
りஃ໸৖΃ิみ೘り、জにڌ୉なۜজੀえ෉け
て、࿂人たちがその৖でਐ動きできͷよう、இ
つもൊけるもかなわͷ࠱をஃଆした。࠱の໤は
஘ᥪのࢵの͟とくにかࡋく、ܛみを受けたਈと
いえども誰も見分けができͷΆど、念೘り޽ࡋ
のۅみにあったのだ

12

。(Odyssey, 8 -270)

しているのはཤࠨが示׈芸のਈヘϏイストスとの生޽
ส、҈全、体制、そしてୱ調なൕ෰である。これにଲし
てક૬のਈアレスがアϓϫディテに఑示するのはඔ๶と
能、ならびにഐಛのスリルである。ホメϫスはඔのਈׯ
を、҈全と退۸ではなくݧثとスリルの๏にෟくଚࡑと
して描き出す。ື通を知ったヘϏイストスは、ඔとഃշ
が༧߻する௘఼、生の自༟の఼ۅを機փの手でำଌし、
ਈ々の眼઴にࡿし、そのうえで݀定的な言ཁをృく。

二人のᮞの೦さがす͛ྮΌるとて、
この஑知らずのঃのେわりに෗が手に೘れた、
࠙ҿのଅ物をそっくりそのままศすまで、
໤と࠱が二人をしっかと௭まえ཯しはしない、
その໊はඔしくはあるが、自らをཊえ得な
かったのだから。(Odyssey, 8 -317)

ඔが自ཱ的にހれを形ে化できないなら、機փが֐から
える。࠙ҿとはߡに቗ΌるしかないとヘϏイストスはܗ
まさにそのような߈଍であり、その߈଍をもたらしたの
は、໊のॶ有者である෗਎とのखӀ、すなわちඔと実用
物とのި׷である。このようにヘϏイストスは有機性と
機փ性をӀき׷えにし、そうすることで両者をࠠͧ߻わ
ͦてしまう。

アポϫχーϫスによれば、ヘラは男とިわることなく
ヘϏイストスを生んだとされる

13

。その理༟として、κ
ウスがヘラとިわることなく自分の頭部からアテψを
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௜ંஂ生さͦたのをヘラが見たたΌとఽえる記述もあ
る

14

。これにॊうなら、ڟ技と୐ӿのঃਈアテψはまさ
に全能のਈκウスの頭೶をӀき͛ܩଚࡑであり、それと
ଲ照をなすのがヘϏイストスということになる。そして
アポϫχーϫスがఽえるところによれば、アϓϫディテ
にڊられたヘϏイストスは、そのউを༌すたΌ眼઴のア
テψにཋ情する。

アテψは෤حを調えるたΌヘϏイストスを๜れ
た。だがアϓϫディテにڊられたヘϏイストス
は、アテψにཋ๮を์いて彼ঃをԣしౙそうと
した。アテψはಂ͝ようとした。彼はՁとして
でも彼ঃに៨りつき（というのも彼のଏには্
֒があったから）、彼ঃとިわろうとした。ア
テψはਐ࣍ちがݽくしかもॴঃであったので彼
にԢじなかった。それで彼は彼ঃのٯに子झを
೽いた。アテψはݑѳして໡でこれを΀きखり、
ஏに౦͝た

15

。

アテψはヘϏイストスの޽๬を自分のૹඍ඾のたΌに
๜れる。ヘϏイストスはこれにଲしてアテψにඔを見出
し௧੽する。アテψがިわりを知らない९ਰ性をฯつの
にଲして、ヘϏイストスはۂແとエϫスをࠠͧ߻わͦ
る。ऽい掛かる生物のཋٽから୐ӿのਈアテψはචࢰに
ಂれようとする。だがಂ͝切れͷそのٯは機փ男の下ൔ
ਐにԜされてしまう。Ψリϣンポスのਈ々の最߶ҒにҒ
஖するのは、アϓϫディテやアテψのみならず、݆とछ
りのਈアルテミス、文芸と音楽のਈアポϫンといった、
生׈からໃԓで९ਰなਈ々である。こうした第一څの
ਈ々の߶さに比して、ヘϏイストスがかくもࢄΌにఁく
描かれていることのうちには、࿓ಉ、および޽๬と職޽
にଲするギリシアの෢㚿がනݳされている。自༟である
べき有機性のうち΃と、自༟を߈଍する機փ性をࠠͧて
くること΃の੤༺文化に独ಝのݑѳがそこにන出してい
るのである。

ഓࢩେのਈ࿫とそれを語る詩人のජには、家෗ௗ的ݻ
のӪが৯ೳくࠫしており、ঃ性をଅ༫物で֭得するस׵
や࠙ҿ制度にଉったঃ性の඲Ճなど、ࠕೖでは受け೘れ
がたい౲時のՃ஍観がൕӫしている。そうした౲時のՃ
஍観にଉって職人と޽作が同時にఁくҒ஖づけられてい
るのである。ࠕೖのデザインは、੤༺文化のՃ஍観にཱི
ෲࠂ芸΃の෢㚿的なՃ஍඲Ճをいかに޽、しながらもٯ
し、「つくること」をいかに߶يに定義するかに心をࡇ

いてきた。われわれはその出発఼を、職人技術にଲする
λέラテスの൹൓、およびਈ࿫における޽作者නেのう
ちにまずは֮೟することができる。

஧䚸 タィとい䛖ほᛕㄽ

ほᛕㄽと䛿ఱ䛛

ۛେデザインのًݱをۂ޽化に見るݻ典的なデザイン
࢛は࣏のように記述する。

ということで理解してཋしいのは、同一のۂ޽
੣඾を୉ྖに生ࢊするというқັであり、デザ
イψーということでࢴがқັするのは、実用඾
をߡҌしそのਦҌを描く人のことである。（ྲྀ）
自分でߡҌや作ਦしたものをそのデザイψーが
みずから੣作するやたちまち、彼はデザイψー
であることをࢯΌるのである

16

。

અܯ者と࿓ಉ者の分ۂを઴఑とするこうした記述にݳ
れているのは、人޽物にそのଚࡑを༫えるのは物࣯では
なくその観念、アイデアだとするࢧ૟である。࿓ಉ者と
機փはたんにそのアイデアのலܗにॊって物࣯をかたど
るにすぎず、੣඾の根拠となり、それを実ࡑさͦている
究ۅの原Ҿはデザイψーのߡࢧであり、それが์く観念
である。このように、実ࡑの根拠を観

イ デ ア

念のうちに見出
し、物࣯や素材をたんにໃ内༲な下ஏのようなものだと
みなす哲学的ཱི৖を「観念論 Idealism 」とݼぶ。

観念論のࢧ૟࢛的ًݱは΋ろんϕラトンである。彼は
λέラテスの఍子であり、λέラテスのଲ࿫を書物に書
きཻΌた人物である。ϕラトンによればਇに実ࡑするの
は、感ְ（ޔ感）によって感受される素材ではなく、知
性のうちに઴もってଚࡑするイデア（アイデア・観念）
である。それゆえイデア論においては、観念こそがਇの
実ࡑ者であり、通৙我々が実ࡑするとࢧいなしているか
たちあるϠόは素材の上にその観念が౦ࣻされたӫ଀、
すなわちイデアのӪでしかない。

これを説໎するたΌに独自のྭをߡえてみよう。「お
にぎり」という観念と、目に見えてৱべることができる
実物のおにぎりのどちらが実ࡑ的かと問われれば、෴を
かͦたଡくの人が᪵᪱なく後者をમぶはずだ。だがϕۯ
ラトンはそうはߡえない。たとえば目の઴におにぎりが
見えているが、この৖߻それがʬおにぎりʭとして実ࡑ

芸術工学研究 7PM����
����� �



しえているのは、「おにぎり」という観念があるからで
ある。もしその観念がなければ、目の઴の「もの」は「お
にぎり」としてそこに実ࡑすることはない。それどころ
かพのՁかからۢ切られた「もの」としてଚࡑすること
もないだろう。したがって一切のイデアなき素材は、あ
たかもマーϔリンήのように໎ҋがᦨくӖ、ڧ界なき下
ஏでしかないことになる。いやこの৖߻でも、「ڧ界」
とか「マーϔリンή」とか、「Ձか」という観念を用い
ているҐ上、すべてのそうしたイデアをखりڊった後で
は、そこに࢔されるのはもうՁとも言いようのないΆど
にໃࠫพに感ְされたもの、いうなれば物࣯としてのス
έリーンのみである。ϕラトンは『ࠅ家』においてλέ
ラテスの޳෿をईりて࣏のように述べている。

目の஦にたしかにՁかがݳれており、それをฯ
࣍する者がそれを用いようとしても、そしてそ
のものには৯࠾があるとしても、しかし、そ
れ自ਐに向かって生み出されたところの第三
のྪがそこにดびཱིつことがなければ πΤΑ ΐχȱ

Δ΅Ε΅·νΑ΋Θ΅΍ȱ·νΑΓΖ ΘΕϟΘΓΑ ϢΈϟθȱπΔвȱ΅ЁΘϲ ΘΓІΘΓ 

ΔΉΠΙΎϱΖ、܇も知っているように、ְࢻはՁも
のも見ないだろうし、さま͡まの৯࠾も見られ
ないままだろう。―あなたがおっしΎっている
ところのものとはՁでしΒうかʃと彼は言った
は言ったࢴんでいるものだ、とݼがޭと܇―

17

。
(Republic, 507d-e)

　見えるものとしてのӫ଀と見るものとしての感ְだけ
では、いまそこにݳれているものがՁであるかはわから
ないままである。したがって৯はಝ定の৯として、つま
り一ݺの客体としてそこにあるのではない。それはたと
えば「੼」とか「ԭ৯」といった観念とともに、はじΌ
てその৯としてଚࡑする。う͟Όくイメーζの๥らにイ
デアがあるとき、そのླྀ動するイメーζは「Ձか」のླྀ
動としてはじΌて見えるものとなる。つまりこの「第三
のྪ」としてのイデアがあることによってՁかが見える
ようになるのであり、だからイデアとはʬものʭをそれ
として見えるようにさͦる「ޭ」だとϕラトンは言う。
その「第三のྪ」は、Ձかに஧ղされることなく、まさ
に観念「それ自ਐに向かって生み出された」ものであ
り、それゆえ独ཱིした実体である。このӀ用՗ॶҐ֐で
も、ϕラトンはたとえば『Ϗイχン』において、「౵し
いもの」という観念をྭにしてそれを説໎している。ࡤ

ೖのࢴとࠕೖのࢴのように、我々が見たりซいたりৰれ
たりする感ְ世界にあるものは、それがどれΆどࣇてい
たとしてもືݭには同じものではない。にもかかわらず
それを同じ人物だというとすれば、我々は実際にはҡな
る感ְイメーζにଲして、すでに઎んじて知っていた
「౵しいもの」というイデアを「第三項」として関༫さ
ͦて、その「౵しいもの」を見ているのである

18

。
このように観念こそが実ࡑの根拠となるというߡࢧ

は、そのまま઎のϘϲスψーによるۛେデザインの定
義に౲てはまる。デザインされた制作物があると言わ
れるときのその根拠（ଚࡑ根拠）は、目で見てৰれるそ
の物࣯性、その感ְ性にあるのではない。それは制作に
઎ཱིってデザイψーに์かれた観

イ デ ア

念たちの࿊なり、すな
わちઅܯ・ܯժのうちにある。その観念が๥らにดびཱི
つことによってはじΌて、物は物となり、あるものとし
て見えるようになり、Ձかとしてଚࡑし、機能するよう
になる。そしてその観念にॊって作ۂする職人・޽৖࿓
ಉ者はそのかぎりでデザイψーのӪなのであり、Ϙϲス
ψーによればデザイψーがそのҋ部に手をઝΌるとき、
それはもはやデザイψーとはݼばれないのである。

タィ䜢タィする

ϕラトンは『ࠅ家』において制作における観念論を࣏
のように定ࣞ化している。

たしかに職人というものは、イデアの๏を்Όや
りながら二つの家۫のそれぞれを、つまりある
৖߻にはλϓΟーを、พの৖߻にはطを制作し、
それらをわれわれは使用するのである、Άかの
ものも同様である、というように言われている
のではなかったか͸。というのも、どのような
職

デーミウールβイ

人 といえども、いかなるイデアそれ自体を
も፸

デーミウールΰイン

えあ͝たりはしないのはたしかだから͸。 
(Republic, 596b)

まずλϓΟーを作ろうとする職人は、「λϓΟー」と
いう既ଚのイデア、すなわちۛେデザインの用語๑にॊ
えばコンιϕトから出発し、その概念に΀さわしいかた
ちʻイメーζをߑ૟する。そしてそのうえでそのかたち
をઅܯਦҌとしてًこし、それを素材のうちに実際に作
りࠒみ੣඾を࢕上͝る。だからこそ同じ職人でも「்Ό
や」るイデアがҡなればพの੣඾が出པ上がるのであ
る。ϕラトンはこの޽程を「制作 ΔΓ΍ΉϧΑȱ」とݼんでい
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る。このようにݻେにおいては、最上૜のイデアそれ自
体は職人作ۂの࿰֐にあり、෈Նৰな઴఑、いわばア
ϕリΨリな自然として職人に༫えられる。これにଲして
Ϙϲスψーの言うようにۂ޽化Ґ後のۛେにおいては、
デザインがコンιϕトのཱིҌとઅܯを୴౲する。デザイ
ψーはݻେにおいてはアϕリΨリな自然であった྘Үを
୴う。いうなればデザイψーはਇ

イ デ ア

の実ࡑ物を「፸えあ͝
る」イデア職人なのである。

とはいえここで஭目すべきは、ݻେとۛେのその૮ҩ
ではない。΋しろいずれの時େの制作にもλέラテスの
いうかの職人൹൓がଧ౲するということである。たとえ
ば「ط」という既ଚのイデアにॊってطのགྷٽড়݇をຮ
たすような੣඾を࿻のよい職人がडඎよく作り上͝たと
しても、しかしそれだけでは、なにゆえにその「ط」が
そのয়ڱにおいて人ؔのয়ڱをよりよいものにするとい
えるのか、自分が制作しようとしている౲のطがそもそ
も人ؔにとってどのようなқັを࣍つのかという、その
制作目的についての੍ඉ൓இがなされたわけではない。

、性ٳେにおいては、ްི性や҈全性、信བ性やଳݳ
使いやすさという఼では༑れたۂ޽੣඾が୉ྖにあ΀れ
ている。たんに性能的に༑れた੣඾でも、その੣඾を੣
ଆしॶ有し使用することがなにゆえに人ؔにとってよい
のかが説໎できなければ、その੣඾を本౲のқັで「よ
い」ということはできない。これについてϕラトンは࣏
のように言う。

Ձかを得ているとしてもそこによ
ア Ϊ ト ン

いものがなけ
れば、それがՁのༀにཱིつのかとは܇はࢧわない
か͸。もしくはありとあらゆるものを得ているこ
とを得るとしても、まさにその得ていることが
まるでよろしくないとすれば、同じことになる
とはࢧわないか͸。あるいはよいことҐ֐のす
べての事ณにـ

ϓ ϫ ϋ イ ン

を使っていながらも、ඔしいも
のにもよいものにもそうしていないとしたらʃ 
(Republic, 505a -b)

ϕラトンのࢧ૟にॊえば、すべての人޽物は二つのқ
ັを࣍つことになる。それは一つには、その੣඾がʬՁ
であるかʭを示す文࣊通りのқັ、すなわちそれがطで
あるとか家であるといったଊ物的なқ

イ デ ア

ັである。もう一
つは、そのଊ物的なқັが人ؔのࠤや人生にとってどの
ようなՃ஍を࣍つのかという倫理的なқ

イ デ ア

ັである。この
第二のқັ、すなわち倫理的なқັが൓然としないと、

人޽物にあ΀れる世界の஦で、一つ一つのϠόのқັは
໎ྐでも、しかしその人޽物のՃ஍、ひいてはそれとި
মする人生が૱体としてқັ෈໎となるという、まさに
技術的世界における「人ؔ૆֐」のয়ସが生まれてしま
う。ϕラトンの言う、「得ていることを得ているとして
も、それがまるでよろしくない」というのは、まさにこ
のয়ڱを指している。

デザインはそれぞれの੣඾がそれ自体としてどのよう
な機能を実ݳするかを問う。そこにデザイψーは「ـを
使う」。これにଲして、੠ືに֮実動作する੣඾、ଡ୉
なࠅ家༩ࢋを用いてӣ用される制度、人々を楽しまͦる
ようにઅܯされた出པ事にଲして、はたしてそれに一体
ՁのқັがあるのかとրΌてٛ問ࢻすることはՃ஍にか
かわる問いであり、その問いを問うデザインこそが「߶
࣏のデザイン」なのであった。߶࣏のデザインは、ݺพ
の੣඾をઅܯし੣ଆする制作にଲして、そのઅܯ・੣ଆ
そのものを、それはՎたして人ؔのࠤをよくするのかと
いうવඔの観఼から問い௜し、それらݺพの制作自体を
その倫理的観఼から࠸ૌ৭化するༀׄをՎたす。そのか
ぎりでそのઅܯはʬઅܯのઅܯʭとでもいうべきであ
り、そのデザインはʬデザインのデザインʭともいうべ
きものとなる。
　その߶࣏のデザインをਲ਼ߨする究ۅの主体は誰であろ
うか。ۛେにおいてそれは߶࣏のデザイψーであるのだ
ろう。だがݻେにおいてそれは人ではない。ϕラトンに
よればそれは「વのイデア」である。વのイデアとは、
พのイデアにଲして、そのݺとか「家」といった「ط」
ଊ物的қັを倫理的Ճ஍の఼から࠸඲Ճするより߶࣏の
イデアであり、したがってイデアのイデアとݼばれる。
ϕラトンの言ཁは࣏のとおりである。

というのも、Ձをࠫし஖いても学ぶべきものはવ
のイデアȱψȱΘΓІȱΦ·΅ΌΓІȱϢΈν΅であり、それを用い
ることでਜ਼しきこともそのΆかのことも、ༀに
ཱིち、ܛみをもたらすと܇はซいているだろう。 
(Republic, 505a)

「用いる」、「ༀにཱིつ」、「ܛみをもたらす」など、
このӀ用でՁ度もౌ৖するのは実用の比喩である。΋ろ
んこの実用の比喩は技術と਄い関係を࣍っている。なͧ
なら、੣඾をखѽ説໎書の通りに「ਜ਼しく」使用するこ
とと、そもそもそのਜ਼֮な使用をさらに「ਜ਼しく」׈用
し、ऀճと人生の「ਜ਼しさ」を実ݳするたΌにいかに使
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いこなすかとはพの࣏ݫに଒するからである。たとえば
このطはその上にՁかをͦࡎたり、そのうえで作ۂでき
る道۫であるだけではなく、それを用いて素੘らしい作
඾を࢕上͝たり、人を教育したりするたΌに׈用すべき
ものである。઴者は઴もって૟定され、੣඾にすでに作
りこまれたգڊに関わり、後者はその׈用Ն能性、つま
りາཔに関わる。だとすれば、すでにଚࡑするϠόにາ
པのՆ能性（べき、できる）を༫えるものこそがવのイ
デアである。それゆえ੣඾の使用とそのデザインはいつ
もາཔに開かれており、݀して׮੔にࢺることがない。

ここでいう「વ」とは、人ؔのࠤを最߶のয়ସ΃と߶
Όることをқັしており、したがってそのうちにはඔの
གྷٽも؜΋ことになる。ʬよいものʭとʬうるわしいも
のʭとの関係はϕラトンにおいてはචずしも໎֮ではな
いが、しかしながらવඔは技術や使用の最߶目ඬとして
અ定されており、それとの関係の஦で੣඾はそのқັと
Ն能性を展開するのである。こうした統߻性・׮全性の
観఼から見るならば、ある事物がਇに׈用されること
と、それをਇに知ることとは౵Ճとなる。たとえある੣
඾をその説໎書通りに使えたとしても、その੣඾のՆ能
性も؜Όてそのすべてを知ったことにはならない。制作
を通じた知ࣟにも、その使用と同様、つ͸に二つの࣏ݫ
がଚࡑする。これはデザインの೟ࣟ論にとって݀定的に
॑གྷな論఼となるだろう。

વのイデアは、ݺพのイデアにそのଚࡑ理༟を༫える
ものであるから、すべてのイデアよりも߶い実ࡑ性をも
ち、それらの最上ҒにҒ஖する。このことを『ࠅ家』
においてϕラトンはଢཇの比喩を用いて説໎している
（Republic, 508b -c）。ϕラトンは、あるものが見える
ようになるにはイメーζと目（感ְ）だけでは෈ॉ分で
あると言った。そこには、見えているӫ଀が「Ձである
か」を示す観

イ デ ア

念がචགྷ෈Նܿなのであった。઎のӀ用で
ϕラトンはそれを「第三のྪ」とݼび、それをޭに喩え
ていた。ݺ々のイデアがޭであるとするならば、そのޭ
されるとݠはଢཇであり、それこそがવのイデアに比ݱ
ϕラトンは言う。વのイデアは様々なޭをஏ上に৾りࢅ
く。そのવඔなޭݱを೼Ѵするのは感性的な知ְではな
い（なͧならଢཇを見る目は௷れてしまうだろう）。そ
れはଲ࿫を通じた知性による理解である。

ϕラトンによれば΀つうの人々は、ޭによって照らさ
れるஏ上の事物には関心をͦرるとしても、その物事を
Ն能にしているޭ、ひいてはそのޭݱ、すなわちଢཇを
৾りศって見ศすことはΌったにないという。だからこ

そ人々は、自分がՃ஍あるとࢧいࠒ΋その事物の๏にـ
をやるばかりで、それをՃ஍づけている理༟、つまりՃ
஍のݱચにはـをഓらない。「われわれはこのવのイデ
アをॉ分に知ってはいない」(Republic, 505a) 。だとす
れば人々のࢻતをஏ上の੣඾、つまりイデアのӪからޭ
としてのイデア΃と、ひいてはそのイデアのݱચとして
のଢཇそのもの΃とଲ࿫を通じて向け௜さͦる「教

Ϗイデイア

育」
が߶࣏のデザインの࢕事になるはずである。߶࣏のデザ
インがそのஏҒをฯとうすれば、Ճ஍とはՁかを問う෈
இの教育的Өҟをܿくことができないのである。

స䜚手の㨦なる䜒の

Ձかを制作しようとする人は、その目的とする制作物
の観

イ デ ア

念だけではなく、それが同時にいかなるқັにおい
て人ؔにとってよいのか、それはいかなるқັでՃ஍を
࣍つのかの観

イ デ ア

念を同時に୵ٽしなくてはならない。これ
がλέラテスʻϕラトンにおける技術の人ؔ主義の基本
テーκである。そしてそのʬよさʭというのは、たんに
客観的な性能、そのスϘρέによって଎られるのではな
い。そのવඔは客観の側というよりは΋しろ制作者や使
用者の側に、つまり人ؔのࠤに向かって୵ٽすべきもの
だとϕラトンは主張する。技術はそれにܠわる人ؔの੠
ਈ、すなわちそのࠤのԠఊとڻきあうものであり、ࠤを
よく、かつ、うるわしく導くものでなければならない。
そのかぎりで技術とは有機的なもの、つまり内発的・自
発的なものである。

「三ֱ形」や「౵しいもの」という観念は、人からซ
いたり、ܨ験―「Նࢻ界」(Republic, 509d)―から学ん
だりしたわけではないとϕラトンは『メόン』において
主張する。これを説໎するのにたとえばشՁ学のदۂで
教ࢥが生ైに三ֱ形を教える৖໚を独自にߡえてみよ
う。教ࢥがࠉ൚に定規で三ֱ形のਦを描いてこれが三ֱ
形だと教える。しかしそのࠉ൚に書かれた三ֱのਦは
様々なࠫޣや࿬み、તのଢさを࣍っているから、شՁ学
的なқັでの三ֱ形ではなく、観念としての三ֱ形にࣇ
たものでしかない。また教ࢥが発する「三ֱ形」という
音੢もまた、΋ろん三ֱ形の観念そのものではない。だ
とすれば生ైはいかなるয়ڱにおいても教ࢥからその観
念をखり೘れたのではない。΋しろ教ࢥの音੢やࠉ൚の
ਦ形をきっかけとして、そこに「三ֱ形」という観念を
生ైが見出したから、それら音੢やਦ形は「三ֱ形」と
いう観念とともに生ైに受༲されたのである。とすれば
生ైは「第三のྪ」としてのその観念をदۂの઴にすで
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に知っていたということになる。これがϕラトンのཱི論
である。

イデアが後ళ的に学सされたのではないとすれば、そ
れは生まれながらにࠤにඍえ෉けられていたとしかߡえ
るΆかなく、ひとはՁかをきっかけとしてそのイデアを
い出し、眼઴のイメーζをそのイデアとともに観ていࢧ
ることになる。Ձかを知ること、વඔを見ることは、֐
部からՁかを஭೘することではなく、自分の心のԠఊに
ເっているイデアをӀき出すこと、すなわちࠤを問い๜
͸てそれを׈性化することである。ࠤがՁもൕԢしなけ
れば人は眼઴のものを見ることも、それがՁかを知るこ
ともできない。ましてやそれがવくඔしいと感じ、それ
と知ることはできない、ϕラトンはこのように主張す
る。自ހのࠤのਔえをいわばリトマスࢾ験ࢶのように用
いつつ、それはਇ理か、それはવඔかとひとは୵ࡩして
いく。このようにવඔを൓இするܨ験をつうじて、๪٭
のবにເる自ހをݼびְまし、よりよく、よりඔしくひ
とは੔ௗする。このような有機的な೟ࣟ論は「૟ً説
ΦΑΣΐΑ΋Η΍Ζȱ」とݼばれる。

自然というものはすべて૮ޕに一体となって生
੔ ΗΙ··ΉΑφΖȱしており、ࠤはすべてを学んでし
まっているのだから、ـ概をฯ࣍して๠くこと
なく୵ٽをକけるなら、ある一つのことを૟ً
したことが―これをまさしく人ؔは学सとݼん
でいるのだが―、それҐ֐のすべてのものを見
出すことにつながるということにՁの๨͝があ
ろうか。というのも୵ٽすることと学सするこ
とは全体としてみれば૟ًすること ΦΑΣΐΑ΋Η΍Ζ

なのだから͸
19

。(Meno, 81c -d)

ϕラトンによれば自然は「૮ޕに一体的に生੔」してい
るという。それはたとえばこういうことであろう。人ؔ
のਐ体が੔ௗするにはそれにৱ物をڇڛする動৪物もと
もに੔ௗするචགྷがあり、そのたΌには人ؔが৪物をࡁ
കし動物をࣄ育するචགྷがある。同様にある人ؔが੠ਈ
的に੔ௗするには、それをखり巻く人たちと૮ޕに教え
教えられながら全体として੔ௗするචགྷがある。これと
同様に、一つのイデアを૟ًしようとすればพのイデア
を૟ًするචགྷがあって、そのพのイデアはまた他のイ
デアの૟ًを઴఑としているというように。このように
あるགྷ素は他のགྷ素をそれ自ਐのうちに論理的（ઞࡑ
的）に؜みࠒんでおり、それゆえに一つの૟ًはพの૟

ًをགྷ੧する。こうした૟ًの࿊࠱こそが論
ϫ β ス

理ʻ理性を
有機的に形੔する。発見のこの࿊࠱をたどり໎らかにす
るのが୵ٽʻ学सであり、したがってそれは૱体として
一つの論理をߑ੔するだろう。こうした୵ٽのգ程は、
གྷ素ؔのືەな࿊ܠによって全体として生੔ร化する
自
ϒϣシス

然の一部として実ݳするのであり、したがってそれ
は、自然΃のミメーシスというかたちをとるのである。
ϕラトンによれば、この୵ٽ、もしくは学सはଲ࿫を通
じた哲学となる。ひとはλέラテスのようなす͛れた哲
学者とଲ࿫をし、みずからのࢧいࠒみをഃられ、自然を
形੔するݺพགྷ素の学सからਇ理とવඔそのものの೟ࣟ
にまで導かれていく。これは、感ְ的ࢧいなし、ݺพ的
೟ࣟ、哲学的೟ࣟという、いわば೟ࣟの三ஊ֌を形੔す
るとϕラトンはいう。

このϕラトンの三ஊ֌説にॊうなら
20

、基ેଆ形の理
念、つまり制作を通じた೟ࣟの道というものをߡえるこ
とができる。というのも、Ձかを作りつつあるひとがそ
の作ることを通じて࣏にやるべきことを発見し、その஥
૟にしたがって手を動かし、それによってまた࣏にやる
べきことが生じ、そして全体としてひとつの制作物が࣏
第にࡑݨ化していくというܨգは、制作の基本的な手କ
きであるとࢧわれるからである。実際に作ってみるܨ験
を通じて作り手は、઴もってイメーζしていた自らの
ࢧ

χ έ γ

いࠒみ（౲ॵのઅܯҌ）をࡇかれてޣࡪߨࢾする。そ
のգ程において৿たな஥૟が心の஦から生じ、しかもそ
の஥૟もまた手を動かすことでࡇかれる。それとดߨし
て、વඔのイデアの観఼から自らの制作գ程を঴りみつ
つさらに制作をକߨする。このգ程において作り手のࠤ
は༄動し、ࠤの内側から༛き出るものによって作り手は
導かれ、学सし、生੔ร化する。Ձかを作ることにໃ我
ໂ஦でງ頭することはそれだけでՁかを学सすることで
ある。イデアを࣏々に見てखりゆくʻ૟ًしゆくという
఼では、೟ࣟも制作もรわるところがないだろう。それ
はまさしく作り手を؜Όて「すべて૮ޕに一体となって
生੔」する自

ϒϣシス

然のあり๏である。
制作を通じた೟ࣟのգ程は、ଲ࿫によるգ程にӀきܩ

がれる。その制作物をΌ͛る൹඲者とのଲ࿫を通じて、
作り手はみずからの一࿊の஥૟のգ程をଲ࿫者の఼ࢻか
らあらたΌて۝ັされる。そうした൹඲的ଲ࿫を通じ
て、より߶࣏のஊ֌΃と制作者は਒みゆき、ݺพの作඾
の出པ෈出པからવඔのイデアによるՃ஍඲Ճ΃と୵ٽ
が਒Όられる。またその୵ٽの道筋をܨて৿たな制作物
が生まれる。それは作り手にとっては自らを世界に向
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かって開きනݳするາཔࢦ向のգ程であると同時に、制
作を通じた「૟ً」のգ程、つまり自らのࠤの内Ԡ΃と
ཱིち໯り、ࣨわれた自らのཔྼとڹބを問い๜͸るգڊ
のख໯しのϕϫιスでもある。

䜰䜹䝕䝭䝈䝮に䛚けるไస

そのգ程についてさらに৆ࡋに論じたのがϕラトンの
ඔ学的ݻ典『ἢԇ』である。この制作の理念は੤༺にお
ける芸術だけではなくۛେデザインの理念をも、ࠕೖに
にいえば、੤༺にٱ。われるࢧるまで規定しているとࢺ
େ文化は（とりわけ୉学においてݳを࣍つかぎりのླྀݱ
は）その࿰ૌみに依然として߈଍されているとも言える。
Ѭの教ࢥディΨティマからซいた࿫をλέラテスは࣏の
ように語り出す。

　
たしかに೓体にしたがってՁかをॕしている人
たちはまずもってঃ性に向かう。そしてそのよ
うな人たちは࣏のようなエϫスにॊうのである。
子づくりをすることでࢰから໖れ、自らを記Գ
してもらい、߀ෳであること、そのすべてを―

その人々が๮΋ところにしたがっていえば―ࠕ 
後ともずっと我がものにするというのがそれで
ある。これにଲしてࠤにしたがってՁかをॕし
ている人々もいる。その人たちは、ህんだりࢊ
んだりすることがࠤにより΀さわしいՁかを೓
体ではなく、はるかによりいっそうࠤのうちに
ॕす。それは一体Ձか。ਜ਼

ϓ ϫ ϋ ー シ ス

しくـをഓること
で あ り、 ま た そ れ Ґ ֐ の ୐

ア レ テ ー

ӿ し た あ り ๏ が
そ う で あ る。 そ の 生 み の ਎ た る 者 と い え ば
す べ て の 詩 人 で あ り、 ૓ ଆ 的 ΉЀΕΉΘ΍ΎϱΖȱ と
言 わ れ る か ぎ り の 一 部 の 職 人 た ち で あ る

21

。 
(Symposium, 208e -209a)

作஦人物のディΨティマによればඔはもともと性的ཋ
っている。ඔにଲ߻というқັでのエϫスと਄くཙみٽ
するکい೦ڲやڷฅは、自らのࠤのうちにいわば子झと
して「ॕしている」વඔのՆ能性を展開し、それを֐界
にන出し、自らをӮԗたらしΌるু動のනれである。そ
れゆえにऑ者は、まずඔしい೓体に出ճうとそれにऔか
れ、それと一体化し、自分のうちからझを排出しようと
ཋし、݃Վとして子をઅけてしまう。ϕラトンによれば
そのときऑ者はӮԗをٽΌながらもෙഌする೓を௭΋自
えてみれば、子といえどもすߡ。ᛍにؗるのであるٙހ

べての೓体はࢰすべきものであるので、ひとはӮԗをٽ
Όながらも৙にそれをཬ切られ、それゆえにまたその子
もさらに子をࢊ΋という生ໍの࿊࠱がକくわけである。
これはいわばਈܨ঳的なൕ෰کയのようなものだといえ
る。というのもਈܨ঳においては、ひとは঳য়のਇの原
Ҿを௭もうとして、ޣࡪしてそのେ理物をٽΌるߨҟを
。りศすのだからである܃

ҡ性Ѭに内ࡑするこのٙᛍをյඈするのは、ϕラトン
によれば第一にঙ年Ѭである。同性΃のѬはたとえその
೓体にऔかれたとしても子どもをઅけることがない。だ
がこうしたଆ形としてのඔしさも、सわしやߨҟ、言ཁ
にݳれている੠ਈ的なඔ（のྪܗ）と比ֳされて৒りӿ
えられていく。教ࢥたる年ௗ者がऑ者をѬのଲেとする
のは、いまとなっては、ऑ者のࠤのඔしさ、すなわちવ
ඔにಎれそれを௭もうとする学問的ཋٽそれ自体が๎つ
ඔゆえである。こうして教ࢥとऑ者はともに୵ٽのգ程
に೘るのだとϕラトンはいう。

೓体ではなくࠤのうちにՁかを生み出そうとするཋٽ
は、ඔの観

イ デ ア

念のもとで学問や道ಛ、芸術作඾、༒׸なߨ
ҟなど਼々のうるわしきものをいわばそのٌ੽として
生み出していく。この࢕事の੔Վは೓体のようにෙഌ
することは݀してなく、෈ټのものとして世େを௔え
て生き࢔り、作者に໌༬をもたらし、後କの作者たち
を౲の理念のもとに݃びつける
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み出ࢊの内Ԡからࠤ。
された෈ټの作඾は、そこにॕるવඔの理

イ デ ア

念に後କの
人々を向かわͦ、その༢Ӏ力によって࣏なる制作ߨҟ
とさらなる作඾たちをそのࠤから世の஦΃とӀき出し
ていく。

だがそれだけではない。第三ஊ֌、いうなれば哲学
的、学問的ஊ֌がその࣏に߉えているとディΨティマは
いう。いかなる作඾やߨҟといえども、それ自体として
は९ਰな観念でありえず、そこには物࣯的な࣍ࢩ体があ
り、それゆえにそれらは依然として߈଍されݺพ的なࢡ
にཻまっている。問ୌなのは、ヘϏイストスがアテψに
៨りついたように、このݺพ性にपわれṈれてしまうこ
とである。ಝ定のѬ人、ಝ定の教ࢥ、自ހのۂ੹とその
඲൓、これまでの自分のやり๏やϕライχ、そうしたも
のにपわれるのはいわば「奴隷」となることであり、֐
部によってک制的に規定されること、そのқັで機փ的
なあり๏をکいられることである。ೞびرるそうしたѬ
の奴隷য়ସを排して、୐ӿ΃の能動性、すなわち自らの
有機的自発性を࣍ݐするのが、一切の依ଚから自༟なѬ
である。ディΨティマは࣏のように語る。
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その人は਼ଡくのඔしいものに目を向けること
によって、ඔそのものを見る。その人はもはや、
まるで家内奴隷のように、一つのものをѬ޹し、
あるঙ年やこの人ؔやあのߨҟがもつඔに隷଒
するような、ࡋ部に߈డする素ກな人ؔではも
はやない。(Symposium, 210d)

ひとりのඔしいࢡかたちから出発し、様々なඔしいも
の、ඔしいߨҟや言ཁや作඾を見比べつつ、そのいずれ
からもړ཯をखり、それらをひとしくඔしくしている෕
ษ的なՁかのみを見てखっていく。こうしてѬ

エϫース

はいまや
「ඔそのもの ΅ЁΘϲȱΘϲȱΎ΅ΏϱΑ」(Symposium, 211d) ΃と
೓മする。このときひとは、ݺพのඔしい೓体や作඾に
බ

Ϗトス

的に依ଚすることはもはやない。なͧならඔの୵ٽ
は、ࢡ形にື஥して感ְすることから出発して、いまや
ඔとはՁかをړ཯をखって۝ັする知性΃と৒り物を
 えるのだからである。それこそが「ඔそのものの学׷
΅ЁΘΓІȱπΎΉϟΑΓΙȱΘΓІȱΎ΅ΏΓІȱΐΣΌ΋ΐ΅ȱ」(Symposium, 211c) 
である。

だとすればそうしたѬは、それがたとえ生きた人ؔに
向かうとしても、その೓体や生׈には向かわず、その人
がࠤのうちにॕしているՆ能性をӀき出すことにのみ関
心をͦرることになる。このようにしてѬ

エϫース

は೓体的な生
ଚড়݇から解๎され、そこではじΌて自༟なѬ、つまり
୐ӿ΃と向かうアカデミρέなѬとなる。

だとすればここで制作者もまた、自らの作඾から出発
し、それを他の作඾と比ֳしつつ、それをよく、ඔしく
している理༟・ϫβスをப出し、そのうえでその作඾に
ついてଡくの人々から൹඲を受け、ଲ࿫を通じてさらな
る߶みに向かうことになろう。そうした౔力を通じて制
作者、すなわち「૓ଆ者」はݺพから෕ษ΃と向かい、
受
Ϗ ト ス

動を排して能
エートス

動をฯ࣍するのである。
ここでいうエートスとは、あるझの୐ӿ性がਐにつ

き、それが࣍କしている積ۅ的なয়ସをқັし、Ϗトス
とଲになる語ではある。とはいえそれはۛେ的なқັで
の主体のқࢧのことではない。というのも、ギリシアの
有機的自然観においては、自然の発展գ程の一部となり
それにॊっていることが΋しろ能

エ ー ト ス

動的য়ସを形੔するか
らである。΋しろݺ人的қࢧのؑబというқັでのۛେ
的な能動性は、自然の੔りߨきをໃࢻして発動されるた
んなるエβイθϞとۢพがつかず、その限りでϏトスの
受動性΃とؗっていく。したがってギリシア的қັでの

能
エ ー ト ス

動的য়ସとは、自然のӣߨ、ऀճ的׵सやݺ人的स׵
にॊいつつ、そのうちにあってあるझの߶みをң࣍する
ことなのである。

୕䚸 ᶵ⬟୺⩏の๓㥑ᙧែ

イ䝕䜰ㄽᢈุ

だが、ϕラトンのイデア論をそのままのかたちでң࣍
する限り、実用にڛするデザインはヘϏイストスのतい
を受けたままである。そのかぎりデザインは、९ਰなඔ
の୵究、すなわちϕラトン的なқັでのඔ学に比してつ
͸に第二څのものとなる。デザインがඔと実用のࠠͧ߻
わͦから཯୦し、ࠠ߻から९ਰな独自の୐ӿを௧ٽする
には、ϕラトンਦࣞのࠂෲは෈Նඈである。そのたΌに
චགྷとされるのは、Ճ஍඲Ճの基६となるイデアの実体
性を解体し、そのイデアをয়ସの஦にດΌࠒみ、それを
実用の「よさʻうつくしさ」として内側から感じखるこ
とができるように、イデア論をր஛することである。

イデアが「ඔ」という観念の下で実体化されている৖
౲然のことながら生ໍをつな͛「用」という観念も、߻
また実体化されている。このとき、アϓϫディテとヘϏ
イストスの関係がഃ୾したように、「ඔ」と「用」とい
うดびཱིつ二つのқັ同࢞の論理的関係はචず排他的と
なる。そうならないたΌには、ある物の実用がよいয়ସ
にあり、しかもそれが同時に感性的にも心ஏよいとい
う、もの͟とのಝ定のʬয়ସʭのうちにવඔを感受する
道をิ΋Άかない。ヘϏイストスは自ހを൳定してアϓ
ϫディテやアテψというพの実ࡑ形েに「៨りつく」の
ではなく、ありのままの自分をߢ定し、彼ঃたちのқに
かなうགྷ素を自分のうちから୉切に৵ばしていくべき
だったのである。

たしかにλέラテスは「たんに生きるのではなくよく
生きる」ことを目指して哲学の୵究׈動をߨった。ここ
でもっとも॑གྷなのは、Ձがよく生きることなのかをλ
έラテスが知らなかったということである。「વ」や
「ඔ」といった理૟を௧いٽΌる Ѭ

ϓィϫλϓィア

知 の׈動において
は、それらの目ඬはあくまで୵ٽのՎてにあるՁかで
あって、ಎれのଲে、まだṅんではいないາ知のもので
ある。それゆえにλέラテスは、そのາ知のয়ڱのただ
なかにあってそのવඔを自ހのࠤをབりに手୵りͦ͡る
を得なかったのである。

だがその目ඬを「イデア」として、すでに઴もって
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ଚࡑしていた独ཱི者として実体化することは、いうな
れば઎खりのࡓを൞すことである。そこでは実際のଲ
࿫の஦で࣏第にঙしずつ໎らかになるはずのਇ理が、
すでにそのଲ࿫に઎ཱིって実ࡑし、そこに向かってଲ
࿫を導くかたちをとる。しかもそれをあたかもその৖
で展開しているଲ࿫であるが͟とくにಣ者にࢧわͦる
わけである。

このように見てくれば、後のものを઴のものにしてし
まうこのʬޣṫʭこそが、ϕラトンの弁ৄ๑ʻଲ࿫Ἥの
֫となっていることがわかる
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。イデアがすでに実ࡑ物
としてી定されている限り、哲学者は「Ձも知らない
者」ではすでになく、ਜ਼解が「ある」ことをすでに知っ
ており、しかもそのことをӇして、「Ձも知らないひと」
を઎導する学ߏ教ࢥなのである。

こうしたʬޣṫʭはݳେにまでڻいている。Ռ学理論
とは自然ݳেの୵ٽのգ程においてさしあたりそのݳে
を説໎する手ஊ・道۫として主観によってՀߑされてい
るものにすぎない。ところがこの「理論」が、あるझの
Ռ学主義―Ռ学の客観主義―においては、すでにݳে
に઎ཱིつ自然実ࡑ、客観それ自体、すなわちਇ理である
とޣ೟され、ٱにその「ਇ理」の๏から୵ٽのգ程がਜ਼
౲であるかどうかが൓定され、それにそ͛わないݳেや
験が「ඉՌ学的なもの」として排ঈされる事ସが生じܨ
る。生きることのあとに見出されるはずのものが生きる
ことの઎に஖かれ、それゆえに生きることは全体として
その઎にあるものから、よりգో的なもの、よりՃ஍の
ఁいものとみなされるのである。

こうした本຦఺ౙのޣṫにもっともӸくൕԢしたの
が、ϕラトンの後ഒに౲たるアリストテレスであった。
アリストテレスは『ニコマコス倫理学』の冒頭部分にお
いてϕラトンをқࣟしつつ、਎しきؔณよりਇ理の๏が
より୉切だと論じ、࣏のように「વ」のイデアの実体化
をするどく൹൓する。

વが語られるのは、あ
ト ・ テ ィ ・ エ ス テ ィ

るところのもの、性࣯、関係 
においてであるが、かのʬそのものʭや実体は、
事ณの本性上関係に઎ཱིっている。というのも、
関係はଚࡑのഁ生ସであるようにࢧわれるし、
ଚࡑに෉਷して生じてくるからである。そうで
あるなら、この両者に関して共通のイデアはଚ
しないことになろうࡑ
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。(Nico., 1096a10 -)

ここで展開される論理をϏラϓレーθしてみよう。そ

もそもϕラトンのイデア論は、イデアを「そのもの」、
つまりर২する形༲ࢼ（よい人ؔ）ではなくर২される
౲の基体（よさそのもの）とみなすҐ上、໌ࢼとしての
વ、ʬそれがՁであるかʭとしての「よさ」のみをଲে
とするΆかない。とはいえ、「࣯」、つまりʬそれがど
のようなものであるかʭ、また「関係」、つまりʬそれ
にଲしてどうであるかʭについても、それが「よい」か
どうかを論ずるۃ໚は౲然ありうる。とすれば、࣯にお
ける「どのように」や関係における「それにଲして」と
いった଒性的なવのあり๏と、かの໌ࢼとしての「વ」
との関係` ` が΀たたび問ୌになってくる。だがその「関
係」とはイデア論がそのࡱߡのଲেから排ঈした౲のも
のである。自ހが൳定したものに依ଚすることなくして
イデア論はཱིちߨかない、これが「共通のイデアがଚࡑ
しない」というアリストテレスの൹൓の内実である。
　だとすれば、ʬよさʭをபে化・໌ࢼ化することな
く、様ସや関係のうちにあるʬよさʭを、そのありのま
まのࢡにおいて೟Όてゆくචགྷがあるだろう。そのʬよ
さʭは、すでに実ࡑしているઊଲ的規६との૮ଲ的・֐ 
的比ֳではなく、そのようないかなる客観化をもڍઊし
て―というのもそのʬよさʭがՁであるかを誰も知ら
ないのであるから ―、生きることの内側において、あ
るझのՆ能性、自ހの内側からಧき上͝るઞࡑ的なҘ力
として感じखるΆかないものである

25

。

⮬↛Ꮫ・ᙧ⪋ୖᏛ

アリストテレスは実体としてのイデアを൳定し、その
େわりに「形

エイχス

૮」を導೘する。形૮とはあるݺ物をそれ
にしているʬࢡかたちʭのことである。ただしもの͟と
のқັもまた、それをそれにしているࢡかたちの一झで
あるから、形૮とは目に見えるଆ形的なʬかたちʭだけ
ではなく、қັとしてのʬかたちʭをも؜΋のである。
このように形૮はϕラトンのイデアをӀき͛ܩ概念であ
るが、しかしながらそれとҡなるのは、形૮はそれだけ
でଚࡑする実体（実体形૮）ではなく、実体であるݺ物
のうちに見出されるʬかたちʭとしての側໚` ` にすぎない
という఼においてである。

目の઴に໨੣のफ೴箱があるとしよう。ϕラトンによ
れば、それがそれとしてଚࡑしているのは「箱」という
イデア（અܯされた観念）のゆえであり、ॊってその箱
はໃ内༲な素材に実体としての観念が౦Ӫされているそ
のӪである。これにଲしてアリストテレスは、目の઴に
ある箱はそれだけで実体であり、それは࣯

ϐ ϣ レ ー

ྋ（材ྋ）で
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ある໨材と、「箱」の形
エイχス

૮の二つの側໚から੔りཱིって
いるとߡえる。

ここでデザインはまずもって形૮に関わるが、とはい
え࣯ྋもその形૮とໃԓであるわけではない。というの
も素材としての໨材は自然物としてのध໨から切り出さ
れたのであり、いまやಝ定の性࣯、つまりқັとかたち
をඍえており、その఼でそれなりの形૮をฯっているか
らである。また໨材の࣯ྋであるध໨といえども、さら
にその࣯ྋとしてのౖஏから生੔したものであり、ࠕや
ಝ定の形૮をਐにଵびている。

アリストテレスにとって自
ϒϣシス

然における形૮と࣯ྋのૌ
み߻わͦは۰然的・機փ的ではなく、࣯ྋのうちにઞࡑ
している形૮が発ݳするというච然的・有機的なもので
ある。たとえばझ子（੠子）は、それがঃ性の体内で受
੠すると、それ自ਐのうちに人ؔのϓΧルϞをઞࡑ的に
内包することになる。これを開

ア ル ケ ー

఼࢟・原Ҿとして、それ
を実ݳするようにଽࣉは自発的に੔ௗしていく。そのか
ぎりでそれは「自然によってଚࡑ」していることにな
る。ࢧいศすにアリストテレスにとって自

ϒϣシス

然とは、自ހ
自ਐの目的を実ݳするように自発的に生੔するӣ動のあ
り๏、ひいてはそのようにӣ動する事物を指していた。
アリストテレスは『形而上学』第 9 巻において、Ն

デ ϣ ψ ミ ス

能ସ
とݳ

エϋルΰイア

実ସという概念を導೘し、自然の有機的な性࣯につ
いて説໎する
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。

あると言われるものを、一๏ではそれがՁかと
か、どのようなもの、どのくらいのものかと
我々はۢพするが、他๏ではՆ

デ ϣ ψ ミ ス

能ସと׮
エンテレケイア

੔ସ、
す な わ ち 機

エルβン

能 と い っ た ఼ か ら も ۢ พ す る。 
(Metaphysics, 1045b30)

「あるもの」、つまりଚࡑする事物は、その本࣯やয়
ସによってۢพされるとアリストテレスは言う。だがこ
のようないわばԥஇ的な分ྪだけではなく、もう一つの
いわばਪ௜的・時ؔ的な規定性があるというのである。
この後者の規定性こそがアリストテレスのଚࡑ論を有機
的なものにする。すなわちアリストテレスによれば、事
物のうちにはその事物の本࣯や性࣯を規定する形૮がઞ
しないՆ能ݳまれており、いまだ実؜的なものとしてࡑ
性としてのそのあり๏が「デϣψミス ΈϾΑ΅ΐ΍Ζ」とݼば
れている。このՆ

デ ϣ ψ ミ ス

能ସʻઞ性ସは、統ܯ的なི֮論にお
ける事েの発生Ն能性といったものではない。それはい
わばझ子としてॕっていて、あるものの੔ௗと発展のい

わば動力ʻ能力としてその内側から力を発ضしているの
である。このՆ能ସがその内発的発展を通じてݳ実化し
たありかたはݳ

エϋルΰイア

実ସとݼばれる。たとえば༰ࣉはଽࣉの
全な人ؔ（୉人）からみ׮はࣉ実ସである。他๏で༰ݳ
れば依然としてՆ能ସにཻまる。ここでは༰ࣉはՆ能的
に人ؔであるとか、人ؔのՆ能ସであるとか言われる。

ここで形૮はそのઞࡑ的なあり๏においてもの͟と
をݳ実化するӣ動の原Ҿ（࢟動Ҿ）となる。この原Ҿ
を通じて༰ࣉが੔ௗし、それҐ上の展開が๮Όないशۃ
ஏ఼にࢺった時、それは׮

エ ン テ レ ケ イ ア

全ݳ実ସとݼばれる。そのと
き人ؔは、ついに人ؔとして׮全なಉきをする「機能 

σΕ·ΓΑȱ」のয়ସに౺ୣしたということになる。こうした
アリストテレスの記述は、いうなれば自然の自༟とでも
いうべき࣏ݫを示す。

その生੔の開఼࢟ ψ ΦΕΛχ ΘϛΖ ·ΉΑνΗΉΝΖ をそれ
自ਐの内部にฯ࣍しているかぎりにおいては、
Ձものも֐から๨͝ることがないかぎり ϵΗ΅ȱ

ΐ΋ΌΉΑϲΖȱΘЗΑȱσΒΝΌΉΑȱπΐΔΓΈϟΊΓΑΘΓΖ、 そ れ は
それ自らを通じてଚࡑするようになるだろう。
(Metaphysics, 1049a10)

いうなれば自然も、そして自然としての人ؔも、֐部の
Ձものにも๨͝られることなくそれ自ਐのՆ

デ ϣ ψ ミ ス

能性をݳ実
化さͦて最श的な機

エルβン

能΃とࢺるච
アψンカイΨン

然的なգ程をิ΋わけ
である。だがそのච然はそのままに、その「֐から๨͝
る」ものから໖れているয়ସ、みずからのࠤがその本性
にॊって発展する自༟をқັする。これをここで有機的
自༟とݼぶことができるだろう。

ᢏ⾡ⓗไసのㄽ⌮

　だが、こうした自然ӣ動の事ྭとはٱに、「技術に
よってଚࡑするもの」、つまり人޽物があるとアリスト
テレスは『ニコマコス倫理学』において言う。

技術はおしなべて発生 ·νΑΉΗ΍Ζ の๥らにあり、
技術をߨ使することは、あることもあらͷこと
もՆ能なもの、開

ア ル ケ ー

఼࢟を制作物ではなく制作者
の๏に࣍つようなものが、いかにして発生する
かを理

テ Ψ レ イ ン

論的にࡱߡすることなのである。という
のも技術が関わるのはච然的にଚࡑしたり発生
したり、自然にॊってそうなったりするもので
はないからである。なͧなら自然とはそれ自
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ਐのうちに開఼࢟を࣍つものだからである。 
(Nico., 1140a10)

人޽物が生੔したのはもっͼら人ؔのқࢧによるのであ
り、それ自ਐが自発的にӣ動したたΌではない。たとえ
ば箱という事物がଚࡑするのは、໨材にଲして箱という
形૮を人ؔが֐部から࣍ちࠒんで、໨材を箱に人޽的に
加޽したからである。その৖߻その事物のଚࡑ根拠は自
自然のうちではなく制作者にある。そこで自然は、自ހ
の本པの目的を๨֒されて、他のものの目的を実ݳする
たΌの手ஊのҒ஖にک制的に஖かれる。そうしたいわば
他ཱ的なร化の原理は「技術ȱΘνΛΑ΋ȱ」とさしあたりݼば
れる。他๏で制作者の๏から見れば技術とは、自発的に
生੔する自然にいかにղ೘すれば目的物をߑ੔できるか
の論

ϫ β ス

理を見ۅΌ、制作者の有機的展開のԈௗત上に、実
際にそれをߑ੔できる自然なয়

ヘέシス

ସをฯっていることであ
る。それゆえアリストテレスによれば技術とは、「論理
にॊって制作できるয়ସ ΐΉΘΤ Ώϱ·ΓΙ ΔΓ΍΋Θ΍Ύχ ρΒ΍Ζ 」 
(Nico., 1140a) ということになる
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。同様のことをアリス
トテレスは『形而上学』において࣏のように述べている。

この箱はஏ໚から生まれたとかஏ໚であるので
はなく໨でできていると言われる。というのも
໨はՆ能的に ΈΙΑΣΐΉ΍ȱ箱なのであり、箱の࣯
ྋ ЂΏ΋ȱそのものなのであって、たしかに໨と
いう࣯ྋ一般が箱なるものの࣯ྋであるとして
も、この箱の࣯ྋはこの໨なのだからである。
(Metaphysics, 1049a20)

ౖஏからध໨が生えてくるのは自然でありそれゆえ有
機的なӣ動である。そこにおいてはౖஏという࣯

ϐϣレー

ྋ（材
ྋ）のうちにઞࡑ的に؜まれていた৪物の形૮が発ݳし
てध໨が生いໞったのである。これにଲしてध໨から໨
材が੣材されてそれが箱に加޽されるのは自然の੔りߨ
きではない。ध໨はその֐部からʬそのқにൕしてʭಧ
然ൈࡀされ、ݒ஛家のࠤの஦にある形૮にॊって加޽さ
れる。ध໨は箱という形૮を人ؔから一๏的に༫えら
れ、人ؔによってཤ用され加޽されるのであるから、こ
の加޽はध໨の๏から見ればک制的で機փ的である。し
たがって技術は、一切のしがらみから཯れて自らの自然
本性にॊって自༟に΀るまうアϓϫディテやアテψがヘ
Ϗイストスに߈଍されたように、その素材となる自然の
๏から見ればつ͸にあるझの「๨֒」としてݳれる。だ

がその一๏で技術をߨ使する側から見れば、その技術は
৖౲たり的な๨֒では݀してなく、理性にしたがって論
理的にߨ使される自ހの自然である。ϫβスによる展開
は技術者の๏から見れば自然であり、その技術がさらに
から๨֒を受けない限り、໨は「Ն能的に箱」となる֐
のである。理

ϫ β ス

性ʻ論理は、それ自ਐ一つの自然として、
౲ॵの自然のうちにもうひとつの自然、すなわち人ؔの
自然を࣍ちࠒ΋。そうすることで౲ॵの自然のච然性を
଩ちഃり、これまでとはҡなる自然のӣߨを実ݳする。
Ӏきକき『形而上学』をಣんでみよう。

　
を、೦くするものは೦さ߃によいものは݊߃݊
を、ྮやすものはྮたさを作るのみであるのに、
学知をඍえる者は૮ൕする૔๏を作り出す。と
いうのも、理

ϫ β ス

性はたしかにその両๏に関係する
が、とはいえҡなったやりかたにおいてであり、
しかもӣ動の開఼࢟をฯ࣍するࠤのうちに৖ॶ
をઐΌているからである。理性はӣ動の同一の
開఼࢟から発して、それぞれをそれ自ਐの๏に
向かって࿊݃していくというかたちをとる。 

(Metaphysics, 1046b10-20)

自然ӣ動においては、೦が物を೦くするように物事は
ච然的に生੔ร化する。これにଲしてその生੔ร化の論
理を೼Ѵするときには、同一のร化の開఼࢟から出発
し、そのච然性とはҡなるร化をӀきًこすことができ
る。たとえば医学はබـをも݊߃をも作り出すことがで
きる。それはなͧであろうか。઎のӀ用に઎ཱིつ部分に
おいて࣏のように語られている。

それゆえ学がଲཱི物とかかわるのは、そのଲཱི物
それ自ਐにॊってであるか、それ自ਐにॊわない
しかたにおいてである。というのも、理性は一๏
ではそのもの自ਐにॊって、とはいえ他๏ではॊ
わない๏向において、それとともに生੔するのだ
からである。あるয়ସを記述することと、それを
खりڊることをそのଲཱི物は示している。઴者の
৖߻、そのଲཱི物は൳定されているのであって、
後者の৖߻、そのൕଲ物がखりڊられているので
ある。(Metaphysics, 1046b10)

医学は人ؔの生体がどのようなしかたで݊߃をң࣍し 
ており、どのようなܿؗによってබـが生じているかを
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説໎するであろう。まずはබ  を生じさͦた（ʻଲཱི物）ـ
自然の有機的な展開それ自ਐに෉きॊうときに、そのබ
理を೼Ѵする理性もまた「ともに生੔する ΗΙΐΆ΅ϟΑΝȱ」 
であろう。しかしながら医学はබـの理࿑を「それ自ਐ
にॊってȱΎ΅Όвȱ΅ЀΘϲȱ」໎らかにするだけではなくそれ
を治ྏもする。そのとき理性は、自然の展開には「ॊわ
ない๏向において ΘΕϱΔΓΑȱΘ΍ΑΤȱΎ΅ΘΤȱ」、ࠕ度は治ྏの
理࿑を೼Ѵすることになる
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。それがՆ能となるのは、
බـというଲཱི的・൳定的য়ସをそのච然性にॊって説
໎したのちに、そのয়ସを࠸び൳定し、それをखりڊる
たΌの手ஊの࿊࠱を৿たにߑ஛することによる。෉きॊ
いと൳定というこの論理的な૤作こそが、自然の有機性
にଲ߇する機փ性、すなわち技術の֫心を形੔する。自
然から技術΃の఺化は、有機ච然性の೼Ѵとその൳定の
૤作、つまり内発的な有機性のうちに֐発的な機փ性を
導೘することによって実ݳするのであり、それによって
人ؔは自然ච然性にଲ߇して` ` ` ` ` ` ` ` ` ` いわば自༟の༪ஏを૓り出
す。技術の機փ性は、技術をߨ使する人ؔと技術をߨ使
される自然の૔๏にଲして、いわばՆ能性のؔۯ` ` ` ` ` ` を६ඍ
する。機փ性を通じた技術の自༟をアリストテレスは࣏
のように生き生きと描ࣺしている。

׮するՆ能ସからࡑから、つまりそこにଚߡࢧ
全ݳ実ସが生੔するところの定義は、生੔する
ことが๮まれており、そうなることを֐側から
なにも๨͝るものがないということ、またそこ
で݊߃になるものにおいては、それ自ਐのうち
にそれを๨͝るものがないということである。
同様に、家がՆ能ସにあるというのは、家が生
੔することを家とその࣯ྋにおいてՁものにも
๨͝られない৖߻であって、これがՆ能的に家
であるというのは、෉け加えられたり、खりڊ
られたり、ร化したりすることをそれが໖れて
いる৖߻である。また生੔の出発఼が֐部に
ある限りの他のものに関しても同様である。 

(Metaphysics, 1049a1 - 10)

医者が׳者を治ྏする技術においては、まずもって
のうちに出発ࠤが医者のߡࢧにするという߃者を݊׳
఼としてଚࡑする。ここにおいて技術をߨ使する医者
の自༟は、自らのߡࢧがՁものによっても๨͝られず、
қਦしたとおりに׳者が生੔ร化し、݊߃をյ෰するこ
とにある。そして׳者の๏も、みずからを݊߃にするこ

とを๮んでいる限り、医ࢥのಉきかけはک制的なもので
はなく、΋しろ自ހの展開を助けるもの、有機的なもの
として受けखられる。ここで׳者の自༟とは、自ހのਐ
体の有機的展開の一部として医者による機փ的ղ೘（技
術）を受け೘れ、それをともに助けることにある。その
とき׳者は、自然ච然性とはҡなる展開、すなわち݊߃
΃と向かう৿たな技術的Ն能性を௧ٽすることになる。
技
エ ー ζ Υ ン ト

術の主体とそ
έ ラ イ エ ン ト

の客体が技術のߨ使をഖղとしてともに
それぞれのՆ能性をݳ実化するとき、それは一๏で技術
でありながらあたかも同時に自然であるかのような、い
わば技術的ʻ自然的な理૟য়ସを実ݳすることになる。

またこれと同様のことが、物をଲেとする技術的制作
の৖߻にも言える。医者をݒ஛家、׳者を材໨と見なす
アψϫζーを用いれば、ݒ஛家が家をݒ஛する৖߻、材
໨が加޽されて家の一部になる。ここでݒ஛家の自༟と
は、๨֒を受けることなく自分のࢧうとおりに家をݒ஛
することにある。だがこのとき材໨もまた自༟でありう
るのは、ݒ஛家のқࢧにあらがうགྷ素が材໨自ਐのうち
にଚͦࡑず、一切のک制性から໖れるかたちで材໨が家
に生੔఺化するかぎりである。このとき材໨は技術の関
༫によってまさに自らを自発的に発展さͦていることに
なり、ݒ஛家の技術を通じてあたかも自ら๮んで自然ӣ
動しているかのように喜ぶことになる。พのՁかが෉け
加えられたりࠫしӀかれたりすることもなく、またそれ
とはҡなったܨգをたどることもありえない。ݒ஛家と
材໨は技術を通じて、自然ච然性とはҡなるもう一つの
ච然的なգ程をとるのである。有機的展開をࢩഓするこ
うしたච

ア ψ ン ケ ー

然性を指してアリストテレスは、「このものが
Ն能的に家である」とනݳしている。技術の定義的本࣯
である機փ性ʻک制性がここではລভされており、機փ
的であるはずの技術は全体として有機的なものに఺化し
ている。これはいうなれば、技術の機փ性にଲ߇するた
Όに、まさにその技術を用いることによってそのଲ߇目
的の実ݳを目指すという理૟的য়ڱ、すなわちデザイン
の׮

エ ン テ レ ケ イ ア

全ݳ実ସであるということができる。
だがこのような理૟য়ସでなくとも、技術はՁらかの

しかたで有機的性֪をつ͸にすでにଵびている。たとえ
ば生きた家ஜがࡶされてৱ೓になるなど、人ؔのқࢧに
よってک制的に素材が加޽される৖߻であっても、人ؔ
の๏から見ればこの技術は、その人ؔ自ਐを発展さͦ機
能さͦるたΌにߨ使されるのであるから、自然的で有機
的ということになる。ৱ物࿊࠱を通じて自然全体が発展
するという観఼から見れば、自分が他の動物のৱ೓にさ
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れるܨ験といえども、自らがその一部である自然全体の
展開のༀにཱིっているという఼では有機的な性֪を໖れ
ない。ある事物が一時的に他の事物の手ஊにされ、౲の
事物から見れば他ཱ的にཤ用されるとしても、自然全体
から見ればその目的を実ݳするգ程の一部にգぎないの
であり、自然の一部である֦གྷ素はその限りでそれをߢ
定ͦ͡るを得ないのである。自然の஦にあるすべての事
物は、自ら有機的な発展を目指しつつも他者から機փ的
にཤ用されるという二つの性࣯を݋͸ඍえている。その
二つの性࣯をญͦ࣍つགྷ素たちがཤ用したりཤ用された
りしながら、そのཤ用の࿊࠱によって、すべてのགྷ素は
全体としてより୉きな自

ϒϣシス

然のうちに包ઃされる。
このようなߡえ๏を全体論とݼぶこともできるだろ

う。ऀճ的なۃ໚にこれをన用すれば、全体論的な有機
論はあるझの全体主義に通じる。たとえばあるࠅ

ポ リ ス

家のࢤ
຿がک制的に௅ฎされてકࢰするとしよう。しかしそれ
でも、ポリス全体の発展にそのٚ੝がر༫しうるとすれ
ば、そのٚ੝は、ポリスの一部である౲のࢤ຿にとって
も依然として有機的、すなわち自発的な性֪を໖れない
のである。

ᢏ⾡の✲ᴟ┠ⓗ

アリストテレスは『ニコマコス倫理学』において技術
の究ۅ目的を「最

ト・アリストン

߶વ」と໌指している。その最߶વは
人ؔが人ؔであるかぎりで、すなわち動物とのࠫҡにお
いて௧ٽすべき「人ؔにಝ有の機

エルβン

能」(Nico., 1097b30)
であると主張される

29

。動物と共通のものをঈ֐したの
ちに࢔されるのは「論

ϫ β ス

理をฯ࣍する部分が実ભする生」
(Nico., 1098a) である。動物にはଚࡑしないとࢧわれる
知性的なߡࢧを最߶度に発ضするয়ସこそが人ؔの最߶
વであり、これにༀཱིつ限りにおいてすべての技術はқ
ັを࣍つ。઎のλέラテスにおいて人ؔとは෈知のもの
であった。だがここでは一見すると人ؔ性の本࣯が۫体
的に規定されているように見える。

人ؔについては、機
エルβン

能とはそのように生きる
ことであり、ϫβスにॊうࠤの׈

エ ϋ ル ΰ イ ア

動য়ସであ
り実ભである。またす͛れた人ؔについては、
よ

エ ウ

くかつう
カ ϫ ー ン

るわしくそれをなすことである。
つまり、いずれのことをもそれ自ਐにとって
の୐

ア レ テ ー

ӿ性においてよくୣ੔することである。
(Nico., 1098a10)

　このӀ用で用いられている「うるわしく」というඔに
関わる文言は、知性的・論理的能力がよく発ضされ、か
つ同時にそれが心ஏよいয়ସを指している。つまり有機
的で自発的な自然ӣ動が๨͝られてはいないこと、Ն能
ସからݳ実ସ΃と自༟に発展すること、そのୣ੔য়ସそ
れ自体がうるわしさを実ݳする。アリストテレスはこの
うるわしさを「快楽」ともݼんでいる。「快楽とは、׈
動য়ସであり目的」であって、「自然にॊったয়ସが׈
動΃ともたらされたありよう」(Nico., ����D��) なので
ある。ここにはアリストテレス、ひいてはアテψイの哲
学における߀ෳ論とでもいうべきものがනݳされてい
る。自然が全体として生੔発展し機能しつつあるとする
ならば、すでにそれだけでそこには快楽がຮちᷕれてい
ることになり、いわば自然が喜んでいることになる。自
然の一部である人ؔは、自然にଲしてあらたΌて技術的
にղ೘することで、自然と人ؔの૔๏に快楽を実ݳす
る。人ؔはそれ自ਐ、自然のうちで、かつ自然の一部と
して、自らの機能を最୉限に発ݳするときに、よ

エ ウ

くか
つඔ

カ ϫ ー ン

しくຮたされるのであり、そのয়ସこそが「߀ෳ 

ΉЁΈ΅΍ΐΓΑϟ΅ȱ」とݼばれる。というのも、アリストテレ
スは人ؔの「߀ෳ」を「目的となる୐ӿ性に関するかの
動য়ସ」(Nico., 1102a5)׈のࠤ だと定義しているからで
ある。したがって߀ෳもしくは快楽は、アリストテレス
によれば、その自然գ程、すなわち機能しつつある࿊関
にଲして݀して֐側から෉加されるものではない。

それらの人々の生はそれに෉਷的な ΔΉΕϟ΅ΔΘΓΖ

快楽をචགྷとするのではなく、それ自ਐのうち
に快楽をฯ࣍している。(Nico., 1099a10)

ヘϏイストスはҞ子をૹ২することによってヘラを߈
଍するᨑܯをਦった。そこにおいては機能すべきҞ子に
ଲして、ඔと快楽を感じさͦるૹ২が෉加されていたの
であり、それゆえにヘラはその෉加的ૹ২にいわば֐
的・ک制的、すなわち機փ的に૤作されたのである。そ
うであるからこそそのҞ子は、まさに一ݺの機փとし
て、そこに࠴る人を文࣊通りളり෉け、߀ෳをٽΌる人
を受動的য়ସにک制してそこから߀ෳを୥いखったので
あった。
　アリストテレスは、「これがՆ能的に家であるという
のは、෉け加えられたり、खりڊられたり、ร化したり
することをそれが໖れている৖߻である」と述べてい
た。そこにՁ一つ෉け加えたり、खりڊったり、それを

�� 7PM����
����� (FJKVUTV�,PHBLV��UIF�+PVSOBM�PG�%FTJHO



ร化さͦたりすることがなく、いわば最ঘགྷ素のみでそ
れしかないච然的գ程をたどりゆくことが有機的発展の
定義であった。それҐ֐のもの、෈གྷなものがૹ২とし
てそこに࣍ちࠒまれるならば、有機性とその߀ෳはഃշ
されることになる。ヘϏイストスは自ހのཤӻのたΌに
たえず֐からՁかを࣍ちࠒみ、Ձかを෉け加えてやまな
いଚࡑ、ඔの๨͝となるଚࡑであり、それゆえに彼はݑ
ѳされたのである。
　෉加的なものと自༟なものとのこのଲ比は、カン
ト の『 ൓ இ 力 ൹ ൓ 』 に お け る「 ෉ ଒ ඔ pulchritudo 

adhaerens」と「自༟ඔ pulchritudo vaga 」のଲ比をܨ
て

30

、まさに 19 世نのԢ用芸術と 20 世نの機能主義の
ଲཱིにまで࣍ちӿされる。Ԣ用芸術においては、実用的
なۂ޽੣඾にଲして目的とはໃ関係なૹ২が࣍ちࠒま
れ、その੣඾が෉加的にඔ化される。それゆえそれらの
੣඾たちは、それら༪分なものに๨֒を受けてॉ分に
「機能」できず、同様に自分の生׈においてॉ分に機能
していないཋٽ෈ຮの人々にଲして֐側からඔと快楽を
఑示し、その人々を༢࿯する。いうまでもなくこうした
ඔのあり๏は、19 世نのウイリアϞ・Ϡリスが「ঐۂ
主義」と൹൓したように、ࣁ本主義やఉࠅ主義と݃びつ
き、人々の自༟を୥うڌ୉な機փ的࿊関を形੔してい
く。これにଲして、Ϡリスとその後କの機能主義は、人
ؔを؜΋素材の機能がॉ二分に発ضされる࿊関にこそ、
ඔ、すなわち快がච然的に൒うと主張する。だがわれわ
れはいまや、Ϡリスの׮ᘵな઎ߨ者をすでにアリストテ
レスのうちに見出している。

ᅄ䚸 㧗ḟの䝕䝄イン

➨一のᢏ⾡

　アリストテレスは『ニコマコス倫理学』の冒頭におい
て「いかなる技術、いかなる୵究も、同様にいかなる実
ભやમ୔も、こと͟とくՁかしらのよ

アΪトン

さを௧ٽしている
ようにࢧわれる」(Nico., 1094a) と述べている。このよ
うなアリストテレスのࢧ૟がλέラテスの基本動機をӀ
きܩいでいることは໎പである。λέラテスҐ઴の自然
哲学者たちが世界の根

アルケー

心のゆえにد޹をただその知的ݱ
୵ٽしたのにଲして、その୵ٽが人ؔをよくすることに
݃びつかなければқັがないとλέラテスは主張した。
それゆえにλέラテスは、技術に関しても、それがいか
なるқັで人ؔにとっての「よさ」をଇ਒しうるかを問

ୌにしたのである。ある技術がよい技術であるといえる
のはなにゆえであるか。これについてアリストテレスは
࣏のように述べる。

ଡくの実ભ、技術、学問にもまたଡくの৖߻、
目的がଲԢする࣏第となる。医学には݊߃が、
ଆ઩には઩が、કྲྀにはঋཤが、家政術には๝
かさが、といったように。ഇ۫の制作はഇを৒
りこなすことに、すべてのકಈߨҟはগ܋の術
に、同様のしかたで他のものについてもՁかพ
のものに଒するのである。Ґ上のように、とあ
る事ณに関してそれがあるಝ定の能

デϣψミス

力のもとに
ある৖߻には、棟梁的な࢕事のঀ目的ȱΘΤȱΘЗΑȱ
ΦΕΛ΍ΘΉΎΘΓΑ΍ΎЗΑȱΘνΏ΋ȱこそ、事ณそれだけのた
Όの目的よりも、全体としてみればより߶࣏で
ある。というのも、後者のものに関していえば、
それは઴者のたΌに௧ٽされるのだからである。
(Nico., 1094a -10)

ഇ۫といういわゆるϠόのデザインは、たしかにഇを
自༟に૤るたΌにༀཱིてられる。では、ՁのたΌにഇを
૤るのかといえばકうたΌであり、最श的にはతにঋཤ
するたΌである。だとすればࠕ度は、తにঋཤすること
はՎたしてՁのༀにཱིつのかが問われるべきであろう。
このようにϠόや׈動、技術といったものはすべから
く、ʬそれはՁのたΌかʭという問いをӀきًこし、そ
の目的を実ݳするより߶࣏の能力のもとにॊ଒すること
になる。この目的手ஊ࿊関、技術の֌૜ߑଆのいわば最
श的なखりまとΌༀともいえるのが、アリストテレスに
よれば୉޽たちを指ضする「棟梁」である。୉޽たちは
พの技術にसज़しているとしても、それら技術をՁのݺ
たΌに、どのように׈かすべきかを知らない。これにଲ
して棟梁はそれら技術の子ࡋに੠通すると同時に、人ؔ
のয়ସや׈動にあわͦてそれら技術をૌみ߻わͦ、最श
的に人ؔにおけるよきয়ସを実ݳする。したがって棟梁
は技術のアンカーであるといえる

31

。
棟 梁 と 訳 さ れ る ギ リ シ ア 語 ア ル Ϋ テ έ ト ニ コ ス

ΦΕΛ΍ΘΉΎΘΓΑ΍ΎϱΖは、第一のというқັを࣍つアルケー
と、技術と訳されるテέϋーの߻੔語を基ેとしている。 
「 ஛家 architectݒ」େの英語でこれにଲԢするのはݳ
であろう。Ϡόを制作するݺพの技術は、人ؔをよきয়
ସに導くたΌにༀཱིてられる手ஊにすぎず、そのかぎり
で、それがそれだけでいかに༑れていたとしてもすべて
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第二څの技術である。これにଲして第一の技術は技術の
最श目的それ自体を実ݳするものであり、そのかぎりで
人ؔにଲする哲学知とともに機能しなければならない。
どのようなয়ସにあるときに人ؔはよく生きているかに
ついての独自の਄いಐࡱ、感ְをඍえていなければ、第
一の技術をӣ用することはできない。「棟梁」は、人ؔ
を全体として߀ෳにするよう職人たちの技術をૌ৭し、
指ضする技術者である。この技術者は第一の技術者、本
論の文ຼで言えばʬ߶࣏のデザイψーʭであるといえる。

୰ᗤとᶵ⬟と造ᙧ

　それではこの「߶࣏のデザイン」はいかなる๏๑、手
କきによって実ݳすべきというのだろうか。棟梁がߡえ
るべきことは۫体的にՁなのだろうか。ϕラトンが௔ӿ
的なઊଲ者をવのイデアとしてཱིてたのにଲし、アリス
トテレスが主張するのは、あるয়ସがよいかどうかをそ
の内側から感受しつつ、それがよりよくなるたΌに様々
なร਼を最న化することである。

これを説໎するのに独自のྭでߡえてみよう。たと
えばあるྋ理のັをよりよいものにするにはԚ加ݰ
を最నなয়ସに調整するචགྷがあるだろう。素材に
ઞ

デ ϣ ψ ミ ス

するՆ能性、つまり素材のັを最୉限にӀき出すたࡑ
Όには、Ԛはଡすぎてもঙなすぎてもいけない。そこに
は最నなԚ分ྖというものがଚࡑするであろう。その
最న఼を୵り౲てれば、素材はそれをັわう「われわ
れとの関係」(Nico., 1107a) 、いわば素材と人ؔのʬあ
いだʭにおいて、そのՆ能性を最୉限にݳ実化さͦて
機

エ ル β ン

能のয়ସ΃とࢺる。そのとき人ؔもまた同時にそのັ
わう能力を最୉限に開՘さͦ、自らのັְが機能する快
楽を最୉に؃受しつつ߀

エ ウ ξ イ Ϡ ニ ア

ෳなয়ସ΃とࢺっていることで
あろう。素材のもつઞࡑ的能力が実ݳしている度߻いを
その素材が実ݳするՃ஍とここでݼぶとすれば、そのՃ
஍が୐ӿし、௘

ア έ ϫ テ ー ス

఼にୣするۃ໚がචずଚࡑし、それを
するϏラメーݳとして実感できれば、それを実「度ک」
タྖ、ここでは最నなԚ分ྖは自ずと݀まるはずであ
る。アリストテレスはその最న఼を「஦ΐνΗΓΑ」とݼび、 
その஦をฯっているあり๏を「஦༳ȱΐΉΗϱΘ΋Ζȱ」と定義
する。౲然のことながら一つのྋ理をߑ੔するགྷ素はԚ
分だけではないから、素材の機能を実ݳするには෵਼、
あるいはໃ限のϏラメータを最నなয়ସに整えなければ
ならない。

こうしたアリストテレスの஦༳論にॊえば、デザイン
の目的は、ある素材が人ؔとの関係において実ݳするՃ

஍、そのک度をもっとも߶いয়ସにฯつことであり、そ
のたΌのഓ஖と調整の作ۂを実ભすることとなる。たと
えばਭࠫしの形য়について独自にߡえてみよう。その形
য়がଡঙร化したとしてもਭを一時的にஹΌてコρϕに
஭͛という実用性の఼ではਭࠫしの性能はΆとんどรわ
らないとしよう。ところがその素材を৽॑にમび、৯の
෉いたΪラスをਭࠫしの形に੔ܗし、ਭࠫしが使われる
に調和するようさらにその形য়を最న化すると、実ڧ؂
用性能はΆ·รわらないにしても、そのਭࠫしがその؂
において、またそれを使用する人にଲして、つまりڧ
様々なʬものʭたちのؔにおいてՎたしうる機

エルβン

能、その
実ݳするک度、すなわちՃ஍という఼ではӤడのࠫが生
じる。アリストテレスは࣏のように書いている。

それゆえ༑ӿをฯ࣍する作
エルβン

඾について、෉け加
えたりखりڊったりすべきՁものもないと言わ
れてきたのである。௔գも෈ଏもその༑ӿをշ
してしまうのにଲし、஦༳はそれをฯଚする。
よき技術者たちは、まさにそこをࢻڿしながら
事をなすと言われる。(Nico., 1106b10)࢕

ここで最న఼を௔えて、材࣯の޲みをより޲くしてみ
よう。そうすればそこには༪分な޲みがあることにな
り、その޲みは有機的形েに「෉け加え」たものにな
る。自ཱ的な発展の論理とはพのՁかが、พの目的のた
Όに֐側から෉け加えられれば、それは෉け加えられた
ඔ、෉け加えられた快楽であり、形েの自༟の๨͝とな
る。だからそれはࡡりखられるべきである。この఼で஦
༳は、Ϊラス素材がいわば「Ն能的」にਭࠫしとなる形
য়、すなわち有機的でච然的な ―そのかぎりで自༟な
―形েをそのՃ஍と同時に実ݳする。そのありかたが
「༑ӿ」とݼばれている。

だが஦༳はつ͸に「われわれとの関係」において実ݳ
される。とすれば、ਭࠫしの最నのଆ形はそれୱ独で੔
ཱིするのではなく、使用者、ひいては使用者をとりまく
য়ڱとの関係において実ݳすることになる。たとえばਭ
ࠫしがԓ側で用いられるのか、それともண࣪なのかに
よってもその最నな材࣯やଆ形はร動するであろう。΋
ろん、それを用いる人の޹みや体調、使い๏もਭࠫしの
「஦」にӪڻを༫える。したがって技術者はそのものの
かたちを加޽すると同時に、それが׈かされるઅえ全体
にـをഓり、またそのՃ஍を඲Ճする人々の感受性を研
ぎੇますようにـ

ϓ ϫ ϋ イ ン

をഓることになろう。そのすべてが׮
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ᘵに整えられるとき、ਭࠫしが出力するک度、つまりそ
のՃ஍は఼ۅをܶえ、機

エルβン

能΃とࢺる。઎のӀ用でギリシ
ア語のエルβンを作඾と訳したのも、Ϡόそのものでは
なく、それがあるಝ定のয়ڱの஦で実ݳする機能૱体こ
そが作඾の実体なのだからである。『ニコマコス倫理
学』の有໌な記述によれば、ことの࣏第は࣏のように語
られる。

まさにその時に、まさにそれについて、まさにそ
の৖ॶにおいて、まさにそれにଲして、まさに
そのたΌに、そうしたしかたで஦

メλン

であり最
ア リ ス ト ン

߶વ
であることは、୐

アレテー

ӿに଒することなのである。 
(Nico., 1106b20)

ここで言われている୐ӿとは、ຎ༳をはるかに௔える߶
いਭ६を指している。もの͟とのかたち、それをߑ੔す
るϏラメータをあるಝ定のڧにおいて、あるಝ定の人と
の関係において、ある目的に照らして、つまりさま͡ま
なʬあいだʭにおいて最నなものに調えること、これが
技術の࢕事となる。アリストテレスの஦༳論にしたがう
なら、様々なགྷ素のഓ஖、およびགྷ素を規定するร਼を
最నয়ସに調整することでそのڧのՃ஍をྯًさͦ、
人々を߀ෳにする技術としてデザインを定義することが
できるだろう。ここでデザインが生み出すՃ஍は、あい
まいなຎ༳とӸෆな஦༳がそれぞれ実ݳするک度のࠫに
よって଎られる。
　しかもこのӀ用で஭目すべきは「まさにその時に」の
一言である。この言ཁは、時がܨգすれば物事のয়ڱが
ร化し、それによって最న఼の調整もร動すべきことを
қັしている。ࠃ々とร動するয়ڱにଲして、そのয়ڱ
の内部にあって、物事を最నなもの΃ともたらそうとデ
ザイψーはつ͸に動きକけなければならない。時々ࠃ々
とร動するয়ڱにおいて、その時々に自ހが機能しକけ
るয়ସがฯたれていることに、デザイψーは߀ෳをְえ
ることになる。

⮬ᚊⓗな㐠ືのㄽ⌮

　それではその最నな「かたち」とはどのような論理に
よって生੔するのだろうか。制作の਒ߨգ程を独自にߡ
してみよう。素材にଲするՁらかの૤作は、その૤作ࡱ
する఼をとりまく素材全体のয়ڱによって݀定される。
たとえばあるતをԈௗしようとࢧえば、そのජの࣏なる
においてどのように਒΋ことڱき઎は、まさにそのয়ߨ

がこれまでのラインを、そしてこれからのラインを、ひ
いてはそれがӀかれるয়ڱ全体を最もよく׈かすかとい
う観఼からમばれることになるだろう。そのජ઎をまさ
にన切に、すなわちਜ਼しい৖ॶに文࣊通り的஦さͦକけ
ることにより、これまでのતも時々ࠃ々と׈かされ、よ
り生き生きと機能するであろう。ٱに言えばその஦఼を
。んでしまうࢰしてしまえばこれまでӀいてきたતも֐
だとすれば࣏なるජのߨき઎は、これまでのતのԈௗત
上に༩૟されるのであり、いうなればこれまでӀかれた
ྡྷִત自ਐの஦にઞࡑ的に؜まれていることになる。こ
こでデザイψーがまさにતのٽΌにԢじてそのઞ

デ ϣ ψ ミ ス

力をࡑ
ಣみखり、それをݳ実化さͦることができるのは、彼ঃ
自ਐが自らの心ਐの有機的展開を通じて߀ෳを௧ٽして
いるからである。デザイψーが自ހ自ਐの߀ෳにਜ਼௜で
あり、そこに༪ܯなものが೘りࠒんでこない限り、彼の
目と手はその快楽にしたがって自然にその஦఼に導かれ
る。そしてそのようにતがݳ実化しゆくにつれ、その࣏
なる最વのߨき઎は、すでにӀかれたそのતにॊって
時々ࠃ々とร化していく。そのતはそれをӀく彼ঃ自ਐ
を喜びでຮたしつついわば自ཱ的に展開するのであり、
そのતを目で௧うཤ用者もそのライン上のঀ఼をಁみゆ
く͟とに自ހがまるで自༟に੔ௗするかのような৵びや
かさを感じる。このようにして彼がӀくતは自然に、߀
ෳの論理にॊって自らをݳ実化しߨくのである。このよ
うに機能と快が同時に自ཱ的に実ݳされるとき、そのか
たちはよいと言われ、同時にඔしいと言われる。

このような的஦の論理は有機的である。というのも஦
఼は素材やڧ؂のうちにઞࡑ的に؜まれるՆ

デ ϣ ψ ミ ス

能性をݳ実
化し、同時にそれに関わる人ؔの能

デϣψミス

力をࡑݨ化するよう
に୵ٽされるからである。λέラテスとϕラトンもま
た、そのようないわば伶としての஦఼を୵ٽすることを
ଲ࿫（弁ৄ๑）の目的とした。それはλέラテスによっ
てࢊഄ術とݼばれたところのものであった。Ձも知らな
いにもかかわらず、ひとはその伶となる概念を自分自ਐ
の内側から࣏々とࢊみ出すことができる。そのࢋ出の手
助けをするのが哲学者、すなわちλέラテスである。ࢊ
みのۦしみとしてのݭしいଲ࿫を通じて一࿊の概念たち
を出ࢊすることができれば、そのひとをとりまくয়ڱは
づく。そうした的஦する概念たちを生み出しゆくひـ׈
ともまた、それを通じて੔ௗし、教育される。
　そのような有機的な論理学を੠៝に定ࣞ化したのが
『分析論後書』のアリストテレスである。୵ٽされるも
のがすべて「஦໌ࣛȱΐΉΗΓΑȱ」の୵ٽであることは໎ら
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かであるとアリストテレスはそこで主張する
32

。
　この論理学をいわゆる三ஊ論๑のかたちで独自に展開
してみよう。たとえば「λέラテスはࢰͷのか」が問ୌ
となっているとߡえてみよう。このとき「λέラテス」
（ঘ໌ࣛ）と「ࢰͷ」（୉໌ࣛ）という二つの概念の関
係が問ୌとなっている。ここでこの二つの概念にઞࡑす
る第三の概念、すなわち「人ؔ」が自分の心の஦にある
ことをқࣟ化できれば、その概念はこの問ୌয়ڱを解く
伶として機能するだろう。というのもその伶概念によっ
て「λέラテスは人ؔである」（ঘໍୌ）と「人ؔはࢰ
ͷ」（୉ໍୌ）という二つのໍୌがߑ੔され、そこから
「λέラテスはࢰͷ」という݃論（஦ໍୌ）が論ৄされ
るからである。この「஦໌ࣛ」は、઎の二つの概念の
ઞ
デ ϣ ψ ミ ス

化することにࡑݨ的なものをࡑସであり、そのઞࡑ
よって二つの概念はਬ論者のࠤにおいて݃び෉けられ、
三者それぞれをࡑݨ化するかたちで問ୌは解かれる。こ
れこそがアリストテレスの言うϫβスのಉきである。
　このようなアリストテレスにおける有機的ਬ論はしか
しながらݳେにおいては機փ的な三ஊ論๑として理解さ
れがちである。すなわちまず「λέラテスは人ؔであ
る」というঘໍୌが༫えられ、࣏に「人ؔはࢰͷ」とい
う୉ໍୌが༫えられれば、݃論として「λέラテスはࢰ
ͷ」という݃論ໍୌが自動的に݃ؾするというように。
こうした機փ的なਬ論観においては、য়ڱの஦でそれぞ
れのགྷ素をંକする伶概念をみずからの心のうちに問い
๜͸、心のうちからその概念を（まるで子どもをࢊ΋よ
うに）ࢊ出するという有機的な発見の論理は׮全に排ঈ
されている。そこにおいては、ߡࢧする人ؔとは全くໃ
関係にまさに「ことがら」の側の包ઃ関係だけですでに
そのਬ論のଧ౲性は݀定しており、人ؔはただその概念
の客観的なঀ関係を見出して、それにॊうだけである。
それゆえにそうしたਬ論は人ؔのߡࢧգ程にとって֐的
であり、そのқັで機փ的なのである。
　ここでアリストテレスのࢧ૟を཯れ、機փ的ਬ論と有
機的ਬ論のҩいをデザインもしくは技術にଊしてさらに
独自に展開してみよう。技術が機փ論的に作用するの
は、制作の手କきが制作者に઴もって指定されている৖
されܯである。制作手ॳが誰かの手によって事઴にઅ߻
ていて、制作者がたんにそれにしたがって素材を切り出
したりૌみཱིてたりするとき、その制作は機փ的と言わ
れるだろう。これにଲして制作が有機論的であるのは、
ある஦఼を見出し、それを੠֮にಧくことによって、そ
れをとりまくঀགྷ素が݃び෉けられ、それらঀགྷ素が生

き生きと׈かされるような、そういう૤作を制作者自ਐ
がその内໚（ࠤ）のうちに自ְし、それをその制作者そ
れ自ਐの自然本性にかなうようなかたちで自発的に発ݳ
することによる。ଲ࿫においては஦໌ࣛが見出され言න
されるのにଲし、技術においては஦఼に手の૤作、その
ストϫーέが৾り出される。
　そこで制作者は、ڳい自分だけのқਦ、すなわちエβ
から཯୦して、それを௔えた自然のϕϫιスにॊうので
あり、しかもそのような਒ߨが実ݳしたのちでも、それ
を৿たなয়ڱとしてӀき受け、そこに΀たたび࣏の一手
を加えるような࿊କ的գ程がいわばひとりでにକいてい
く。その࿊କ的գ程は、目の઴に߁がるয়ڱの全体に生
かしକける。そしてそのգ׈を༫え、それをよりよくـ
程のうちにҒ஖づく限りで؃ඔな快楽をひとは感じる。
このようにして機能とඔが同時に実ݳする。

こうした有機的生ࢊのあり๏はラテン語の「ϕϫデϣ
ケーレ producere ʯ、英語の「ϕϫデϣース produce ʯ
といった言ཁのうちにӀきܩがれている
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。ラテン語の
ં頭ࣛの pro は઴๏を、ducere は導くことをқັする。
制作者は有機的な制作やਬ論を通じて既ଚの自分のқਦ
や感性から解き๎たれ、઴๏に߁がる世界の๏΃と࣏々
とӀき出される。そのようにして制作者は自

ϒϣシス

然の一部と
なり、自

ϒϣシス

然にミメーシスする。そうした有機的գ程のい
わば֜࢔として「ϕϫξέト SURGXFW 」が࢔されるので
ある。
　ཻқすべきはこうした自発的・自ཱ的な਒ߨにおい
て、それを௧ٽする技術者は、自分がٽΌていることを
઴もって知らないということである。手による素描にͦ
よ、ଲ࿫における概念にͦよ、そこに共通するのは自ら
のߨき઎がわからないということである。これはまさし
く、λέラテスが「人ؔのݣさ」と໌指した知のあり๏
に૮౲する。アリストテレスはたしかにλέラテスの
「෈知の知」にଲして、人ؔの߀ෳを۫体的に規定し、
人ؔのઞ

デ ϣ ψ ミ ス

。Όたٽ実化し機能さͦることにݳ的能力をࡑ
しかしながらその能力のߨく઎、自分がՁをなしうる
か、۫体的にՁをしつつあるときにその߀ෳを実ݳする
かについては、依然として෈知のままである。アリスト
テレスの言う機能はこのかぎりで形ࣞ的概念であって、
その実࣯は୵ٽのգ程においてै実化されゆくべきであ
る。人ؔの߀ෳの実ݳが目的であるとしても、デザイ
ψーは߀ෳとはՁか、人ؔとはՁかを事઴にট知してい
るわけではない。それだからこそ、それはபে的な理念
として۫体的な୵ٽの統制的原理となるのである。
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これにଲして۫体的なߑ૟がすでに既定のものとして
定Όられ、そこからࢋٱしてࠕՁをすべきかをߡえるࢧ
๑においては、そのգ程は機փ論的となる。なͧならߡ
そのߑ૟やܯժは、それを実ݳする人ؔのࠤの内Ԡから
その୵ٽのգ程においてࢡをݳすのではなく、そのࠤに
側から՟されるだけだからで֐としてۂແもしくは作ۂ
ある。言われたことをその通りにやること、それはギリ
シアのࢧ૟にॊえば、デザイψーというζΥϋラリスト
のではなく、それにॊ଒する職人や奴隷、すなわちスϘ
シϡリストのߡࢧであろう。

஬䚸 䝕䝄インに䛚ける䛂གྷ௓䛥䛃

♫఍䝕䝄インとい䛖㏞ᐑ

アリストテレスはイデアの独ཱིした実体性を説くϕラ
トン主義を൹൓して、「それ自体独ཱི的にあるところの
もの」としての「વきもの」というߡえ๏を൳定してい
た (Nico., 1096b) 。アリストテレスによれば、໌༬にお
けるよさと知ྂにおけるよさ、快楽におけるよさなど、
よさはそれが発ضされるয়ڱや文ຼによってそれぞれҡ
なっているのだから、そこに共通する෕ษ的なʬよさそ
れ自体ʭのようなものをཱིてることはできないというの
であった。λέラテスにおいて人ؔのよさがその技術の
しえないものであったように、アリスߡࢧ৖を཯れてݳ
トテレスにおいても、人ؔのよさを実ݳする第一の技術
はその手ஊとしての第二の技術から分཯しては実ݳしえ
ない。したがって目的としての人ؔのよさ（たとえそれ
が知的な能力の発展のようなものであったとしても）も
また、それを実ݳする手ஊや道۫のよさにもとづいて、
そのԈௗત上に展๮するචགྷがある。とはいえアリスト
テレスは、「目的としてのよさ」すなわち人ؔの߀ෳと
はݺ人のそれではないという。

目的としてのよさは自ଏ的であるとࢧわれる。
とはいえ、自ଏ的といってもཱིݿしたもの、
つまり一人の生׈をӨ΋人にとってのもので
はなく、両਎や子どもや࠼、༓人やポリスの
人々全体にとってそうなのである。というの
も人ؔというものはその自然においてポリス
的 ΠϾΗΉ΍ȱΔΓΏ΍Θ΍ΎϲΑȱϳȱΩΑΌΕΝΔΓΖ であるから。 
(Nico., 1097b -10)

　人ؔは自らの能動的な知的能力、言い׷えれば観照的
な೟ࣟ能力を最߶度に発ضして学問にॊ事するのだが、
しかしその能力がどこまで発ضされるかを݀Όるのはݺ
人ではなく政

ポ リ ス

治体であるとアリストテレスは言う。ਇ理
の௧ٽのన切な程度は政

ポ リ ス

治的に݀定される。というのも
能動的な知的能力のେන事ྭともいうべき学問といえど
も人ؔを、ひいてはポリスの人々をよくすることを目的
とするҐ上、ポリス全体によって規ཱされなければなら
ないというわけである
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。知的能力の発ݳはさしあたり
人、すなわち「人ؔといݺ人の事ณではあるが、そのݺ
うもの」のқࢧと能力は、それをՆ能とする研究者集
஄、それを根ఊでড়݇づける政治体の一部なのであり、
まさにその能力はそこからݺ人のうちに࣍ちきたされた
ものである。すべからく人ؔはそのୣ੔や୐

ア レ テ ー

ӿ性を自分
をとりまく他者たちのうちで実ݳする。この本

ϒ ϣ シ ス

ଆにߑ࣯
ॊわ͡るをえないかぎりで人ؔは、その自

ϒϣシス

然においてす
でにポリス的なのである。

尊敬すべき第一の技術、すなわち人ؔとはՁかをߡࢧ
しつつӨまれる技術を本論はデザインのݻେ的ًݱとし
てҒ஖づけてきた。だとすればデザインもまた、ऀ

ポ リ ス

ճ的
にのみଚࡑしうるということになるだろう。なͧならば
デザインのよさを݀Όるのはさしあたりデザイψーだと
しても、౲のデザイψーにそう൓இさͦるのはཤ用者、
੣඾の出ࣁ者、その後࢟຦も؜Όた඲Ճ者であり、݃ۃ
のところはデザインに関係するすべての人々、ऀճ全体
ということになろうからである。Ձをどのようにどの程
度デザインするかを݀Όる第一の技術者とは、݃ۃのと
ころऀճでありその「政治」である。この限りですべて
のデザインは政

ポ リ ス

治ʻऀճ的なものであるといえる。
20 世نのデザイン理論家のホルスト・リρテルは、

ऀճデザインの事ྭとしてௌの治҈を向上さͦる๏ࡨに
ついて述べている。ௌの治҈をよくするたΌにܱׯをଁ
ҽしてもқਦした݃Վが出るとは限らない。なͧなら൞
と਄い関係があり、੭を用いてڱ的য়ࡃܨはௌ全体のࡓ
΋やみやたらに治҈機関のみをଁکしても、қਦしない
݃Վが生じか͸ないからである。

ऀճ問ୌにおいては、ଡくの৖߻、その原Ҿと解݀ࡨ
がતয়のҾՎ関係の形をとらない。そこにおいては෵਼
の原Ҿと݃Վがࡪ૲しており、したがって問ୌ解݀のデ
ザインなるものは、そうしたࡪ૲য়ڱから有限のགྷ素を
ൊき出し、それをҾՎ関係の物語として௜ત的にߑ੔し
たものにգぎない。リρテルによればその物語は、デザ
イψーとそれをؑいているऀճのࢩഓ的なՃ஍観のൕӫ
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にすぎず、そのϕϫρトをデザイψーが௧ってゆけば、
それはқਦとはٱの݃Վを実ݳしてしまう。こうしたझ
ྪの問ୌをリρテルは「໿ղな問ୌ wicked problems 」
とݼんだ
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。
や୉規ໝ開発がқਦしたްՎをもたらۂ୉なޮ共事ڌ

すとは限らず、さま͡まなෝのӪڻを人ؔに༫えている
ことはब知の事実である。技術がそのқਦとはҡなる෯
࣏的ްՎを人ؔにもたらすというこの事ସは、技術によ
る人ؔ૆֐の様૮のひとつである。

技術の究ۅ目的は人ؔの߀ෳの実ݳにあるとアリスト
テレスは言った。ところが同時に彼は、その߀ෳはݺ人
で݃׮するのではなく究ۅ的には政

ポ リ ス

治体のよさにཬ෉け
られるචགྷがあると言った。というのも、人ؔはۛ਎の
人ؔ関係はもとより、究ۅ的には政治体全体にؑかれて
はじΌてଚࡑしている政

μーン・ポリティコン

治的動物なのだから。
だとすればアリストテレスは、λーシϡル・デザイン

における「໿ղな問ୌ」と同様の問ୌをखりѽっている
といえる。というのも、一人の人ؔがその有機的発展の
գ程において様々な技術をߨ使するとしても、౲人が์
いていたқਦとは全くҡなるқັでそのߨҟが他者に受
けखられ、まったく༩ͦغͷൕԢや݃Վが生じることは
ॉ分にありうることだからである。

アリストテレスは、ポリスという劇৖において、人ؔ
のߨҟがもたらすこうしたյඈ෈能なٱ఺ݳেを「悲
劇」とݼんだ。この悲劇のߑଆを子ࡋにಣみ解くこと
で、技術がもたらす悲劇性、技術による人ؔ૆֐の基本
的ߑଆをࡱߡし、「໿ղな問ୌ」を本࣯的に์えࠒ΋人
ؔଚࡑについてಐࡱを਄Όたい。

䝭䝯䞊䝅䝇のᢏ⾡

　ϕラトンの『ἢԇ』とดび、ࠕೖ芸術とݼびसわされ
るものに関する哲学的ࡱߡを記した最ݻの文ݛの一つが、
アリストテレスの『制作術についてȱ̓̈̔̌ ̖̓̒̌̊̌̍̊̕  
である

36

。論ずべき事ณは࣏のとおりである。

制作術のことがらそれ自体、およびそれぞれ
のՆ

デ ϣ ψ ミ ス

能性をඍえたそのさま͡まな形
エイχス

ସ、加え
て制作がඔしさをฯ࣍しようと๮΋なら物語
の筋がいかにૌみཱིてられるべきかについて 
(Poetics, 1447a -10)

ここにおいてまず஭目すべきは、アリストテレスが有機
的に展開する技術を制

テέϋー・ポイエティケー

作の技術と規定していることであ

』

る。そもそも技術はアリストテレスの定義にॊえば機փ
的なものであった。これにଲして、素材がその内側にઞ
的にฯ࣍しているՆ能性をみずから展開し発展していࡑ
く内発的なร化のありかたは自

ϒϣシス

然とݼばれていた。技術
と自然のこのଲཱིにଲしてアリストテレスは、この作඾
において、自然に同化する技術として制

ポイエーシス

作をあらたΌて
Ғ஖づけている。それは論

ϫ β ス

理に基づいて߻理的にߑ੔さ
れる技

テέϋー

術ではあるが、しかし同時に自然の有機的展開を
Ϡデルとしてखり೘れるという఼で自

ϒϣシス

然なのである。
ここでアリストテレスが制作として念頭に஖くのはλ

ϓΧέレスやアイスΫϣϫスをはじΌとしたギリシア悲
劇である。ౌ৖人物たちはそれぞれが自らの߀ෳをٽ
Όてߨҟするはずである。したがって劇作家（詩人）
もまた、それぞれのౌ৖人物たちをそれら人物の側か
ら―その人物になったつもりで―有機的に描いていく
ことになる。それゆえに、叙事詩やٖۄ、音楽などの
制
テέϋー・ポイエティケー

作の技術は、人ؔの自然と一体化し、それを内側か
らਐをもって体験し、৖߻によってはそれをݳ࠸するも
のとなる。アリストテレスは࣏のように言う。

それらの技術はすべてリθϞと言ཁと音の調
和 に よ っ て ミ メ ー シ ス ΐϟΐ΋Η΍Ζ を 作 り 出 す。
(Poetics, 1447a20)

ミメーシスという言ཁはଡくの৖ݳ࠸、߻やໝแと訳さ
れる。それらの訳語はྡྷִや形ସのໝࣺを࿊૟さͦる。
だがミメーシスとはそのような機փ論的なコϒーではな
い。それはたとえば音楽に௎き೘ったりξンスに我を๪
れたり、物語や演劇にງ೘するなど、まずは自我をভࣨ
さͦてଲেの自発的なӣ動に同化し、ଲেを内側から生
きなおすようなܨ験を指す。いわばそのໃ我の動作がΨ
リζψルのݳ࠸を݃Վ的に生み出すのであり、その఼で
制作はまずは有機的である

37

。
しかしながらこの制作は ―それが技術とݼばれるも

のであるかぎり―ミメーシスの有機性のみによるので
はない。アリストテレスによれば、作඾制作はޣࡪߨࢾ
や׵れやרといったܨ験的手๑ではなく、߻理的で知的
な理解にもとづく๏๑によってୣ੔されるべきだとい
う。実際の人ؔのߨҟからそのྪ

エイχス

をப出してౌ৖人物ܗ
のߨҟをߑ੔し、それぞれのౌ৖人物がそのઞࡑ的な力
を発ݳし、それが他の人物の力とཙみゆくことで実ݳさ
れるߨҟܨգのච然性をްՎ的に制作はනݳしなければ
ならない。したがって制作の技術とは、このようなච然
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性にؑかれたߑڑを理性によって߻理的にߑ஛すること
である。その୵ٽにおいては、ଲেとなる人ؔのߨҟか
ら自らをӀき཯し、それを֐側から観ࡱし、分析し、ப
েすることになる。そのかぎりで制作は同時に機փ的で
もある。

だが他๏でこのߑ࠸੔は ―アリストテレスが言うに
はྼ࢛記述のように―ݳ実にଚࡑする事実、つまり「あ
ること」の機փ的෵ࣺではない。いかにも「ありそうな
こと」として、したがって観客を೴得さͦるච然的な࿊
関として、あたかもそれが全体として有機的に展開する
かのようにそれぞれの人物のߨҟをૌみ上͝ていくචགྷ
がある。アリストテレスは࣏のように語っている。

制作者の࢕事とは、すでに生じたことではなく、
生じえたこと、ありうることを、ありそうなこ
と、ච

ア ψ ン カ イ Ψ ン

然的なことにॊって述べることである。
(Poetics, 1451a30)

機փ的な技術は、ౌ৖人物のྪܗが݃Վ的に自然にߨҟ
するかのように有機的なߑ੔をなす。そのようなしかた
で「෕ษ的なこと」を໎らかにするという఼で、制作の
技術は人ؔ性に関する独ಝの୵ٽの学、いうなれば学的
୵ٽであるとアリストテレスは言う。
　ここでデザインは、人ؔについての਄いಐࡱに基づく
技術という఼で、ここでいう学的୵ٽと਄い関係を࣍
つ。というのもデザインは、一๏ではミメーシス的でな
ければならないからである。デザイψーは制作物やऀճ
制度をཤ用する人ؔの能

デϣψミス

力を内側から体験し、あたかも
౲事者であるかのようにߡࢧするචགྷがある。だが他๏
で、デザインは機փ論的な技術でなければならない。と
いうのもデザインは෕ษ的にݳ࠸Ն能なߨҟྪܗを೼Ѵ
する技術であり、人ؔのߨҟ࿊関のච然性を֐側から理
解し、素材や技๑の߻理的な理解に基づいて、最श的に
は人ؔの「ありうる」ߨҟをՌ学的୵究と技術的૤作の
ଲেとするからである。
　
ᝒ๻の構造

ౌ৖人物は劇஦で「ߨ
χラーン

ҟ」する。ߨҟ者は、自ら஖か
れたয়ڱをよくしようという主観的қਦをもってߨҟ
し、ڧ؂をร化さͦる。だがߨҟ者の主観的қਦはその
ҟはそのয়ߨҟのਇのқັではない。なͧなら、そのߨ
ҟ者ߨれ、そこではݳするพの主体にཱིちࡑの஦にଚڱ
がқਦしたのとはพのқັを生み出すからである。この

઴者のқັをߨҟのテέスト的қັ、後者をそのコンテ
έスト的қັとそれぞれݼぶことができる。ߨҟ者がવ
қでߨҟをしたつもりでも、そのߨҟはพの主体にはѳ
қもしくはয়ڱをѳ化さͦるものとして受けࢯΌられ
る。そしてそれにଲ߇する৿たなߨҟによって、最ॵの
ҟ者はそのқਦするところとは全くҡなるൕԢに௜໚ߨ
する。テέスト的қັはコンテέスト࣏第でつ͸に書き
ҟのқߨҟ者は自らのߨえられるのであり、それゆえ׷
ັを知らないままにߨҟするのである。そのߨҟは෵਼
の主体のうちに様々なқັを散ཛྷさͦ、खりศしのつか
ない波及ްՎを生み出していく。

それぞれのౌ৖人物が有機的・内発的に発展すること
自体が、他者にとっては機փ的・ک制的なয়ڱを生み出
す。これによる波及ްՎは、「筋

ミϣトス

」、つまり「出པ事の
ૌみཱིて」のうちでනݳされるとアリストテレスは言
う。したがってアリストテレスにとって物語の筋とは、
素材としてのౌ৖人物たちがઞࡑ的にฯ࣍する能

デϣψミス

力をそ
れぞれݳ実化しようとして、他のౌ৖人物たちと૮ޕに
๨֒したりױমしたりしつつ、݃ۃは全体がそれ自らた
どりゆくその道ߨを、有機性と機փ性のཙみ߻いのうち
で論理的にනݳするものとなる。

それゆえに物語の筋は悲劇の原理でありࠤだと言われ
る。ここで観客は、ݺ々のༀ者に感情Ң೘しながらも、
それらのߨҟのૌみཱིて、つまり「ミϣトスŋを通じて、
ౌ৖人物の఼ࢻからӀきഥがされ、様々なコンテέスト
からそのߨҟのଡ様なқັをࢧい知らされる。қັのこ
のような分࿀にࡿされることで、観客はߨҟと人生の本
࣯的ߑଆをಐࡱするのである。この఼で悲劇が全体とし
てනݳするのは、ݺพのߨҟの集積ではなく、ߨҟする
ということの本࣯である。「悲劇とは、人ؔではなく、
実ભと生׈΃のミメーシスである」(Poetics, 1450a15)
とアリストテレスはいう。

この筋のૌみཱིて、いわば全体の筋のうちには―それ 
が悲劇であるかぎり―ౌ৖人物の࠵઄やഃ୾、世の෈߻ 
理が、機փ論的இઊとして๝෍にखり೘れられる。だが
それにしても、खり೘れられる劇のঀགྷ素はすべてච然
的に݃びついていなければならない。

出པ事をߑ੔する様々な部分は、それらの一つで
も஖き׷えられたりखりڊられたりすれば、全体
がࣨわれたりร動してしまったりするようにૌみ
ཱིてられなければならない。(Poetics, 1451a30）
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すなわち一๏が生じればචず他๏が生じるとࢧわれる論
理的࿊関がң࣍されなければならず、しかもそれҐ֐の
༪ܯなགྷ素やエϒλーχはすべて排ঈされなければなら
ないのである。༪ܯなものがすべて঴かれ、最ঘ限のགྷ
素にまでݭમされ、それらຑき上͝られたགྷ素からなる
論理的֪ࠐがミϣトスの理૟である。このқັで劇は― 

ϒϣシスとポリスががまさにそうであるように―ݺ々
のౌ৖人物の๏から見れば۰然的に見える様々なགྷ素を
なものがܯみながらも全体としてみればՁ一つ༪ࠒみ؜
ない一つのච然的有機体をߑ੔することになる。そうし
たյඈ෈能なච然性の஦で、֦人のߨҟはߨҟ者のқਦ
とはҡなるқັを観客にଲして発ضし、もの͟とはқਦ
とは全くҡなるܨգをたどり、もの͟とをよくしようと
する全関係者の౔力は全体のഃ໕΃とؾ஥する。それぞ
れの出པ事はౌ৖人物たちには۰然（機փ的）である。
だが劇の全体ߑଆにおいてすべてはච然（有機的）であ
る。こうした二໚的性࣯を࣍つ出པ事のӣߨ、すなわち
筋をアリストテレスは「ӣ

テϣケー

ໍ」とݼぶ。ഃ໕΃の道はવ
қによってීき٩Όられている、それがӣໍというもの
なのだ。

㐠࿨にᤕᤊ䛥䜜るᢏ⾡

　ここでデザインはアリストテレスの「制作の技術」と
同じ道を਒΋ことはできない。というのもアリストテレ
スの෥

Ψルケストラ

ୈにおいてそれぞれのౌ৖人物たちは全体性のཱི
৖からअஇされているのにଲし、我々の߶࣏のデザイ
ψーは、ऀճという劇৖において、一๏でそのあ΀れん
ばかりのવқによって悲劇的ߑଆをわれ઎にݳ実化して
しまう一人のౌ৖人物であるのと同時に、ऀճ全体を見
ోし、そこに生じる有機性と機փ性のໃ਼のཙみ߻いを
しつつ、最श的なഃ໕をյඈする全体性のཱི৖にཱིࢻڿ
たなければならないからである。
　ギリシア悲劇において世の੔りߨきを見通し、劇作家
の఼ࢻを઎खりして劇஦にනݳするのが߻

コ ϫ ス

঑ୄである。
劇஦のౌ৖人物のߨҟのқັは、劇のशۃにおいてॵΌ
て໎らかになるのではなく、߻঑ୄがՐい出すコーラス
によってそのつど示ࠨされる。それゆえに観客は、ӣໍ
によるٱ఺にڽきをְえるだけではなく、やはりそう
なってゆくのかというచ念と哀感を์く。悲劇において
はౌ৖人物のݺพ性と߻঑ୄや観客の全体性はֶ཯され
ており、そのֶ཯こそが悲劇性の஦֫を形੔しているの
である。
　これにଲしてデザインをࢦすߨҟ者は、まずは劇஦の

ౌ৖人物でありながら、自らߨ使する技術の࿰ૌみが制
限されていることを自ְする。にもかかわらずデザイ
ψーは、ྼ࢛の観客もしくは筋の書き手として、いわば
ਈのࢻ໼をགྷٽされるଚࡑでもある。デザイψーはその
ようにӀき࿀かれて、自らが手がける技術のثうさ、そ
のໃ力をࢧい知る。
　だがそうした限界とໃ能を自ְするときには、λέラ
テスが最ॵに示したໃ知の知、加えて自分のқਦを実ݳ
できないໃ能の知΃とデザインはত՜するであろう。ໃ
知の知は自らがՁも知らないことを਄くࢧい知るがゆえ
に、Ձかを知ろうとする୵究をかえってড়݇づける。こ
れと同様にໃ能の知は、自らはՁもなすことができない
とࢧい知るがゆえに、事ସのրવにはじΌて౔力するこ
とができる。

これにଲしてʬࢴはできるʭというࢧいࠒみは人ؔの
ၙ
ϐ ϣ ϔ リ ス

ອさを生΋。それはໃൕ঴な自然ࢩഓというࢡをखっ
て、かの「ٱ఺」を、すなわち全໚的ഃ໕という悲劇的
݃຦を我知らず実ݳしてしまう。自ހのઞ

デ ϣ ψ ミ ス

的Ն能性をࡑ
展開しようとする有機的な技術は、自然素材や他者にߨ
使する機փ的なک制力を通じて、自ހのઞࡑ的Ն能性ま
でをも同時にഃշしゆくまさにそのඉ人֪的ک制力΃と
化していく。それはいわばࢩഓのଲেとされた自然がൕ
ཛྷをًこし、自然の一部であるはずの人ؔをഃ໕さͦる
かのようである。そのഃ໕の際において、മれゆくқࣟ
の஦で、技術はໂのようなՐをԗくに௎くにちがいな
い。自然を๝かにし、自ހを੔ௗさͦ、他者に喜ばれる、
գぎڊったかの理૟য়ସを߻঑ୄがՐうのを。アリスト
テレスは࣏のように述べる。

ඔしさをฯつ筋というのは、より྾った人という
よりは、઎に述べたようなよりよい人が、इѳ
さではなく୉きなգちを通じて、෈ӣ ΈΙΗΘΙΛϟ΅

から߀ӣ ΉЁΘΙΛϟ΅ ΃ではなく、そのൕଲに߀ӣ
から෈ӣ΃と఺׷するものでなければならない。
(Poetics, 1453a10)

ここでいう୉きな「գち Υΐ΅ΕΘϟ΅ȱ」が੔मするのは、
इѳなқࢧではなく、あ΀れるΆどのવқによる。「よ
りよい人」がそのવқゆえに見ཚとしてしまうもの、ߨ
ҟが自分のқਦとは全くൕଲの݃Վをもたらしてしまう
ଆ΃のໃ自ְが、そのգちの内実である。「գߑ

アマルティア

ち」と
は、あるߑଆのうちに自分が׮全にはまりࠒんでいた
と、ߨҟの後ではじΌてそれとࢧい知るྪのものであ

�� 7PM����
����� (FJKVUTV�,PHBLV��UIF�+PVSOBM�PG�%FTJHO



り、したがってすでにգぎڊったもの、もはやखりศし
のつかないものである。
　自らをؑく事ସの「੔

テ ϣ ケ ー

りߨき」を自ְする技術を、こ
こでデザインとݼぶことができそうである。だとすれば
デザインの人ؔ஦心主義とは、߀ෳでありたいとبう人
ؔのқਦやཤӻを௜ત的に実ݳする技術ではない。人ؔ
の߀ෳは、たんにқਦすることによっては実ݳしえな
い。このことを自ְしたうえで、そうした人ؔଚࡑの෈
Նඈな本࣯、すなわち「գち」のߑଆにرりశう技術が
それである。

アリストテレスの悲劇論においては、一๏でౌ৖人物
たちは制限されたࢻ໼のうちにཻΌ஖かれ、ԓどられた
ஏฑતの向こう側にઞ΋෈Նࢻなものにຍ࿖される。他
๏で問ୌの「໿ղさ」を見通す眼は観客にགྷٽ` ` されてい
る。その両者にଲしてデザイψーはいわば劇஦の観客` ` ` ` ` と
して、作඾஦の劇作者として、മҋい全体を見通すこと
を՟されたౌ৖人物として෥ୈにౌ৖する。

たんなる手ஊとしての第二の技術ではなく、それ自ਐ
目的であろうとཋする第一の技術は、ਈқをࢗい、ਈの
をஏ上に߳ྡさͦるいわばभ教的ٓླの性࣯を分か఼ࢻ
ち࣍つ。ਈ

ξイϠーン

қのݼびかけ、もしくはવඔのイデアは、自
らが手掛けている実ભにଲする൳定的原理として、デザ
インのߨҟ自ਐの஦に一झのӪとしてつ͸にࠫしࠒんで
くる。デザイψーとはそうしたᠹりを自らの一部として
生きるλέラテス的ଚࡑである。

ㅉ䜑の䝕䝄イン

　『ニコマコス倫理学』のアリストテレスによれば、技
術の最श目的は人ؔにಝ有の ߀

エウξイϠニア

ෳ であった。その߀ෳ
とは、しかしながら、࠿能やݘ力、໌༬や߃݊、ࡔやよ
き人ؔ関係といったものではない。それらは、その人か
ら見れば۰然にܛまれたものであり、そのかぎりでの֐
的・機փ的な୐

ア レ テ ー

ӿ性である。これを『制作術について』
のアリストテレスは、۰

テϣケー

然によってよくܛまれてあるこ
と、すなわち「߀

エウテϣΫア

ӣ」とݼんでいた。 

だが、それらのよき性࣯は、λέラテスが言うように
ѳ用されうるのだから、それ自体がໃড়݇によいとは言
えない。だとすれば、それらの߀ӣをいかによく用いる
ことができるかという、まさに倫理的なқັでの「વ
さ」を実ݳする能

デϣψミス

力に߀ෳのすべてはかかっていること
になる。『ニコマコス倫理学』によれば、それは人ؔだ
けにݽ有の୐

ア レ テ ー

ӿ性である。だとすれば人ؔの߀ෳとは、
様々な機能を߀ෳのたΌに統括する機

エルβン

能、つまり倫理的

な機能をॉ全に発ضしているয়ସということになる。そ
れではそのয়ସとはいかなるものか。
　΀たたび『制作術について』に໯ると、劇஦において
そのようにܛまれた人物は、׮全にはその人のգࣨとは
いえないようなしかたでその߀ӣをすべてࣨい、彼から
見れば۰

テϣケー

然のなすところにより෈ӣのどんఊにಧきཚと
される。観客もまたその෈ӣを௧体験しܻ情をັわう。
しかし劇の݃຦において観客は「カタルシス」とݼぶと
ころのয়ସに౺ୣする。
　アリストテレスによれば、悲劇とは「物語ではなく
様々なߨҟによりながら、哀れみと恐れを通じて、そ
のようなᓖ積した感情のカタルシスをୣ੔すること」
（Poetics, 1449b20）である。アリストテレスはカタル
シスにこれҐ上の説໎を加えていないが、ここでいうカ
タルシスとは、さしあたりは観客のうちに蓄積したᓖ۸
の瀉出、およびそれによる解๎の感ְであり、ひいては
観客の倫理的な教化をもたらすものと解釈される
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。
　観客はまずもって劇஦人物に感情Ң೘する。そのとき
観客は劇஦のౌ৖人物と同様にয়ڱにຍ࿖され、そのつ
どܻ

Ϗ ト ス

しい感情にとらわれる。観客はౌ৖人物と同様に機
փ的なک制力に受動的に߈଍されたままである。ところ
が観客は、߻

コ ϫ ス

঑ୄの助けをईりつつ、そのয়ସをもたら
した੔りߨき、すなわち筋

ミ ϣ ト ス

のૌみཱིてを理
ϫ β ス

性にしたがっ
てঙしずつ理解する。劇のशۃにࢺって観客は、ౌ৖人
物のݺพ的な఼ࢻからൊけ出し全体を၈ᛎするにࢺる。
そのことによって観客は、ౌ৖人物のқࢧや感情に同化
するあり๏からਐをӀきഥがし、ౌ৖人物がັわうつら
いܻ情をߑ੔する道筋、その論

ϫ β ス

理を理解することにな
る。すなわちその感情が発生するにࢺった理

ミϣトス

࿑を、感情
そのものをߑ੔する論

ϫ β ス

理ߑଆとしてಣみ解くのである。
　これを説໎するのに独自のྭをߡえてみよう。たとえ
ば事ބや൞ࡓによるඅ֒者のҪଔは、なにゆえにそのよ
うな事ସが生じたのか、その原Ҿと理༟をՁよりも知り
たがると言われる。たとえそれを理解したとしても、๤
くなった家ଔがؾってくるわけでも、අ֒がなかったこ
とになるわけでもない。にもかかわらず、あるೖಧ然生
と生ໍが୥われたܻ情（の原Ҿ）は、ঙなくともその׈
出པ事が生じた「筋

ミ ϣ ト ス

のૌみཱིて」を知ることによって理
解Ն能になる。そのような理解を通じてҪଔは、受動的
なあり๏からわずかに能動性をյ෰し、自分をࢩഓして
いる受ۦをΆんのঙしばかり༔Όることができる。

同様に観客は、ౌ৖人物の主観的でڳঘな観఼が௜໚
する「ٱ఺」(Poetics, 1452a20）の道筋に「恐れ」を์

芸術工学研究 7PM����
����� ��



き、それがもたらすܻ情を最୉のک度で௧体験した後
に、そのܻ情のߑଆを理解することで、ӣ

テϣケー

ໍにຍ࿖され
る人ؔଚࡑ΃の「哀れみ」の感情΃とࢺり、そのような
制的で機փ的なգ程からঙしばかり解๎されて、全体ک
理解に基づくあるझのฑԼさ΃とҢߨする。このܨ験
は、ӣໍにଲして受動的であら͡るをえない自ހを理性
によってࠂෲし、より߶࣏な倫理的能動性΃とҢߨする
上ত感情をもたらす。これこそが「カタルシス」のܨ験
であるとߡえることができる。ӣ

テϣケー

ໍにຍ࿖されるこれま
での自ހから出発し、カタルシスをܨて、その自ހをࠂ
ෲし、倫理的୐ӿ性を実ݳするあり๏こそが、アリスト
テレスにしたがって「߀

エウξイϠニア

ෳ ŋ とばれるべきであろう。
『ニコマコス倫理学』は、人ؔにಝ有の能力がすべて

ෳと規定していた。そ߀実化して機能しているয়ସをݳ
れだけをಣ΋限り、ʬࢴはできるʭという能力感情のᨵ
Րのようにそれを解釈することもできた。だが人ؔଚࡑ
が෈Նඈ的に巻きࠒまれる悲劇的ߑଆについて論じた
『制作術について』をܨ༟してみれば、߀ෳの喜びは、
Ձかをやりਲ਼͝るୣ੔感やຮଏ感のようなものではない
ことがわかる。΋しろ߀ӣな主体のၙ

ϐ ϣ ϔ リ ス

ອさは෈ӣ΃とٱ
఺することでその߀ෳを൳定される。これにଲしてਇの
ෳは、ӣ߀

テϣケー

ໍにຍ࿖される人ؔଚࡑについての ―哀感
とచ観をともなった―੫かなߢ定とでもいうべきもの
であり、能動感情と受動感情の஦ؔにҒ஖するस

エートス

的な׵
য়ସであるといえる。
　技術の最श目的が人ؔಝ有の߀ෳにあるというアリス
トテレスの最ॵの定義に໯ってみれば、このように࠸定
義された߀ෳはまちがいなく人ؔのݽ有性に基づいてい
る。動物にも感情はあるだろう。だが動物はその感情を
੔ཱིさͦるにࢺった論理を೼Ѵすることもなければ、ま
してやそうすることでその感情を和ら͝ることもない。
それができるのは人ؔだけである。倫理的য়ସにある੫
かなຮଏは、まさに人ؔのݽ有性にଊして、それを究ۅ
的に発ضさͦるࠤの׈

エ ϋ ル ΰ イ ア

動য়ସということになる。
　デザインが人ؔの߀ෳにๆ࢕する技術であるとすれ
ば、デザイψーもまた、問ୌを解݀しうるというみずか
らの能力感情にດງすることはできない。たしかに悲劇
をյඈするたΌにࡱߡの൥ҕを͝߁、よりଡくの関係者
の੢を௎き、よりௗغ的なࣻ程のうちで࣍କՆ能性を௧
することもできるだろう。しかしஏฑતを֨୉するそٽ
の౔力がいかに੥実であったとしても、デザイψーはஏ
ฑતのない世界にҢߨすることも、そのஏฑતの向こう
側を見ることもできないのである。それゆえデザイψー

は、よりଡくのགྷ素をྂߡすることでより有能になると
しても、ஏฑの向こう側の෈ՆࢻなՁかがもたらしてく
るӣ

テϣケー

ໍからも、悲劇の主人ޮのༀからもಂれることはで
きない。

だとすれば༏一デザイψーに࢔されるのは、Ձかを૤
作しよう、自然を制ޜしようとする能

ϐ ϣ ϔ リ ス

力感情から཯れる
ことである。そのେわりにౌ৖するのは、いわゆる問ୌ
解݀がՁら問ୌの解݀ではなく、それどころか৿たな問
ୌの生੔、よりௗغ的で߁൥ҕなয়ڱのѳ化につながり
うるというచ念である。デザインが自らの内なる߻

コ ϫ ス

঑ୄ
のՐ੢にࣘを傾け、その౔力がもたらすٱ఺のӣໍを༩
感しつつ、それでもなお手を動かすことをやΌないとす
れば、デザインはそのచ念とともに生きるΆかはない。
このқັでデザインとはあきらΌのデザインであるとい
うことができる。それはచ念の感情をデザインすること
ではなく、デザインすること自体が一つのచ念であるよ
うな技術のߨ使のあり๏、つまり௩みにଲしつ͸に手౲
てするあり๏を示ࠨしている。ஏฑતのଚࡑを๪れるこ
となく、それでも技術をߨ使ͦ͡るをえない自ހを同時
に哀感ࢻするあるझの੫かな感情のみが、デザインの倫
理的な୐ӿ性の֫となるとࢧわれる。

භ䚸 ⤖ㄽ

　アテψイの哲学者たちにとってかくも有機的制作の論
理がࢩഓ的となったのは、政

ポ リ ス

治体におけるݺ人と全体の
有機的関係がそこに਄くਃಃしていたからに他ならな
い。彼らにとってݺ人と政

ポ リ ス

治体は自
ϒϣシス

然の一つのあらわれ
であって、自

ϒϣシス

然の有機的論理がその両者をؑいているの
は自໎のことであった。
　それにॊって本論は、技術における人ؔ主義を、ݺ人
のқࢧやสཤさ、そのཤӻにๆ࢕するのではなく、自然
や共同体のなかで人ؔの߀ෳをつ͸に問い௜しつつ手୵
りで୵究するܨ験として描いてきた。その人ؔ主義の୵
େデザインを形作る基ે概ݳ（̏）、において本論はٽ
念のࢧ૟的ླྀݱがݻେギリシアの֦ࢧ૟のうちにଚࡑす
ること、（̐）それらギリシアࢧ૟をݳେデザインの観
఼からಣみ௜し、ݳେにおける有機的な技術論のՆ能性
を఑示することの二఼を໎らかにしえたとߡえる。
　これにॊえばࠕೖ、デザインにおける制作もまた、ア
リストテレスの஦༳の概念にうかがえるように、自分が
Ձをଆろうとしているのかがわからないまま自

ϒϣシス

然の論理
に内側からؑかれるܨ験のうちにその૓ଆ性の֫を見出
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すことができるだろう。こうした技術論理・倫理は、
コ・デザインやλーシϡルデザインのように共同体との
関係でデザインをߡえるࠕೖのொླྀに୉きなӪڻを༫え
つつある。というのも、そうしたऀճ的デザインはऀճ
共同体とそれをߑ੔する人ؔの「よさ」を同時にその目
的とするからである。ࠕೖのऀճにあって、ώラώラに
཯散したݺ人ではなく、自然と人ؔ、人ؔと人ؔが有機
的につながりうる共同体のߑ஛が展๮されるという఼で
は―生׈と学芸の分཯、奴隷制の༲೟、職人の㚿ࢻ、
家෗ௗ制などをঈ֐すれば―ݻେギリシアで展開され
た有機性の理念はݳେのາཔであるとも言いうる。

事実、ݳେの共
コミϣニタリアン

同体論の倫理学は、まさしくϕラトン
やアリストテレスのࢧ૟に௜ંにཱིٯしている。たとえ
ば、アリストテレスの「Ն

デ ϣ ψ ミ ス

能ସ」の概念は、ࠕೖでは
「基

ϗーシρέ・ケイϏϑリティθ

本的ઞࡑ能力」と訳されて、すべての人ؔがこの能
力をै分に発ضできるऀճをߑ஛すべきとするアマル
ティア・ιンの主張にӀきܩがれている。また、人ؔの
基ે的ཋٽに঱఼を౲てたλーシϡル・デザイン論を展
開するοリのࡃܨ学者、マρέスʻニーϓ
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をそのେන
者の一人として͝ڏることができる。それに限らず、自
然や共同体の஦で人ؔの基本的ニーθをຮたし、その能
力の発ݳを目的とする基本的ࢧ૟は、λーシϡル・Ϋϡ
ϒタル論、্֒学やऀճ的包ઃ論、ࠅ࿊の SDGTなどの
。えているࢩみをその根ఊでࢾ

とはいえ、ݳେのデザインが、ݻେの有機的ࢧ૟を参
照しようとする一๏で、ݻେギリシアの๏はその有機性
を解体するྼ࢛的ܨգをたどることになる。ݫن઴ 4 世
すでにアリストテレスの時େにおいては、彼自ਐが、ن
のちのアレέγンξー୉王の家ఋ教ࢥであったように、
アテψイ、ひいてはギリシア世界全体がマケχニアのఉ
ഓにਃৱされつつあった。それにつれて有機性の論ࢩࠅ
理もまた、ࢧ૟࢛のන෥ୈから退৖することになる。

େわりにౌ৖するのは、ストアഁやエϒέϫスഁ、ս
ٛ論者たちにେනされるようなコスϠポリタンのࢧ૟で
ある。そこにおいてはݺ人の力をଁ෱し、それによって
全体をรえてゆけると信じられる人ؔの݃߻、すなわち
人と全体をഖղしうる政治的共同性はもはやࣨわれてݺ
おり、΋き出しのӋநの๑ଉにݺ人が௜໚するばかりと
なる。ݺ人はその๑ଉを受け೘れ、それを઴఑として自
らの΀るまいを݀ΌるΆかない。

19 世ن後ൔから 20 世ن઴ൔまでのఉࠅ主義の時େ、
もしくは 20 世ن後ൔからのྮકとそれにӀきକくভඇ
の時େにおいて、これとࣇたয়ڱに人ྪは௜໚すること

になる。自らの頭上をはるかに௔えるところでؑబする
力の論理にଲし、人々はໃ力なままݺ人としていかなる
ସ度をとるかのみをയられる。技術はこのような機փ論
的なࢩഓにまずもってๆ࢕したのであるが、しかし同時
に有機性の論理をखり໯すことで、自らを人ؔにとって
「よい」ものに作り଺えようとも๮んだ。このような౔
力として芸術޽学ʻデザインをҒ஖づけることができる
だろう。そうであるかぎりデザインは、「人ؔとはՁか」
を問うことで制作の論理と倫理を展開したアテψイのࢧ
૟を参照し、そうすることで自らの਒΋べき道をໝࡩす
ることになる。

に言えば、人ؔとはՁかを問わなくなるその限りにٱ
おいて、その਄度において、デザインは自らの઴఑をઅ
定し、その׈動྘Үと๏๑論をཱི֮し、自ހを技術化し
ているともいえる。そのかぎりでデザインのいわゆる専
門性なるものは、かつては問われた根ఊ的な問いがいま
や問われなくなったൊけ֬、その֜࢔ともいえるもので
ある。「人ؔとはՁか」という問いは、ひとたびはཱི֮
した׈動྘Үと๏๑論を۹り๊すݧثをいまも൒ってい
る。そのようなέリティカルな問いかけは、しかしなが
ら同時にデザインを๝かにし、それを֨張するՆ能性を
ඁΌてもいる。

だがそれにしても、機փ性の論理がѳであり、有機性
の論理がવであり、したがってデザインはつ͸に有機性
の側にཱིつべきというୱ९な二項ଲཱིは੔ཱིしない。と
いうのも人ؔ性は有機性の論理によっては෶いਜくͦな
いからである。それは第一に、人ؔのࠤの内Ԡにおい
て。そして第二にஏฑતを௔えたところにおいて。そし
て第三に政治体の内部において。
　第一にϕラトンはવඔのイデアを୵ٽʻ૟ًしつつ、
の内Ԡにເるイデアを自らの઴๏΃と展開するӨҟとࠤ
して制作を定義した。アリストテレスはϕラトンのࢧ૟
をはるかにજ࿇さͦ੠៝化して、஦の論理に基づく自然
の生੔の論理としてそれを定ࣞ化した。いずれの৖߻に
おいても、機փ論的に散ҵするགྷ素をࠤのԠఊから発す
るՁかによって有機的に࠸ฦ੔しようとするু動が両者
をؑいていた。だが、その有機性の֫心として機能する
はずのࠤの஦਽こそが、౲の有機化の最୉の্֒として
れてくる。ϕラトンが描くλέラテスにおいてそれはݳ
まさしく「෈知」のപい྘Үとして、ϕラトンにおいて
それはೖ৙生׈をഃշしか͸ないવඔのイデアとして、
『制作術について』のアリストテレスにおいてそれは悲
劇とそれをܨたカタルシスの߀ෳとして。λέラテスに
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とってそうであったように、自ހのࠤの֫心において໒
りڻくξイϠーンの੢、すなわち自分の力ではどうしよ
うもできないʬ他ʭのղ೘が自ހ同一性の֫心をڶか
す。だが、自ހのࠤの஦਽にಧ೙ࢡをݳす他者性、有機
性の஦に৷೘する機փ的なҘ力こそが有機化のড়݇であ
り、૓ଆ性と自ހ同一性の֫心なのである。人ؔは有機
的であるとともにそれをഃշすることを同時に生のু動
としてฯ࣍している、これこそが人ؔ性の第一の様૮で
ある。
　自ހの内Ԡにおいて他なるものを人ؔがつ͸にٽΌて
いるとすれば、その୵ٽはؔۯ的֐部にも向けられるは
ずである。人ؔがٽΌてࢯまないのは既ଚの有機体で
はなく、自ހのबりに߁がる散ҵしたགྷ素を΀たたび
有
ΨーΪψイθ

機化することであり、そのқັでາ知のӋநを世界化
することである。だとすればその世界化の׈動は、いつ
もその઴તとしてາ開୕の྘໼を、すなわち機փ論的๑
ଉがؑబするໃ࣌悲なߧ໼をචགྷとすることになる。そ
のような人ؔのཋ๮は、ひとたびߑ஛された有機体をഃ
շし、それをߧ໼にࠫし໯す๭力的ু動を์えࠒんでさ
えいる。アリストテレスのいうӣໍにଲするڽዾをカン
トが「਺߶」の概念のうちにӀきܩいだように、それは
いつも一つのഃշ的快楽としてڙ受される。これが人ؔ
性の第二の様૮である。
　ϕラトンやアリストテレスが最श目的としてҒ஖づけ
ていた政

ポ リ ス

治体のવについてはどうであろう。ϕラトンは
において有໌な哲人政治について語る。λέラ『家ࠅ』
テスやϕラトンは技術者が同時に哲学者であるච然性を
示ࠨするが、ϕラトンの哲人政治において両者は׮全な
分ۂ体制のうちに஖かれ、頭೶である哲学者の文࣊通り
手ଏとして職人がਪ௜的にҒ஖づけられる。ϕラトンに
言わͦればそれは֐的なࢩഓ関係ではなく、ポリスのવ
という最߶理念の下で両者は有機的に༧߻しているので
ある。全体を׮全な有機体として理૟化しようとすれ
ば、ݺが全体とᴧᴬをきたすことなどありえない。ݺが
全体のٚ੝になるとしても、それはݺのϒϣシスであ
り、そのかぎりでの最߶度の自༟ということになってし
まう。

これにଲして『制作術について』のアリストテレス
は、֦人から見れば有機的に見えるそれぞれの生੔が、
最߶目的としてのポリスという࣏ݫにおいてたがいにᴧ
ᴬをきたし、全体としてഃ୾΃と向かう理࿑を஺ೣに描
き出した。そこにおいては有機性の௧ٽは࠵઄し、౲人
には۰

テϣケー

然としてݳেする様々な機փ的な力にౌ৖人物た

ちはຍ࿖される。しかしながら、アリストテレスがそも
そも自然とはそのような機փ的なᴧᴬ、技術に൒うٚ੝
を通じて全体として生੔するものだとߡえていたとすれ
ば、ポリスにおいてそれぞれの人物に߳りかかるࠇ࢔な
ӣໍもまた、全体としてみれば政治体そのものの有機的
展開の一部としてਜ਼౲化されることになる。アリストテ
レスの悲劇論がそうした全体的な包ઃ性をはじΌから઴
఑しているのか、それとも悲劇という໌のഃ୾によって
その包ઃ性を最श的にஇ念しているのかは໎֮ではな
い。しかし悲劇にে௅されるような共同性のഃ୾、その
伳にこそ、有機体を཯୦する機փの自༟が、共同体にۯ
おけるݺ人の༪ஏが࢔ଚしているのかもしれない。これ
が人ؔ性の第三の様૮である。

有機性の哲学者であったアリストテレスにはそのよう
な機փのઞࡑ力はࣻ程に೘っていなかったとࢧわれる。
しかしながら、ࠕೖのデザインは、そうした機փ性と有
機性の૮ࠂ、もしくはそのؔڳにおいて、あるべき人ؔ
性をそれぞれに୵ٽしているのだといえる。そうした芸
術޽学のありさまは、ݻେギリシアの人ؔ଀から全くԗ
くないところにҒ஖している。

ὀ

ϕラトン、アポϫχーϫス、ホメϫス、アリストテレスなどݻ典
ギリシア語原典からのӀ用については、๞訳や英訳のۂ੹を参ߡにし
つつ、本論の問ୌқࣟやஏの文との関係にԌうようにݻ典ギリシア語
からրΌて訳出している。訳出の根拠となるギリシア語原文は、/RHE 
&ODVVLFDO /LEUDU\ (+DUYDUG &ROOHGJH)や 2[IRUG &ODVVLFDO 7H[WV (2[IRUG 
8QL�) などのݳେのߏఙ本にफ࿧されたものであり、その出典をそのつ
ど஭で示している。またຍ訳に౲たって参照した๞訳文ݛのうちେන的
なものを஭にて示す。Ӏ用のน෉けについては、ϕラトンについてはス
テϓΟϊス൝全集、アリストテレスについてはϗρカー൝全集など、英
訳や๞訳のଡくにࡀ用されているྭ׵න記にॊってӀ用文の຦ඎ౵に示
した。なお、3HUVHXV 'LJLWDO /LEUDU\ 3URMHFW� 7XIWV 8QLYHUVLW\ の助けを
ईりることがଡかった。ःқを記したい。

1 アリストテレスの『自然学』によれば「それぞれのうちにӣ動とం
の開ࢯ

ア ル ケ ー
఼࢟を࣍っている」(Physics, 192b10) ものが「自然」だとさ

れる。W. D. Ross, A  r  i  s  t  o  t  l  e  ’  s    P  h  y  s  i  c  s    –    A    R  e  v  i  s  e  d    T  e  x  t    w  i  t  h    I  n  t  r  o  d  u  c  t  i  o  n    a  n  d   

Commentary, Oxford At The Clarendon Press, 1955. 『自然学』（出ཾ・
岩࡜ҺӃ訳、アリストテレス全集̑、岩波書店、1968 年）

2 技術についてはӀきକき࣏のように規定される。「৺ୈとかෲとか
といったҩいにॊって、またそれҐ֐のྪのՁであれ、そうした分
ྪにॊってଚࡑするもの、それはたしかにそれぞれの൥ᙟから生じ
てきたものであり、技術に基づく限りでଚࡑするものであるが、ร
化のいかなる開

ア ル ケ ー
఼࢟をも生まれながらにඍえているわけではない。」 

(Physics, 192b15)
3 ۟य芸術޽Ռ୉学『۟य芸術޽Ռ୉学―અཱིにࢺるまでの৻ܨ٠գ

の記࿧』、芸術޽学研究、2000 年、166 นҐ下。
4 Anne-Marie Willis, The Design Philosophy Reader, Bloomsbury, 2019.
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5 ଚࡑ論的デザインのཱི৖からハイデΪーにアϕϫーοするのは、
Anne - Marie Willis, Ontological Designing- laying the ground, Design 

Philosophy Papers Collection Three, pp. 69-92, 2015. またハイデΪー研
究のཱི৖からアリストテレスにアϕϫーοするものとして Robert 

Bernasconi, The Fate of the Distinction Between " Praxis"  and " Poiesis" , 

Heidegger Studies, Vol. 2., 1986, pp.111-139. がある。஭ �� を参照。
૟の観఼からۛେデザインࢧେギリシアをはじΌとする઴ۛେݻ 6

を৒りӿえようとする最ۛのࢾみとしてҐ下のものを͝ڏること
が で き る。Paolo Grazi oli, Sustainability through the Philosophy of 

Design, The I nternational J ournal of E nvironmental Sustainab ility, Volume 

18, Issue 2, 2022.

7 James Wang, The Importance of Aristotle to Design Thinking, Design 

I ssues ,Volume 29, Number 2, Spring 2013, PP. 4-15.

8 �����ǰȱ̄̓̒̎̒̆̌̄ơ̖̗̇̄̉̍̔̄̒̕ǰȱPlatonis O pera, Tomvs I
�  E.A. 

Duke, W.F.Hicken,W.S.M. Nicoll, D.B.Robinson, et J.C.G. Strachan
�
Oxford Classical Texts,  Oxford U niversity Press, 1995. 『λέラテス
の弁໎　έリトン』（ٳฯห訳、岩波文庫、1964 年） 

9 Apollodorus, The L ib rary, Volume 1, James G. Fraz er
�Loeb Classical 

Library, Harvard U niversity Press, 1921, 1-3-5. アポϫχーϫス『ギ
リシアਈ࿫』（߶௣ॡൡ訳、岩波文庫、1978 年）

10 Homer, The I liad, Vol.2, A.T. Murray, Loeb Classical Library, 1925, 

Book18 - 395, 『イーリアス』（松ฑએव訳、岩波文庫、 ���� 年）
11 ϐϣギーϊス『ギリシアਈ࿫集』（松ీ治・੪ࢃ照男訳、ߪ஌ऀ学術

文庫、2005 年）、第 166 ࿫エリέトニΨスの項目を参照。
12 Homer, The O dyssey, Books 1-12 ,�A.T.Murray, The Loeb Classical  

Library, Harvard U niversity Press, 1995. ホメϫス『Ψデϣριイア』 
（松ฑએव訳、岩波文庫、1994 年）

13 Apollodorus, 1-3-5. 

14 ٤ీಲඛ『ギリシア・ϫーマのਈ࿫　人ؔにࣇたਈさまたち』（ちく
ま文庫、1996 年）、72 น。ただしアポϫχーϫスは、「一説によれば」
との限定෉きで、ヘϏイストスがκウスの頭を佃で଩ってアテψを
ஂ生さͦたという説を়ղしている。（Apollodorus, 1-3-6）

15 Apollodorus,  3-14-6.

16 Nikolaus Pevsner, Studies in Art, Architecture and Design�� V ictorian and 

After, Thames and Hudson, 1968, p. 11. Ϙϲスψー『ඔ術・ݒ஛・デ
ザインの研究 II』（ྵ໨ദ೯・ྵ ໨ొش子訳、ࣝౣ出൝ճ、1980 年）、
̗น

17 Plato, Repub lic  :  Books 6-10, Chris Emlyn-Jones and William  

Preddy, Loeb Classical Library, 2013. 『ࠅ家』（藤ୖྫ෋訳、岩波文庫、
2008 年、下巻） 

18ȱ �����ǰơ̘̇̄̄̌̇̐ǰȱPlatonis O pera, Tomvs I, 75a. 　
19 �����ǰơ̇̄̏̈̐̐ǰ Platonis O pera,ȱ�����ȱ̌�ǰȱ��ǯȱ�������ȱ������ǰȱ�¡����ȱ

Classical Texts, Oxford U niversity Press, 1922� 
20 ϕラトンはとりわけ『イΨン』において、۝༣詩人のイΨンがじつ

は知ࣟも技術も࣍たないことを൹൓する。こうしたϕラトンの主知
主義的なミメーシス൹൓にଲして、シϣスターマンを࢟Όとしたϕ
ラήマティθϞのඔ学は、ਐ体感性論のཱི৖から೟ࣟҐ઴のܨ験の
みている。こうしたਐ体論ࢾに঱఼を౲てたミメーシス解釈をݫ࣏
的ミメーシス論がデザインにとって॑གྷであることは全く൳定でき
ないが、とはいえݳେデザインの೟知的側໚をないがしろにするこ
ともできない。ϕラトンに内ࡑする主知主義的側໚とミメーシス論
とをഖղするものとして『ἢԇ』やアリストテレスの制作論をҒ஖
づけるのが本論の目論見である。Richard Schusterman, Ä sthetische 

Erfahrung und die Macht der Besitzer greifung, Deutsche Z eitschrift fü r 

Philosophie, 68(3), De Gruyter, 2020, S. 327-357. 

21 �����ǰȱ̗̏̓̒̌̒̐̕̕ǰȱPlatonis Opera Tomvs ̌̌, Ioannes Burnet, 

Oxford Classical Texts, Oxford U niversity Press, 1903.

22 作඾の制作は「人ਐの子」よりは΋しろ同ࢦや後କ者を生΋。「し
たがってこういう男性たちは、子どもを࣍つঃ性よりも、はるかに
ଡくの共同性やݽい༓情をޕいにң࣍する。あたかもそれはよりඔ
しく、より෈ࢰなる子どもを共有するかのようである。」(Symposium, 

209c) ೖの目から見れば、ここには౲時の性ࠫพ的қࣟをಣみखるࠕ
ことができる。

23 だがそうはいってもたとえば『έラテϣϫス』のようにଲ࿫を通じ
て٠論が࢝分ޔ࿀となるような作඾もある。『ࠅ家』の整然とした٠
論よりは΋しろこちらの๏がਇのଲ࿫ฦというべきであろう。

24 Aristotelis E thica N icomachea, I. Bywater, Oxford U niversity  Press, 1894.

『ニコマコス倫理学』（߶ీ三࿢訳、岩波文庫、1971 年）
25 アリストテレスの制作論においては、技術、実ભ、学問、教育（学

स）といったྣંする概念との関係を໎らかにしようとする概念
分析的研究が਼ଡく఑出されている。デザイン論においてとりわけ
॑གྷなのは、アリストテレスの有機的技術論において、制作がどの
ようなқັで知ࣟや学सと関係するかという఼である。制作的技術
はઞࡑ力の展開であり、それゆえにそれは自然と人ؔをミメーシス
的にഖղし、自然と人ؔについてのさま͡まな෕ษ的知ࣟを「Ն能
な も の 」 と し て も た ら す。Guillermo Marini, Aristotelic Learning 

Through the Arts, Studies in Philosophy and E ducation, 33, pp. 171-184, 

2014, Springer.

26 Aristotelis M etaphysica, W.Jaeger, Oxford U niversity Press, 1957.『形而
上学』（出ཾ訳、岩波文庫、1959 年）

27 テέϋーやポイエーシスに関しては、後غハイデΪー研究からアリ
ストテレスの技術論・制作論にアϕϫーοする研究動向がある。ハ
イデΪーにとってテέϋーやポイエーシスは、『ଚࡑと時ؔ』（1927）
における「手もとଚࡑ Z uhandenheit 」のԈௗત上にあり、ݳଚࡑ
において自然が開՘し、そこからՁかがݳݨしてくるܨ験であり、
ଚࡑによりۛい概念としてҒ஖づけられる。これにଲして、本論が
ヘϏイストスにおいて論じたように、Ձかの「๵り͟と」として、
Ձかができるようになるେわりにそれだけଚࡑをཬ切ることになる、
そうした૤作的な「֐化」のܨ験として「機փ的なもの」がଲ஖さ
れる。本論の記述もこうしたハイデΪーのアリストテレス解釈のԈ
ௗત上にあるが、΋しろ機փ的なものの積ۅ的Ն能性を同時に示す
ところにಝ৯がある。Todd S. Mei, Heidegger in the machine: the 

difference between techne and mechane, Continental Philosophy Revue, 49, 

pp. 267-292, 2016, Springer.  

28 この఼でݳয়のߡࢧ（όエシス）とそれにଲ߇する制作（ポイエー
シス）とはٱのҾՎܧ྽をとることになる。݊߃を生み出すਐ体の
գ程をߡࢧしたのち、ࠕ度は݊߃のଲཱི物としてのබـのয়ସがઅ
定され、それを生み出すҾՎܧ྽が୵究される。これがόエシスの
գ程である。そのうえで、බـというその݃Վが൳定され、ٱに݊
஛される。これが制作のߑ的にߨ྽がḬܧを生み出すようなҾՎ߃
գ程である。制作の技術的գ程には݃Վの論理的൳定とҾՎܧ྽の
している。ଡծਸ心「アリストテレスにおࡑ఺の二つの論理が内ٱ
ける学問と技術」ౣ根೸Ռ୉学研究ๅࠄ、第 10 B-1、1962、ߺ 年

29 「目や手やଏといった部分それぞれのすべてにその機能がݳれている
ように、それらすべてのものとดんで人ؔにもその機能がઅ定され
ていたのではないか。まさにそれは一体全体Ձなのか。というのも
実際に৪物にとっても生

ト ・ κ ー ン
きるということは共通であるようにࢧわれ

るので、人ؔにಝ有の機能が୵ٽされることになる。ৱべたり੔ௗ
したりする生はঈ֐されるべきである。࣏にそれは感ְ的なもので
あろうか。それもまたഇやډやすべての動物に共通であるようにࢧ
われる。࢔されているのは、ϫβスをฯ࣍している部分が実ભする
生である」(Nico., 1097b30-1098a)

30 Immanuel K ant, K ritik  der U rteilsk raft, Gesammelte Schriften Band 

V, K ö niglich Preuß ischen Akademie der Wissenschaften,Verlag von 
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Georg Reimer, 1913, S. 229.  

31 なお『自然学』においても、素材を使用する職人の技術と制作を指導
する棟梁の術に技術を分ける記述がある（Physics, 194b）。同様の比
喩は『形而上学』の冒頭においても展開される。職人たちが手掛ける
専門知は奴隷の学であり、棟梁が手掛ける全体知は「王の学」だとア
リストテレスは主張する（Metaphysics, 981a30-982a20）。ちなみにこ
こにおける棟梁は哲学者の比喩であり、その知は哲学知のことである。

32 『分析論後書』（加藤信朗訳、アリストテレス全集第一巻、岩波書店、
1971 年）、第二巻第三章冒頭を参照。

33 The Oxford English Dictionary の Produce (verb) の項目, Etymology の
記事を参照。

34 これについてアリストテレスは「それぞれの人々がいかなる学問を
いかなる程度に学ぶか、まさにそれを指示するのは 政

ヘー・ポリティケー
治 であり、

我々が見るのは、統帥、家政、弁論といった最も尊敬すべき能力も
またその下にあるということである」（Nico., 1094b）と述べている。

35 Horst W. J. Rittel and Melvin M. Webber, Dilemmas in a General 

Theory of Planning, Policy Sciences, 4, Elsevier, 1973, pp. 155-169.　
36 アリストテレスのこの著作は一般的には『詩学』と訳される。だが

彼においてポイエーシスは叙事詩に限らず散文や劇作、演技、音楽
といったミメーシスに基づく制作一般、および家や箱など実用的な
技術をも包括する概念である。それゆえ、デザインとの関係を論じ
る本論の趣旨に照らしてポイエティケーを「制作術」と訳している。
アリストテレスのポイエーシスについての既往研究は、『制作術につ
いて』における芸術的制作論と、『ニコマコス倫理学』や『形而上学』
における技術的制作論とに二分される傾向にある。だが両者は同一
の概念に基づいており、芸術と技術に共通する有機的なデザイン論
としてアリストテレスの制作論を描出するところに本論の眼目があ

る。『制作術について』のギリシア語原典およびその英訳、解釈につ
いては Gerald F. Else, Aristotle's Poetics: The Argument, Leiden E.J.Brill, 

1957 に依拠する。また本文の和訳、解釈については、『アリストテレー
ス　詩学　ホラーティウス　詩論』（松本仁助・岡道男訳、岩波文庫、
1997 年）を参照した。

37 アリストテレスによれば、子どもは様々なものを自然にミメーシス
するという (Poetics, 1448b) 。というのも、物事や他者にいわばなり
切って、その内側からそれを体得するというしかたで子どもは世界
を学んでゆくからである。そしてミメーシスによって生み出された
ものには誰もが喜びを感じるという。というのも、ミメーシスを実
際に体験したり、ミメーシスするひとを鑑賞したりすることは、そ
れが体験者や鑑賞者の自発的な展開の一部であるかぎり同時に快楽
なのだからである。

38 Else (1957, p.423) は、哀れみと恐れを通じた受動感情の浄化として
カタルシスを規定し、その主体を劇の筋だという見解を示し、それ
に観客はミメーシスするのだと論じる。また Halliwell は、体内に蓄
積されたものを排出する心理的・医学的な瀉出説を退け、『政治学』
第 8 巻で言及される倫理的・教育的カタルシス概念を根拠にして、

「悲劇的カタルシス」を定義した。それによれば、カタルシスは、
劇の筋を理解し、哀れみと恐れを通じて「感情と理性を倫理的に調
整すること」である。本論の記述は、ハリエルの説を受けて、論理
と感情の「調整」がどのようになされるかについて独自の見解を示
す。Stephen Halliwell, Aristotle's poetics: a study of philosophical criticism, 

Gerald Duckworth & Co Ltd., 1986. VI. Tragedy and Emotionsを参照。
39 Manfred A. Max-Neef, Human Scale Development – Conception, Applica-

tion and Further Ref ections, The Apex Press, 1991. 
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Abstract 
The purpose of this study is to explore the Viking Clap, 
which is a type of accelerating clap which has occurred 
all over the world in recent years, and is also a unique 
way of applauding. Clapping and rhythmic applause are 
behaviors that can be seen in any cultural circle. 
However, in many cases, the two are considered to be 
different styles, and their meanings are somewhat 
different. Clapping is used to show praise, support, 
share joy, etc., while rhythmic applause is used to mark 
the rhythm in alignment with music, dance, sports, etc. 
Moreover, if rhythmic applause accelerates, it has a 
different meaning from regular rhythmic applause. This 
draft takes the Viking Clap as its theme, and discusses 
the accelerating clap. The Viking Clap was originally 
an activity done by cheering crowds in football matches, 
and became well known as a result of the cheering of 
Icelandic crowds. The clappers raise their hands above 
their heads and open them, and when a drum or other 
instrument makes a sound, the clappers take this as their 
cue to clap their hands together. They slowly speed up 
their pace while proceeding, and finally transition at the 
end to scattered applause. In recent years, the Viking 
Clap has been seen in many parts of the world, some of 
them exceeding 10,000 people. Besides football, it is 
often done in other sports, concerts, large celebrations 
and gatherings. Viking Claps can also be seen in 
support of Japanese football teams. This draft organized 
and examined data on Viking claps found in 70 videos 
from June 2016 to the end of February 2022. 
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 ࠋࡿࡍウ᳨࡟㢟ᮦࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ
ヨࡢ࣮࢝ࢵࢧ࡜ࡶ࡜ࡶࠊࡣ࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ྜ୰࡟ᛂ᥼ᅋࣥࣛࢫ࢖࢔ࠊࡾ࠶࡛✀୍ࡢࢺࣥࣕࢳ࠺⾜ࡀ

ᢿࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡽ▱ࡽ࠿࡜ࡇࡓࡗ⾜ࡀᛂ᥼ᅋࡢࢻ

ᡭ⪅ࡀ୧ᡭࢆ㢌ୖࡆୖ࡟ᗈࠊࡆኴ㰘ࡀ࡝࡞ᡴࡕ㬆ࢀࡉࡽ

࡚ࡏࢃྜࡕᡴࢆ୧ᡭࡣ⪅ᢿᡭࠊ࡚ࡋ࡜ᅗྜࢆࢀࡑࠊ࡜ࡿ

ᡭᢿᏊࢆᡴࢆࢀࡇࠋࡘᚎࠊ࠸⾜ࡽࡀ࡞ࡋࡃ㏿ࢆ࣏ࣥࢸ࡟ࠎ

᭱ᚋࡢࣛࣂࣛࣂࡣᢿᡭࠋࡿ࠼⤊࡚ࡋ⾜⛣࡟㏆ᖺ࡛ࠊࡣ

ୡ⏺ྛᆅ࡛ᡴࡣ࡟࠿࡞ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡓ 1 ୓ேࢆ㉸ࡿ࠼つ

ᶍࡶࡢࡶࡢぢ࣮࢝ࢵࢧࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ௨እࠊࢶ࣮࣏ࢫࡢ

ࡼࡶ࡛ࢺࣥ࣋࢖ࡢ࡝࡞㞟఍ࡸ⚍⚃࡞኱つᶍࠊࢺ࣮ࢧࣥࢥ

ࡓᡴ࡟ᛂ᥼ࡶ࡛࣒࣮ࢳ࣮࢝ࢵࢧࡢ᪥ᮏࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࡃ

ᛂࠊ࡟࠺ࡼࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࢀ

᥼࡞☜᫂࠺࠸࡜┠ⓗࢆᣢࠊࡕᡤᐃࡢつᚊࠊࡾ๎࡟኱ேᩘ

࡛ᡴࡿࢀࡓᡭᢿᏊࡿࢀࡽ▱࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡣᢿᡭ࣭ᡭᢿᏊ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ぢࢆ౛ࡣ࡟

࿈བྷઌɿ矢向正人ɼZBLP!EFTJHO�LZVTIV�V�BD�KQ
��九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻コンテンツ・クリエーティブデザ
インコース
� $POUFOU�BOE�$SFBUJWF�%FTJHO�$PVSTF
�%FQBSUNFOU�PG�%FTJHO
�(SBEVBUF���
4DIPPM�PG�%FTJHO
�,ZVTIV�6OJWFSTJUZ
��九州大学大学院芸術工学研究院音響設計部門
� %FQBSUNFOU�PG�"DPVTUJD�%FTJHO
�'BDVMUZ�PG�%FTJHO
�,ZVTIV�6OJWFSTJUZ

資料	 ड෇日：���� 年 �� 月 � 日、डཧ日：���� 年 � 月 �� 日

加速手拍子としてのヴァイキング・クラップ
インターネット上の動画を対象としたデータの整理と検討

The	Viking	Clap	as	an	Accelerating	Hand	Clap
Organizing	and	reviewing	data	for	videos	on	the	Internet

閻　璐 1	 矢向正人 2

YAN	Lu	 YAKO	Masato

芸術工学研究 7PM����
����� ��



 

 
 

2� ◊✲の┠ⓗ࡜ព⩏ 

◊ࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡚ࡋ࡜ຍ㏿ᡭᢿᏊࠊࡎࡲ

ࠊࡣຍ㏿ᡭᢿᏊࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࡋ࡟☜᫂ࢆ⩏ពࡢ࡜ࡇࡿࡍ✲

㏻ᖖࡢᢿᡭࡸᡭᢿᏊࡿࡼ࡟ᛂ᥼ࡿ࡞␗ࡃࡓࡗࡲࡣ࡜ព࿡

ᛂ᥼ࡢᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡍࡽࡓࡶࢆຠᯝࡸ

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡣ࡚ࡋ࡜౛ࡘᡴࢆຍ㏿ᡭᢿᏊ࡚ࡋ࡜

ࡓ㝣ୖ➇ᢏ࡛ᡴࡢ࡝࡞ࡧ㊴ᖜࡸࡧ㊴Წ㧗ࠊ࡟௚ࡢࣉࢵࣛ

ຍ㏿ᡭᢿᏊࡢࡽࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ㏿ຍࡢᡭᢿᏊࡿࢀ

ࡗ࡞ࡃ㏿ࡶ᭱ࡀᡭᢿᏊࠊࡋಁࢆᡭᢿᏊ࡟ほᐈࡀ㑅ᡭࠊࡣ

ࣉࣥࣕࢪ࡜஢᫬Ⅼ⤊ࡢ㏿ຍࠋࡿࡍࣉࣥࣕࢪࡀ㑅ᡭ࡟᫬ࡓ

㧗࡟㧗ᗘ᭱ࡀᙇ⥭ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿ࠶᫬࡛ྠࡀ࡜㛫▐ࡿࡍ

ࠋࡿࢀࡉ▱ㄆࡃ࡞ᛂྰࡶ࡟ほᐈࡶ࡟㑅ᡭࡀᏑᅾࡢ᫬Ⅼࡿࡲ

ຠᯝࡿࡍ㢮ఝ࡟ࣥ࢘ࢲࢺࣥ࢘࢝ࡀຍ㏿ᡭᢿᏊࠊࡕࢃ࡞ࡍ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍࡽࡓࡶࢆ

௚᪉ࡌྠࠊຍ㏿ᡭᢿᏊ࡛࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡶ࡚ࡗ࠶ࡣ

᫬ࡿࡲ㧗࡟㧗ᗘ᭱ࡀᙇ⥭࡟࠺ࡼࡢ㌍➇ᢏ㊴ࠊࡣࣉࢵࣛࢡ

Ⅼࡢㄆ㆑ࢆ๓ᥦ࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡓࡋ࡜Ⓨ

࠿ࡢࡿ࠶ࡀຠᯝࠊ₇ฟࡸ᪉ࡕᡴ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࠿ࡢࡿࡍ⏕

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡞඾ᆺⓗࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ࡭ㄪࡣ࡝࡞

ࠊࡶ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡓ኱ேᩘ࡛ᡴࡢⓒே௨ୖᩘࠊࡀࣉࢵࣛ

㊴㌍➇ᢏࡿ࡞␗ࡣ࡜≉ᚩ࡛ࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠶

ࣛࠊࡤ࠼౛ࠊࢶ࣮࣏ࢫࡢ௨እ࣮࢝ࢵࢧࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ࢥࡣ࡚࠸ࡦࠊࢀࡓᡴࡶ࡛࡝࡞࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂࠊ࣮ࣅࢢ

㞟఍ࡸࢺࣥ࣋࢖ࡢ௨እࢶ࣮࣏ࢫ࡝࡞ࣔࢹᢠ㆟ࡸࢺ࣮ࢧࣥ

ࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟ࡿ࠶ᡭᢿᏊ࡛࡞Ṧ≉ࠋࡿࢀࡽぢࡶ࡚࠸࠾࡟

࡟ᶵ఍࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡾ࠾࡚ࡋཧຍࡀேࡢࡃከ࡟ࡇࡑࠊࡎ

ᡴࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡓ⌮ゎ

࠿Ḟࡣ࡟ࡵࡓࡿࡵ㐍ࢆ✲◊ࡢ᪉ࡾ࠶ࡢᢿᡭࡸᡭᢿᏊࠊࡣ

ࠊࡁ࡙࡜ࡶ࡟ၥ㢟タᐃࡢ௨ୖࠋࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡏ

ᮏ✏࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡣ㛵ࡿࡍグ㘓ࢱ࣮ࢹ࡜

ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡓࡋ࡜ⓗ┠ࢆウ᳨࡜⌮ᩚࡢ

ඛ⾜◊✲ࡣⓙ↓࡛ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡵࡓࡿ࠶グ㘓ࢆࢱ࣮ࢹ࡜

 ࠋࡿ࠶ࡀ⩏ពࡣ࡟࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡋ⌮ᩚ
 

�㸬ㄪᰝࡓࡋ㈨ᩱཬࡧᮏ✏のグ㏙᪉ἲ 

ࡢᚋ㏙ࠊࡣ⏬ືࡿࡁㄆ࡛☜ࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

2016ࠊ࡟࠺ࡼ ᖺ 6 ᭶௨ᚋᩘ࡟ୖࢺࢵࢿࠊ࡟ከࡃぢࢀࡽ

2016ࠊࡣ࡛✏ᮏࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿ ᖺ 6 ᭶ࡽ࠿ 2022 ᖺ

2 ᭶ᵛࡢ࡛ࡲ 150 ᮏ௨ୖືࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

ࡣ⏬ືࡓࡋㄪᰝࠋࡓࡋㄪᰝࢆ⏬ YOUTUBEࠊBILIBILIࠊ
IQIYIࠊHAOKAN VIDEOࠊTENGXUN VIDEO ࡝࡞

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓1㸧ࣦࠊࡣ‽ᇶࡓࡋ࡜㇟ウᑐ᳨ࠋࡿ࠶࡛

ᡴࢆᡭᢿᏊࡆୖ࡟VࠖᏐࠕࢆ୧ᡭࠊࡿ࠶ᚩ࡛≉ࡢࣉࢵࣛ

2㸧2016ࠊ࡜ࡇࡿࢀࡽぢࡀⅭ⾜ࡿࡏࡉ㏿ຍࡕ ᖺ 6 ᭶௨

ᚋ࡟᧜ᙳࡓࢀࡉ㈨ᩱ࡛ࡣࡃࡋࡶࣝࢺ࢖ࢱࡢ⏬ືࠊࡾ࠶ㄝ

᫂ḍᩥࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟Ꮠࠋࡓࡋ࡜࡜ࡇࡿ࠶ࡀ

ୖグࡢ 1㸧2㸧ࡍࡓ‶ࢆ౛࡛10ࠊࡤࢀ࠶ ேᮍ‶ࡾࡼ࡟ᡴ

㊴ࠊ௚᪉ࠋࡓࡋ࡜㇟ウᑐ᳨ࡶ࡚ࡗ࠶ຍ㏿ᡭᢿᏊ࡛ࡿࢀࡓ

㌍✀┠࡛ᡴࡿࢀࡓᡭᢿᏊࠊ࡟࠺ࡼࡢ㋃ษᒁ㠃ࡽ࠿✵୰ᒁ

㠃࠺࠸࡜≉ᐃ୍ࡢ᫬Ⅼ࡚ࡅྥ࡟ពᅗⓗ࡟ຍ㏿ࡿࡏࡉᡭᢿ

Ꮚ࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡣ࿧᳨ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡤウ

ᑐ㇟ࡢ⏬ືྛࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ࡜ヲ⣽ࠊࡣ㛵ಀᅋయ࣒࣮࣍ࡢ

ᢏ㛵➇ࢶ࣮࣏ࢫࠋࡓᚓࡽ࠿グ஦ࢫ࣮ࣗࢽࡢᅜྛࠊࢪ࣮࣌

㐃ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ➇ᢏࡢබᘧ࣮࣍

࠿⏬ືࡓࡋㄪᰝࠊࡣ࡛✏ᮏࠊ௨ᚋࠋࡓࡋ↷ཧࡶࢪ࣮࣒࣌

ࡿ࠶࡛☜᫂ࡀຍ㏿ᡭᢿᏊࡽ 70 72）⏬ືࡢ ࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

⾲ࠋࡓࡋウ᳨࡟㇟ᑐࢆ౛䠅ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ � *1-*70 ࠊࡣ࡟

ᖺࠊ㢮✀ࡢࢺࣥ࣋࢖ࡓࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

᭶᪥ࠊሙᡤࠊつᶍࠊᢿᡭ⪅ࡢ఩⨨ࠋࡓࡋ♧ࢆ࡝࡞ᡴࢀࡓ

ᅗࠋࡿ࠸࡚ࡋグ࡟㡰ࡢᖺ᭶᪥ࡓ �ࠥᅗ � ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ

ࢆ᫬㛫㛫㝸ࡢᡭᢿᏊࡿࡍᵓᡂࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

Adobe Audition 2021 ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ໬ࢱ࣮ࢹ࡚࠸⏝ࢆ

 ࠋ71*ࡿ
 

4� ヴァイキング・クラップのᴫせ 

4�1� ኚ㑄 

ᡭᢿᏊࡿࡍᏑᅾ࡟ఏ⤫ⓗࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ࡃ࡞ࡣ࡛ 2000 ᖺ௨ᚋ࡟ᡴࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡓ

ࡅ࠾࡟ヨྜࡢ࣮࢝ࢵࢧࡓࡋീ࡛☜ㄆᫎࡀ⪅➹ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

2005ࠊࡣຍ㏿ᡭᢿᏊ࠸ྂࡶ࡜ࡗࡶࡿ ᖺ 6 ᭶ 3 ᪥࡟

ࢠ ࣜ ࢩ ࣕ ࡢ ࢧ ࢵ ࢝ ࣮ ࢳ ࣮ ࣒ P A O K （ȈǹȇȂ䠅 ࡜

Olympiacos（ȇȢȬȣȧȠȘȡȳȩ䠅ࡢヨྜ࡛ᡴࡢࡶࡓࢀࡓ

ࢪࢱࢫ࣭ࣂࣥࢗࢺࡢ࢟ࢽࣟࢧࢵࢸࡣᢏሙ➇ࠊ72*ࡾ࠶࡛

2013ࠊᚋࡢࡑࠋࡓࡗ࠶Toumba Stadium䠅࡛）࣒࢔ ᖺ

2 ᭶ 27 ᪥࢔ࢪࢱࢫ࣭ࢡ࣮ࣃ࣮࢓ࣇࡢࢻࣥࣛࢺࢵࢥࢫࠊ࡟

࣒（Fir Park Stadium䠅࡛ྠࠊᆅ࢙࣮ࣝ࢘ࢨ࣐ࡢ FC
（Motherwell FC䠅*73 ࢡࢵ࢕ࢸࣝࢭࡀ࣒࣮ࢳᡓ࡟ 2-1 ࡛

຾฼ࡓࡋᚋࠊ຾฼࡚ࡗ⚃ࢆຍ㏿ᡭᢿᏊࡀᡴࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓ

ᖺྠࠊࡓࡲ 8 ᭶ 30 ᪥࣭࣎ࢻࢵࢱࢫࡢࢫࣥࣛࣇࠊࡣ࡟

ࡢᅜྠࠊStade Bollaert-Delelis䠅࡛）ࢫࣜࣞࢹ=ࢺࣝࣛ

RC  AC（ESTAC ࣡ࣟࢺࠊࡀ࣒࣮ࢳRC Lens䠅*74）ࢫࣥࣛ
Troyes䠅ᡓ࡟ 1-0 ࡛຾฼ࠊ࡜࠶ࡓࡋ㑅ᡭࡀ➇ᢏሙࡢほᐈ

ࡣຍ㏿ᡭᢿᏊࡢ௨ୖࠋࡿ࠸࡚ࡗᡴࢆຍ㏿ᡭᢿᏊ࡟ࡶ࡜࡜

࡛⛠ྡࡢࡑࠊࡀࡿ࠸ఝ࡚ࡃࡼ࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

࿧ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡤᮏ✏᳨࡛ウᑐ㇟ࡿࡍ࡜ 2016 ᖺ௨ᚋࡢ

ࡢࡇࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ 3 ౛ࡢ࡝࡟⛬ᗘᙳ㡪ࢆ

�� 7PM����
����� (FJKVUTV�,PHBLV��UIF�+PVSOBM�PG�%FTJHO



 

 
 

 ࠋ࠸࡞ࡁㄆ࡛☜ࡣ࠿ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡅཷ
ᮏ✏࡛ᑐ㇟ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿࡍ࡜౛ࠊࡣ

2016 ᖺ 6 ᭶ࡢ EURO ᮇ㛫୰࣮ࢳࡢࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࠊ࡟

ᛂࠊࡁ࡜ࡓࡋ㐍ฟ࡟Ỵ຾ࠎ‽࡚ࡏぢࢆά㌍ࡢண᝿እࡀ࣒

᥼ᅋ࡜㑅ᡭࡀᡴࡓࡗኴ㰘ࡢධ࠸࡞ࡽຍ㏿ᡭᢿᏊࢀࡑ࡜௨

ᚋ࡟ᡴࣛࢫ࢖࢔ࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀࡓ

ᫎࡿ࠶㏕ຊࡢຍ㏿ᡭᢿᏊࡓࡗᡴࡁ࡜ࡢࡇࡀ࣒࣮ࢳࡢࢻࣥ

ീࡀୡ⏺୰ࠊࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡽ▱࡟௨ᚋࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ

ࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡓୡ⏺୰࡛ᡴ࡟㏿ᛴ࡚ࡋ࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

 ࠋ࠺ࡼࡳ࡚࡭㏙࡟⡆༢ࢆ⦌⤒ࡢࡑࠋࡓ
EURO 2016ࠊࡎࡲ ࡋฟሙึࡀࢻࣥࣛࢫ࢖࢔࡚࠸࠾࡟

ࡓ 6 ᭶ 14 ᪥ࣝ࢞ࢺ࣏ࣝ࡟ᡓ࡛ࣦࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓

ㄆ࡛☜ࡎࡽ࠾࡚ࡗṧࡀീᫎࠊࡀࡿ࠶ࡀሗ࿌࡜ࡓࢀࡓᡴࡀ

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢᮇึ᭱ࡓࡋㄆ☜ࢆീᫎࡀ⪅➹ࠋ࠸࡞ࡁ

ࡢᖺྠࠊࡣࣉࢵࣛࢡ EURO ࣛࢢࣥ࢖ᑐࢬ࣮࢙ࣝ࢘ࡢ࡛

ᡓ（6ࢻࣥ ᭶ 16 ᪥䠅ࡢ⩣᪥6ࠊ ᭶ 17 ᪥ࡢࢬ࣮࢙ࣝ࢘࡟

ࡓࢀࢃ⾜୰࡛ࡢ࣮ࢽࣔࣞࢭࡿࡍḼ㏄ࢆ࣒࣮ࢳࡀࣥ࢓ࣇ

⾲）ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ � ࡢ VC1䠅ྠࠊ᭶ 23 ᪥࡜

28 ᪥ࡢ࣒࣮ࢳࡢࢻࣥࣛࢫ࢖࢔࡛ࢫࣥࣛࣇ࡟ᛂ᥼࡟ᡴࡓ

ࡋࠋࡿ࠶VC2㸪VC3䠅࡛）ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀ

ࣥ࣋࢖ࡓࡏࡽ⾜ὶࡃᗈࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡋ࠿

⩣ࠊࡣࢺ 7 ᭶ 5 ᪥ࡿࡅ࠾࡟ࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࡢ EURO 2016
ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀࡓᘧ඾࡛ᡴࡢǨࠋVC4䠅）ࡿ࠶࡛

ࠊ࡜ࡿࢀࡽ▱࡟⪅㛵ಀ࣮࢝ࢵࢧࡢ⏺ୡࡀീᫎࡢࣉࢵࣛ

㞟ࢆ┠ὀ࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢥᛂ᥼ࠊࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

EURO 2016ࠋࡓࡵ VC2㸪VC3㸪）ࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࠊࡣ࡛
VC4㸪VC8䠅ࢫࣥࣛࣇࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ（VC5䠅ࢫࣜࢠ࢖ࠊ

（VC1䠅ࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡚ࡗೌ࡟ࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟

ࢀࡓ᪥ᮏ࡛ᡴࠊ࡟᫬ᮇྠࡰ࡯ࠋࡓࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ࡶࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓ 4 ౛（VC6-1㸪VC6-2㸪
VC7㸪VC9䠅☜ㄆ࡛ࠋࡿࡁ 

2017 ᖺࡢ࣮ࣅࢢࣛࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ࣮࢝ࢵࢧࠊ࡜ࡿ࡞࡟

ヨྜ࡛ࡶᡴࢺࢵࢣࢫࣂࠊࡣ࡟ࡽࡉࠋࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡓ

ࣥ࣋࢖ࡢ௚ࡢࡑࠊ࣮ࣝ࣎ࢫ࣮࣋ࠊ࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂࠊ࣮ࣝ࣎

ࣛࡢ࢔ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ࠊ࡟᫬ᮇࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࡶ࡛ࢺ

ࡢ⡿ᅜ࡜ࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ࣋ࣥࣕ࢟ࡿ࠶࡛࣒࣮ࢳ࣮ࣅࢢ

ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡣࢫࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࣭ࢱࢯࢿ࣑

ࠋࡓࡵ㧗࡟ࡽࡉࢆㄆ▱ᗘࠊࡏࡉ╔ᐃ࡚ࡋ࡜౛័ࡢ࣒࣮ࢳࢆ

࢓ࣇࡢᑡேᩘࠊࡢูࡣ࡜ᛂ᥼ᅋࠊࡣ࡚࠸࠾࡟࣒࣮ࢳࡢࡇ

ࠋ75*ࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࡶࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿࡼ࡟ࣥ

௚᪉2019ࠊࡣ࡛࢔ࢪ࢔ࠊ ᖺ㡭࡛࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ࡽ࠿ከࡃ

2021ࠋࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡓᡴ࡟ᶵ఍ࡢ ᖺࠊࢶ࢖ࢻࠊࡣࡽ࠿

‶୙࡟⟇ᑐࡢࢼࣟࢥ᪂ᆺࠊࡢ࡛࡝࡞ࢫࣥࣛࣇࠊ࣮ࢠࣝ࣋

ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡛ࣔࢹᢠ㆟ࡢࡵࡓࡿࡍ᫂⾲ࢆ

ࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟࠺ࡼࡢ௨ୖࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࡀ

ࠊࢺࣥ࣋࢖ࡢᏛᰯࠊࢺࣥ࣋࢖㡢ᴦࠊᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣࣉ

ࣥ࣋࢖ࡢ࡝࡞ᛂ᥼άືࡢࣥ࢓ࣇࠊࣔࢹᢠ㆟ࠊࡾ⚍࣮ࣝࣅ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴ࡛ࢺ

 

4�2� ᇶᮏᵓ㐀࡜ศ㢮 

඾ᆺⓗࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡞ᡭᢿᏊࢆᡴࡘほ

ᐈࠊ㡢㢌ྲྀࠊࡾኴ㰘ዌ⪅ࡾࡼ࡟సࡎࡲࠋࡿࢀࡽほᐈࡀ୧

ᡭࢆ㢌ୖࡓࡆୖ࡟≧ែ࡛ࠊኴ㰘ዌ⪅ࡀኴ㰘2 ࢆ࡝࡞ ᅇ
ᡴࡕ㬆ྜ࡚ࡋࡽᅗࢆ㏦ྜࡢࡑࠊ࡜ࡿᅗ࡟㏣㝶ࡕࡓ࠿ࡿࡍ

୧ᡭ࡟ࡶ࡜࡜ほᐈࠊࡋಁࢆᡭᢿᏊ࡟ほᐈࡀࡾ㡢㢌ྲྀࠊ࡛

ࠋࡪྉ࡜ࠖ�ࢵࣇࠕ࡟᫬ྠ࡜ࡘᡴࡣほᐈࠋࡿࡏࢃྜࡕᡴࢆ

ࠊࡁ࠸࡚ࡋ㏿ຍࢆᡭᢿᏊࡽࡀ࡞ࡋ㏉ࡾ⧞ࢆ࠸ྜࡅ᥃ࡢࡇ

୍ᐃࡢ㏿ᗘ࡛ࡲຍ㏿࡞࣑ࣝ࢝ࢬࣜࠊ࡜ࡿࡍᡭᢿᏊࡽ࠿↓

⛛ᗎ࡞ᢿᡭࡸḼኌ࡟ኚ໬ࠊࡋᡴ࠺࠸࡜ࡿࢃ⤊ࡕ⤒㐣ࡓࢆ

ኴ࡚࡭ࡍࡣ࡟ᇶᮏⓗࠊࡣࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡘᡴࢆᡭᢿᏊࠋࡿ࡝

㰘ዌ⪅࡜㡢㢌ྲྀࡾࡼ࡟ࡾỴࠊࢀࡽࡵほᐈࠊࡣኴ㰘ࡢ㡢ࢆ

࡚ࡗᡴࢆᡭ࡚ࡗೌ࡟సືࡾ㌟᣺ࡢࡾ㡢㢌ྲྀࠊ࠼࠺ࡓ࠸⪺

 ࠋ76*ࡿ࠸

ᶵ఍࡛࡞ࡲࡊࡲࡉࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡋ࠿ࡋ

ᡴୖࠊࡵࡓࡿࢀࡓグࡢ඾ᆺⓗ࡞ᡴࡕ᪉ࡢ௚ࠊ࡟ᆅᇦࡸሙ

㠃࡟ᛂࡓࡌ≉ᚩ₇ࡿ࠶ฟ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡎࡲࠋࡿ࠶ࡀ

ࢀࡓᡴ࡟஺஫ࡾࡼ࡟ᡭᢿᏊ࡜ኴ㰘ࡶ౛ࡢ࡝ࠊࡣࣉࢵࣛࢡ

ࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢᮇึ᭱ࠊࡤ࠼࡜ࡓࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚

ࡢࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ VC3 ࡞ࡀኴ㰘ࠊࡣ

ᡭᢿᏊࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࡳࡢᡭᢿᏊ࠸

ࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡚ࡗࡼ࡟࠸㐪ࡢࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡸ㡰ᗎࡢኴ㰘࡜

⾲ࠊ࡚ࡋ࡜ᇶᮏᵓ㐀ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ � ⾜୪ࠊ༢⊂ᡴࡢ

ᡴࠊ஺஫ᡴࠊᐃᆺᡴࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ♧ࢆ⾲ � ࡢ D ࡣ

ኴ㰘（ᴦჾ䠅ࠊC ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡿ࠶ᢿᡭ࡛ࡣ

表１　 ヴァイキング ・ クラップの基本構造と分類
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ࡢࡇࠊࡣ 4 70ࠋࡿࡁศ㢮࡛࡚ࡋ࡜࠿ࢀ࡝ࡢ✀ ౛୰ࠊ༢

⊂ᡴࡀ 13 ౛ࠊ୪⾜ᡴ*77ࡀ 2 ౛ࠊ஺஫ᡴࡀ 4 ౛ࠊᐃᆺᡴ

ࡀ 50 ౛ࠊ≉Ṧ౛ࡀ 1 ౛ࠋ78*ࡿ࠶ 
࡜ࡿ࠼⪄࡚ࡋ࡜ຍ㏿ᡭᢿᏊࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

୪ࠋ79*ࡿ࡞࡜ཎᆺࡀ༢⊂ᡴࡿࡍ㏿ຍࡀࡳࡢᡭᢿᏊࠊࡁ

⾜ᡴࡣᡭᢿᏊ࡟ኴ㰘（ᴦჾ䠅ࡀຍࡓࡗࢃᡴࡕ᪉࡛ࠊࡾ࠶୧

᪉࡛ࡕᡴࡌྠ࡜༢⊂ᡴ࡟ᇶᮏⓗࠊࡀࡿࢀࡓᡴ࡟᫬ྠࡣ⪅

୪ࡸ༢⊂ᡴࠊࡣ஺஫ᡴࡘᡴ࡟஺஫ࢆᡭᢿᏊ࡜ኴ㰘ࠋࡿ࠶

⾜ᡴྠ࡜ᵝࠊ࡟཯᚟ࡽࡀ࡞ࡏࡉຍ㏿ࡿࡍᙧᘧ࡛ࠊࡀࡿ࠶

㡢㢌ྲྀࡢࡾኴ㰘ࡢ㡢ࡀࢫࢭࣟࣉࡃ⪺ࢆຍࠊࡵࡓࡿࢃᡴࡘ

ࢆኴ㰘ࠊ௚᪉ࠋࡿࡌ⏕ࡀ⿱వ࡞᫬㛫ⓗࡿ ࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ

2 ᅇ⥆࡚ࡅᡴࡕᡭᢿᏊࡀᚋ⥆ࡿࡍᐃᆺᡴࠊࡣኴ㰘࡜ᡭᢿ

Ꮚࡢᡴᧁࡀ㠀ᑐ⛠ࠊࡀࡿ࡞࡜ඛ⾜ࡢ࣒ࣛࢻࡿࡍ 2 ᅇࡢ

ᡴᧁ㛫㝸ࡌྠ࡜㛫㝸࡛ᡭᢿᏊࢆᡴࠊ࡛ࡢࡘ୪⾜ᡴࡸ஺஫

ᡴࠊࡶࡾࡼᡭࢆᡴࠋ࠸ࡍࡸࡾ ࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡘᐃᆺᡴࠊࡣ

Ᏻᐃⓗ࡛஘࠸ࡃ࡟ࢀᡭᢿᏊࡢᡴࡕ᪉࡛ࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶

౛ࡿࡡවࢆࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡀ⪅ኴ㰘ዌࠊࡣ࡟ᐃᆺᡴࠋࡿࡁ࡛

VC10ࠋࡿ࠶ࡶ ࡟ࡵጞࡀ⪅ኴ㰘ዌࠊࡣ 2 ᅇኴ㰘ࢆᡴࡓࡗ

ᑟ࡟ᡭᢿᏊࢆほᐈ࡚ࡋ࡜ࡾ㡢㢌ྲྀ࡚ࡆ࠶࡟ୖࢆᡭࠊ࡜࠶

VC26ࠋࡃ ࡀ⪅኱ኴ㰘ዌࡓࡡවࢆࡾ㡢㢌ྲྀࡶ 2 ᅇኴ㰘ࢆ

ᡴࠊࡀࡘほᐈࡢᡭᢿᏊྠ࡜᫬ࡀ࣒ࣛࢻ࢔ࢿࢫ࡟ᡴࠊࢀࡓ

኱ኴ㰘ࡢ࣒ࣛࢻ࢔ࢿࢫ࡜᥃₇࡟࠺ࡼࡢ࠸ྜࡅฟ࡚ࢀࡉࡀ

 ࠋࡿ࠸
ࡢᡭᢿᏊࡿࡍ㢮ఝ࡟ᐃᆺᡴࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ᡴࡕ᪉ࠊࡀ➼㛫㝸ࡢ࣒ࢬࣜࢺ࣮ࣅ㡢ᴦࠊ࡚࠸࠾࡟Ᏻᐃⓗ

ࠊࡤ࠼౛ࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡓᡴࠊ࡚ࡋ࡜࣮ࣥࢱࣃ࣒ࢬࣜ࡞

1ࠊࡣ80࡛*ࠔWe Will Rock Youࠓࡢ࣮ࣥ࢖ࢡ ᢿ┠࡜ 2
ᢿ┠ࡣᗋࢆ㋃ࡳ㬆3ࠊࡋࡽ ᢿ┠ࡣᡭᢿᏊࢆᡴ4ࠊࡕ ᢿ┠

8 ࢆ࣒ࢬࣜࡢࡇࠋࡿ࡜࡟➢ఇࢆ ࡢᢿࡿࡍᵓᡂࢆࢺ࣮ࣅ

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝౑࡚ࡋ࡜࣮ࣥࢱࣃ

࣮ࣥࢱࣃࡢ࣒ࢬࣜࢺ࣮ࣅ࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡣ㏿ຍࡢࣉࢵࣛࢡ

ࡑࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡣ⪅➹࡜࠸࡞ࡣ࡛ࡁ࡭ࡿࡍㄆ㆑࡟࡜ࡶࢆ

࣒ࢬࣜࢺ࣮ࣅ㛫㝸➼ࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡶࡑࡶ

ᔂࢆࢀࡑࠊࡃ࡞ࡣᡭᢿᏊ࡛ࡓࡋពᅗࢆ࡜ࡇࡿࡏࡉࡌ⏕ࢆ

ࣥ࢟࢖࢓ࣦࡀᐃᆺᡴࠋࡿ࠶ᡭᢿᏊ࡛ࡿࡍ࡜ᚩ≉ࢆ㏿ຍࡍ

࣑࢖ࢱࡢᡭᢿᏊ࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣ⏤⌮࠸ከᩘ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

㏵୰ẁ㝵ࡢ㏿ຍࠊࡋ࠿άࢆᚩ≉࠺࠸࡜࠸ࡍࡸࡾ ࢆࢢࣥ

࡛ཧຍ⪅ࡢᏳᐃⓗࢆ⋠⤫࡞☜ಖࡿ࠶࡛ࡵࡓࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ

᪦Ᏻᐃᛶ୍ࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜

࢖ࢱࡘᡴࢆኴ㰘ࠊ࡜ࡿࡍ⾜⛣࡟ຍ㏿ᚋ༙㒊ࠊࢀࡉಖ☜ࡀ

ࡣ࡟ᚋ᭱ࠊࡾ࡞ࡃ㏿ࡀࢢ࣑ࣥ 3 ศ๭࡟࠺ࡼࡢࢺ࣮ࣅᡴ

 ࠋࡿࡍ⾜⛣࡟ᡭᢿᏊࡓࡅࡽࡤࡲࡲࡢࡑࠊࡁ࠸࡚ࢀࡓ

ᡴࡿࢀࡓᡭᢿᏊ࡜ኴ㰘1ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᩘࢺࢵࢭࡢ 㹼10

ᅇࡀ 15 ౛11ࠥ20ࠊ ᅇࡀ 43 ౛21ࠊ ᅇ௨ୖࡣ 14 ౛ࠋࡿ࠶

21 ᅇ௨ୖࡢ౛ࠊࡣᢠ㆟ࣔࢹ（VC69㸪VC70䠅ࡸ DJ ࣝࢻࣂ

（VC40㸪VC58䠅࡛ᡴࡿࢀࡓ౛ࠋࡿ࠶ࡀᮏ᮶ࠊᡭᢿᏊ࡟

ᡭࡢ㛫㝸➼ࠊࡀࡿ࠶ࡀຠᯝࡿࡍᣢ⥔ࢆཧຍឤࡢ⪅ཧຍࡣ

ᢿᏊࢆ⥔ᣢࠊࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍḟ➨࡟ᡭࢆᡴࡘேࡢὀពຊࡀ

ᩓₔࠊࡾ࡞࡟⑂ປឤࡌ⏕ࡀཧຍឤࡀῶ㏥ࠋࡿࡍᢠ㆟ࣔࢹ

ࡸ DJ ࡀᩘࢺࢵࢭࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ࡛ࣝࢻࣂ

ከࠊࡣࡢ࠸ᡭᢿᏊࡅࡔࡿࡁ࡛ࢆ㛗ࡃຍ㏿࡛࡜ࡇࡿࡅ⥆ࡋ

㞟୰ຊࢆಖࠊࡕ⥭ᙇឤࢆ⥔ᣢࡿࡍຠᯝࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡿ࠶ࡀ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜

 

4��� ᡴࡕጞࡵ 

ែ≦ࡓࡗ඲ဨᥞࡀ⪅ཧຍࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

࡛ᡴࡕጞࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿࡵᥞࡓࡗ≧ែࢆ඲ဨ࡛☜ㄆྜࡋ

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࡃከࠊࡎࡲࠋࡿࢀࡽぢࡀᕤኵࡢࡵࡓ࠺

ࡢVࠖࠕࢆ⭎ࠊࡁ࡜ࡿࡆୖࢆ୧ᡭࡀほᐈࠊࡣ࡛ࣉࢵࣛࢡ

Ꮠ࡟ఙ࡚ࡋࡤ㢌ୖ࡟㧗ࡃᗈ࡚ࡆᵓࢆ࠼స࡚ࡋ࠺ࡇࠋࡿど

ぬࡶ࡟ッࡘࡘ࠼ᥞࡓࡗ≧ែࢆ☜ㄆ࡟ึ᭱ࠊ࠸࠶ࡋᡴࢀࡓ

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡓࡲࠋࡍಁࢆ㞟୰࡜ὀពࡢ࡬ࡕᡭᡴࡿ

ࡿࢀࡓᡴ࡟ᡭᢿᏊᚋࠊࡣ࡟ࡵጞࡕᡴࡢࣉࢵࣛࢡ 2 ᗘ┠

ᑡࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀഴྥࡿࢀࡓᡴ࡚࠸࠾ࢆ㛫ࡋᑡࠊࡀኴ㰘ࡢ

ᡭᢿࡿࡍ⥆ᚋࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡏࡉㄆ㆑࡟⪅ཧຍࢆ㛫ࡢࡋ

Ꮚ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡗ ࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡢᛮࡢࡽࢀࡇࠋࡿࢀࢃ

₇ฟࡸᕤኵࡢ⤖ᯝࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊᡴࡕጞࡵ

࠿ࡣ࡜ࢀࡑࡢᡭᢿᏊ࡞ⓗ⯡୍ࡿࡅ࠾࡟ᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ

ཧຍࠊࡣᡭᢿᏊ࡞ⓗ⯡୍ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡢࡶࡿ࡞␗ࡾ࡞

ゅ࡛ᑡ୍ࡢᢏሙ➇ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡵጞࡽ࠿࡚࠼㌟ᵓࡀ⪅

ࠊࡕᡴࢆᡭᢿᏊࡽࡀ࡞ࡾ࡜ࢆ࣒ࢬ࡚ࣜࡋ⾜ඛࡀࠎேࡢᩘ

ḟ࡟ࠎほᐈࢆᕳࡁ㎸ࠋࡃ࠸࡛ࢇᚋ㏙ࠊࡀࡿࡍᡴࡕጞ࡟ࡵ

ᕧ኱ࢆࣥࣝ࣍ࣝࣛࣕࢠ࡞྿ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡃ

₇ฟࠋࡿ࠶ࡶ 
 

4�4� ሙ࡜≧ἣ 

ࡾ㡢㢌ྲྀࡸᢏሙ➇ࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ࢀྲྀࡀ⋠⤫ࠊࡎࡲࠋࡿࡵỴࢆᛶ᱁ࡢࡑࡶἣ≦ࡢ➼⨨఩ࡢ

ࡸࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ࡟ࡵࡓࡘᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓ

ኴ㰘ዌ⪅ࠊࡀᛂ᥼ᅋࡢㄡ࡟☜᫂ࡶࡽ࠿ぢࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚࠼

ዲ᳨ࠋ࠸ࡋࡲウᑐ㇟ࡓࡋ࡜ 70 ౛ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

ࡀ౛ࡿࡁㄆ࡛☜࡟☜᫂ࢆᏑᅾࡢࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡕ࠺ࡢࣉࢵࣛ

46 ౛*81ࠊ᧜ᙳሙᡤࡢไ⣙➼ࠊࡾࡼ࡟㡢㢌ྲྀࡃࡼࡀࡾぢ

ࡀ౛࠸࡞࠼ 17 ౛*82ࡢࡽࢀࡇࠊࡀࡿ࠶౛ࠊ࡚࠸࠾࡟ほᐈ

ᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡏࢃྜࢆᡭᢿᏊ࡟సືࡾ㌟᣺ࡢࡾ㡢㢌ྲྀࡣ

⮬ࡀࣥ࢓ࣇࡢᑡᩘࠊࡎࡏᏑᅾࡀࡾ㡢㢌ྲྀࠊ௚᪉ࠋࡿ࠶ࡀ

�� 7PM����
����� (FJKVUTV�,PHBLV��UIF�+PVSOBM�PG�%FTJHO



 

 
 

Ⓨⓗ࡟ᡴࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡗ౛ࡶ 7 ౛*83ࠋࡿ࠶ 
࡛ࡳࡢᛂ᥼ᅋࡢ࣒࣮ࢳ⮬ࠊࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ࠊࡣἣ࡛≦࡞࠺ࡼࡘᡴ࡟᫬ྠࡶᛂ᥼ᅋࡢ࣒࣮ࢳᡭ┦ࠊࡃ࡞

➇ᢏሙ࠸࠿ྥࡢഃ࡛Ⓨࡓࢀࡽࡏᢿᡭ㡢࠿ࡿ࠼ࡇ⪺࠺࡝ࡀ

ࡣఏ᧛㏿ᗘࡢ㡢ࡢẼ୰✵ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿ࠼ຍ࡟ウ᳨ࠊࡶ

⣙ 340m/s ࠿ྥࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᢏሙ➇࡞ࡁ኱ࠊࡵࡓࡿ࠶࡛

ࡿィࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࠊࡀᢿᡭ㡢ࡸኴ㰘㡢ࡓࢀࡽࡏഃ࡛Ⓨ࠸

࣑࢖ࢱࡀほᐈࠊሙྜࡢࡇࠋࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡿ࡞࡟ࡆጉ࡟ࡁ࡜

♧ᣦࡀࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣࡢࡶࡿࡍ࡜ᡤࡾᣐࡢࡵࡓࡿィࢆࢢࣥ

ࡓࡋウ᳨ࠋࡿ࡞࡜ࡳࡢどぬ᝟ሗࡿࡍ 70 ౛ࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

౛ࡓࢀࡓᢏሙ࡛ᡴ➇࡞ࡁẚ㍑ⓗ኱ࠊࡕ࠺ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ࡀ 8 ౛*84ࡕ࠺ࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ VC1㸪VC23㸪VC26 ࡢ 3 ౛

࡛ࡽ࠿ࡇ࡝ࡢᢏሙ➇ࠊࡾ࠾࡟ࢻࣥ࢘ࣛࢢࡀࡾ㡢㢌ྲྀࡣ࡛

85*ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿぢࢆసືࡾ㌟᣺ࡢࡾ㡢㢌ྲྀࡶ ࠋ86*

VC26 ࠊ࡚࠼ຍ࡟⪅኱ኴ㰘ዌࡿࡍ௵වࢆࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ࡛

8 ே࣒ࣛࢻ࢔ࢿࢫࡢ࡝࡯ዌ⪅ࠊࡀᗈ኱࡞➇ᢏሙࡢ୰ኸ࡟

㓄⨨࡟ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ VC1㸪VC53 ࢆࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ࡛

࢔ࣜ࡟࣮ࣥࣜࢡࢫ኱ᆺࡢෆࢻࣥ࢘ࣛࢢࢆീᫎࡢ㑅ᡭ࠺⾜

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ᥦ࡛࣒࢖ࢱࣝ

 

4��� ⊂⮬の₇ฟ 

⛬㐣ࡃ࠸࡚ࡋఏ᧛࡟ᆅྛࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ࡧ⤖࡜࡝࡞໬ᩥࡢࣈࣛࢡ࣭࣒࣮ࢳࡢᆅᇦࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡛

2017ࠊࡎࡲࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ຍࡀ₇ฟࡢ⮬⊃ࡁࡘ ᖺ௨

ᚋ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢᙳ㡪ࢆ୚ࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓ࠼

ࠊMinnesota Vikings䠅）ࢫࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࣭ࢱࢯࢿ࣑ࠊࡿ
 Canberra）ࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ࣋ࣥࣕ࢟ࡢ࢔ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜
Raiders䠅ࡢᛂ᥼ᅋࡘ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿࡼ࡟

 ࠋ࠺ࡼ࡭㏙ࢆᚩ≉ࡢ₇ฟࠊ࡚࠸
ࡼࡢ࣒࣮ࢳࡢ௚ࠊࡣヨྜࡢࢫࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࣭ࢱࢯࢿ࣑

ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡘᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟ヨྜ୰࡟࠺

ヨྜ๓ࡢᜏ౛ࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡚ࡋ࡜࣮ࢽࣔࣞࢭࡢ

⏬ືࡢࡽࢀࡑࠋVC15㸪VC53䠅）ࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࡎᚲࡀࣉ

࡞௦⾲ⓗࡣ࡛✏ᮏࠊࡀࡿࡍᏑᅾࡃከᩘࡣ 2 ౛᳨ࢆࡳࡢ

ウᑐ㇟ࡶࡽࡕ࡝ࠋࡓࡋ࡜൤ᘧⓗ࡞ᛶ㉁ࡀᙉࣥ࢟࢖࢓ࣦ࠸

࡛ࡢࡶࡢ⮬⊃࣒࣮ࢳࡢࡇࡣ₇ฟࠊࡀࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ࢱࢫࢆⴭྡேࡸ⪅ᨻᗓ㛵ಀࡢᆅඖࡣ࣒࣮ࢳࠊࡎࡲࠋࡿ࠶

ᡴࢆᢿᡭ࡟ࡶ࡜࡜ほᐈ࡚ࡆᣲࢆ୧ᡭ࡟ᙼࠊࡁᣍ࡟ᖍࢻࣥ

࡞ᕧ኱ࡀࡾ㡢㢌ྲྀࡢࡾ࡜ࡦࠊᚋࡢࡑࠋࡿࡍᅗྜ࡟࠺ࡼࡘ

ኴ㰘ࢆᡴࡕ㬆ࡢࢻࣥࢱࢫࠊࡋࡽほᐈࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟ࡶ࡜࡜

ຍ࡛ࡲᗘ㏿ࡢᐃ୍ࢆᡭᢿᏊࠋࡿࡵጞࡕᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ࣕࢠ࡞ࡁ኱ࡿࡍⓏሙ࡟໭Ḣ⚄ヰࠊࡀ⪅ᣍᚅࠊ࡜ࡿࡏࡉ㏿

ࣛࣝ࣍ࣝࣥ*87（Gjallarhorn䠅ࢆ྿ࡁ㬆ࠊࡋࡽ➇ᢏሙࡢ⇕

Ẽ᭱ࢆ㧗ᗘ࡛ࡲ࡟㧗ࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡿࡵᡴ

࡚ࡏࢃྜ࡟ᡭᢿᏊࡢほᐈࡀࢻࣥࣂࡢ࣒࣮ࢳࠊ࡜ࡿ࠼⤊ࡕ

㡢ᴦ₇ࢆዌ2008ࠋࡿࡍ ᖺ࡟⤖ᡂ࢖࢓ࣦ࣭ࢱࢯࢿ࣑ࢀࡉ

ࡢࡇࡿࢀࡤ࿧࡜Skol Line䠅）ࣥ࢖࣭ࣛࣝࢥࢫ࣭ࢫࢢࣥ࢟

࢟࢖࢓ࣦ࡛ࢺࣥ࣋࢖ࡸ࣒࣮ࢤ࣒࣮࣍ࡢ࣒࣮ࢳࠊࡣࢻࣥࣂ

ࡗ⾜ࢆ₇ዌࡶࡘ࠸ࠊࡣ࡟ࡁ࡜ࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ

ࠊᩍဨࠊඖ㌷ᴦ㝲ဨࠊࡣ₇ዌᐙࡢࣥ࢖࣭ࣛࣝࢥࢫࠋࡿ࠸࡚

ᐇᴗᐙ࡞ࡲࡊࡲࡉ࡝࡞⤒Ṕࢆᣢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ

࢓ࣇᆅඖࠊࡣ₇ฟࡢ㐃୍ࡢࡇࡿࡍ࡜୰ᚰࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

࡚ࡋฟࡳ⏕ࢆ໬ᩥ࣒࣮ࢳࡢࡘ࡜ࡦࡋᾐ㏱ࡃ῝࡟᪥ᖖࡢࣥ

࢖࢓ࣦࡢࡕࡓศ⮬ࢆࢀࡑࡣࡽᙼࠋ88*࠸ࡼ࡚ࡗゝ࡜ࡿ࠸

࠸࡚ࡗࢃ㛵ࡋㄆ㆑࡚ࡋ࡜࣮ࣕࢳ࣭ࣝ࢝ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟

 ࠋࡿ
ḟࣕ࢟ࡿ࠶࡛࣒࣮ࢳ࣭࣮ࣅࢢࣛࡢ࢔ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ࠊ࡟

ᚩ≉ࡶ࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ࣋ࣥ

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ࣒࣮ࢳࡢࡇࠋࡿࢀࢃ⾜ࡀ₇ฟࡿ࠶

ࠊࡎࡲࠋ࠸ከࡀ࡜ࡇࡿࢀࡓᡴ࡟ヨྜ㛤ጞ๓ࠊࡶࣉࢵࣛ

ࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟࡜࠶ࡢࡑࠊࢀࡉࡽ㬆ࡁ྿ࡀࣥࣝ࣍ࣝࣛࣕࢠ

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟ヨྜ๓ࠋࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ኈẼ㧗࡜ᙇឤ⥭࡞൤ᘧⓗࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛ

ᥭឤࡀ➇ᢏሙ඲యࡕ❧࡟㎸ࠊࡓࡲࠋࡿࡵ≉ᐃࡢヨྜ࠾࡟

๓᪉ࡢほᐈᖍࠊVC26ˈVC27ˈVC33ˈVC34䠅）ࡣ࡚࠸

ⅆ࡟ࡧࡓࡘᡴࢆᡭᢿᏊࠊࢀࡽ࡭୪࡟ิ୍ࡀⅆ⅖ᄇᑕᶵ࡟

NRL Grand Final 2019ࠊࡤ࠼࡜ࡓࠋࡿࢀࡉᄇᑕࡀ⅖ ࡟

ࣅ࣭࣮ࣛࢽࢻࢩࢫ࢘ࢧᑐࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ࣋ࣥࣕ࢟ࡿࡅ࠾

ᡭᢿࠋVC26䠅）ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿぢࢆࢀࡑヨྜ࡛ࡢࢬ࣮ࢺ

Ꮚࡢຍ㏿2016ࠊࡣࡢࡶࡢࡑ ᖺ࣒࣮ࢳࡢࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࡢ

൤ᘧࡀ₇ฟࡢ⮬⊃ࠊࡶ࡚ࡋ࡜࠸࡞ࡀ࠸㐪࡞ࡁ኱࡜ࢀࡑࡢ

ⓗ࡟㐙⾜ࢀࡉఏ⤫࣋ࣥࣕ࢟ࠊࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ❧☜࡚ࡋ࡜

ࡅᚩ࡙≉ࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ

VC26ࠋ89*ࡿ࠸࡚ ࡓࢀࡉᅛᐃ࡟㌟యࠊࡎࡲࠊࡣ࡛⏬ືࡢ

኱ኴ㰘ࢆኴ㰘ዌ⪅ࡀᡴᩘ࡚ࡏࢃྜ࡟ࢀࡑࠊࡕேࡢᑠኴ㰘

ዌ⪅࡟ᩧ୍ࡀᡴࠋࡿ࠸࡚ࡗኴ㰘ࢆᡴࡘ๓ࣝ࣍ࣝࣛࣕࢠ࡟

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ࠿྿ࡀ90*ࣥ
௚᪉ࠊᢠ㆟ࡶ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿࡅ࠾࡟ࣔࢹ

≉ᚩ₇ࡿ࠶ฟࡀぢࡢࣥࣝࢣࠋࡿࢀࡽ⾤㢌࡛㉳ࡓࡁᢠ㆟ࢹ

ࡓࢀࢃ⾜࡛ࣔ VC69 ࡀࠎேࠊࡣ࡛⏬ືࠋࡿ࠶ዲ౛࡛ࡣ

⾤୰࡟㞟ࠊࡾࡲㄏᑟ࡟ᚑࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡚ࡗ

ᡴࠋࡿ࠸࡚ࡗ⏬㠃ࡢ୰ࡢ඲ဨࡀክ୰࡚ࡗ࡞࡟ᡭᢿᏊࢆ

ᡴ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡗぢࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠼

ᡭᢿᏊࡣ⾗⩌ࠊ࡜ࡃ㡪ࡾ㬆ࡀ㡢ᴦ࡟ࡃ㏆ࡾࢃ⤊ࡢࣉࢵࣛ

࣒ࢬࣜࡢ㡢ᴦࡏࡉኚ໬࡜࡬ᡭᢿᏊ㏿➼ࡽ࠿ຍ㏿ᡭᢿᏊࢆ

࢓㠃ྑഃ࡛ࣦ⏬ࠊ᫬Ⅼ࡛ࡓࡋኚ໬ࡀᡭᢿᏊࠋࡿࡏࢃྜ࡟

芸術工学研究 7PM����
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ࠊࡣே୍ࡢ⪅ཧຍࡓ࠸࡚ࡋཧຍ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖

 ࠋ91*ࡿ࠸࡚ࡵṆࢆᡭᢿᏊ࡚ࡋࢁୗࢆ୧ᡭ࡜ࡾࡃࡗࡺ
࡞ࡲࡊࡲࡉ࡟࠺ࡼࡢ௨ୖࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

₇ฟ࡟࡜ࡶࡢᡴࠊࡾ࠾࡚ࢀࡓつ᱁໬ࢆ࣮ࣥࢱࣃࡓࢀࡉᚿ

ࠊࡀ࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡋㄆ㆑ࢆ࡜ࡇࡢࡑࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍྥ

ຍ㏿᳨ࢆウࡢࡵࡓࡿࡍ๓ᥦࠋࡿ࡞࡟ 
 

�� ヴァイキング・クラップのຍ㏿ 

��1� ຍ㏿の୍ᐃᛶ 

ḟࠊ࡟⾲ � ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡽ࠿ࢱ࣮ࢹࡢ

ຍ㏿ࡢ≉ᚩ᳨ࢆウࠋࡿࡍศᯒᑐ㇟࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿࡍ࡜

ࡋ㏿ຍ࡟ᐃ࡛つ๎ⓗ୍ࡀᗘኚ໬㏿࡟ᑐⓗ┦ࠊࢆࣉࢵࣛࢡ

࡞ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊ࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡃ࠸࡚

ࠊࡅศ࡟࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠶୙つ๎࡛ࡀ㏿ຍࡃ

ࢆ࠿࠸ࡍࡸࡌ⏕ሙ㠃࡛࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡧᚩཬ≉ࡢࢀࡒࢀࡑ

᳨ウࠊࡎࡲࠋࡓࡋ㏿ᗘኚ໬୍ࡢᐃᛶࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᅗ � ࡢ

ࠋ92*ࡓࡋẚ㍑ࢆᅇᩘ�ᅇᩘࠖࡿࡀᗈࡀ㛫㝸ࠕ䚸ࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ

⾲ࢆᯝ⤖ࡢࡇ � ⾲ࠋࡍ♧࡟ � ᗘኚ㏿ࠊ࡟࡜ࡶࢆᯝ⤖ࡢ

໬ࡀẚ㍑ⓗ୍ᐃ࡛つ๎ⓗ࡟ຍ㏿࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡃ࠸࡚ࡋ

ᅗࢆࣉࢵࣛࢡ ୙つ๎࡛ࡀ㏿ຍࡃ࡞ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊ�

ᅗࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠶ � ᅗࠋࡓࡋ♧࡟ � ࡟

⾲ࢆ౛ࡢ㏿ຍ࡞つ๎ⓗࡿࡅ࠾ � ᅗࠊ㯤࡛࡟ � ࡿࡅ࠾࡟

୙つ๎࡞ຍ㏿ࡢ౛ࢆ⾲ �  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧㟷࡛࡟

 

��1�1� ㏿ᗘኚ໬ࡀẚ㍑ⓗ୍ᐃ࡛ࡿ࠶౛ 
㏿ᗘኚ໬ࡀẚ㍑ⓗ୍ᐃ࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠶

ᅗࡕ࠺ࡢ � ࡽࢀࡇࠊࡎࡲࠋࡿ࡭㏙࡚࠸ࡘ࡟౛ࡓࡋ♧࡟

ࠊࢺࣥ࣋࢖ࡸᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫ࠸ከࡀᩘࡢᛂ᥼ᅋࠊࡣ࡟౛ࡢ

ᢠ㆟ࠊ࡝࡞ࣔࢹ኱つᶍ࡛኱ேᩘࡀཧຍࡿ࠸࡚ࡋ౛ࡀከ

఩࠸㧗ࡶࡾࡼほᐈࡸ⪅ཧຍࠊࡀ⪅ኴ㰘ዌࡸࡾ㡢㢌ྲྀࠋ࠸

ࡿ࠶ࡶ౛ࡿ࠸࡚ࡋඛᑟࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡽ࠿⨨

（VC36䠅ࠋཧຍ⪅ࡸほᐈࡢ⾲᝟ࡸ㌟᣺ືࡾసࢆほᐹࡿࡍ

㝈ࠊࡣ࡛ࡾᡭᢿᏊࡢ㛤ጞ๓ࡣ࡟✚ᴟⓗ࡟ᙉ࠸ឤ᝟ࢆ⾲᫂

ࡀ⪅ኴ㰘ዌࡸࡾ㡢㢌ྲྀࠋࡿ࠼ぢ࡟࠺ࡼ࠸࡞ᑡࡀពᛮࡿࡍ

ほࡸ⪅ཧຍ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡍಁࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

ᐈࡢὀពࢆᘬࠊࡁᙼࡢࡽཧຍឤࢆ㧗ࠊࡾࡓࡵឤ᝟ࢆ⾲᫂

ࡵࡓࡢⓗ┠ࡢࡑࠋࡿ࠼ぢ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡋㄏᑟ࡟࠺ࡼࡿࡍ

㏿ຍࡿ࠶ࡢⓗ࡛つᚊ⧊⤌ࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟

ᡭᢿᏊ࡚ࡋ࡜ᐇ᪋ࡿࡍᚲせࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࠶ࡀ௨

ୗࠊලయⓗ࡞ሙ㠃࡜ຠᯝ࡚࠸ࡘ࡟㏙ࠋ࠺ࡼ࡭ 

��1�1�1� ヨྜ後の⛠㈶のࡵࡓᡴࡘ౛ 

2016 ᖺࡢ EURO ࡼ࡟࣒࣮ࢳࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࡿࡅ࠾࡟

ᐃ୍ࡀᗘኚ໬㏿ࠊࡣVC2䠅）ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ

VC2ࠋࡿࡁศ㢮࡛࡟౛ࡿ࠶࡛ 㑅ࡢࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࠊࡣ࡛

ᡭࡀࡕࡓᛂ᥼ᅋࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟ࡶ࡜࡜ᡴ

ࡉಁ࡟ࡾ㌟᣺ࡢᅗྜࡢࡕࡓ㑅ᡭࠋࡿ࠸࡚ࡗ⚃ࢆ຾฼ࠊࡕ

ࠎᚎࢆࢀࡇࠋࡿࡵጞࡕᡴࢆᡭ࡟ࡶ࡜࡜㑅ᡭࡀᛂ᥼ᅋࠊࢀ

ࠋࡃ࠸࡚ࢀࡉᙧᡂࡀຍ㏿ᡭᢿᏊࡋ㏉ࡾ⧞ࡽࡀ࡞ࡋ㏿ຍ࡟

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡞඾ᆺⓗࡢࡵࡓ࠺⚃ࢆ຾฼ࡢ⏬ືࡢࡇ

ࡢ㈶⛠ࠊࢀࡉ▱ㄆ࡟ࣥ࢓ࣇ࣭࣮࢝ࢵࢧࡢ⏺ୡࠊࡀࣉࢵࣛ

࡟࠺ࡼࡿࢀࡓᆅ࡛ᡴྛࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࡵࡓ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࡞

2016 ᖺࡢ EURO ࡕ࠸ࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

࡛࣒࣮ࢳ࣮࢝ࢵࢧࡢ᪥ᮏࠊࡀࡢࡔࢇ㎸ࡾྲྀ࡟ᛂ᥼ࡃࡸࡣ

VC7ࠋࡿ࠶ ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀࡓᡴ࡟຾฼ᚋࡢ኱㜰ࣂࣥ࢞ࡣ

ࢆ຾฼ࠊࡾ࠶ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ

ືࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡞඾ᆺⓗࡢࡵࡓ࠺⚃

ࡀ㑅ᡭ㐩ࠊࡽ࠿⏬ EURO 2016 ᖺࡢຍ㏿ᡭᢿᏊࢆ෌⌧

࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ ࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ࡟ៅ㔜ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ

ࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢓ࣦࡿࡅ࠾࡟኱㜰ࣂࣥ࢞ࡢ௨ᚋࢀࡇࠋࡿ

᫬ࡌྠࠊ௚᪉ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡤ࿧࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࣂࣥ࢞ࠊࡣࣉ

ᮇ࡟ᶓ὾࣐ࣜࡢࢫࣀᛂ᥼ᅋࡀᡴࡓࡗ VC6-2 ヨྜ୰ࠊࡣ

VC7ࠊࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡓࢀࡓᡴ࡟ ࢀࡇࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋᏳᐃ࡝࡯

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠶ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊ࡟࠺ࡼࡢ౛ࡢࡽ

ከࡀ౛ࡿ࠶࡛⌧⾲࡞ᐃᆺⓗࡿ࠼୚ࢆ㈶⛠ࠊࡣ࡟ࣉࢵࣛࢡ

 ࠋࡿࢀࡽぢࡃ

��1�1�2� ヨྜ๓࡟൤ᘧⓗ࡟ᡴࡘ౛ 

ᅗ � ヨྜࠊࡕ࠺ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࡋ♧࡟

๓࡟ᡴࡿࢀࡓ౛ࡀ 2 ౛（VC20㸪VC27䠅ࡕ࠺ࠊࡾ࠶ VC27
࣋ࣥࣕ࢟ࠋࡿ࠶ヨྜ࡛ࡢࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ࣋ࣥࣕ࢟ࠊࡣ

࠸ࢆ₇ฟࡿ࠶ࡢ൤ᘧឤ࡟࠺ࡼࡢ๓㏙ࠊࡣࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࠊࡀࡿ࠸࡚࠼ຍ࠿ࡘࡃ

࣒࣮ࢳ࡟ヨྜ๓ࠊࡾ࠶ẚ㍑ⓗ୍ᐃ࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࡣࣉࢵࣛ

 
 

 

 

 

図 1　 速度変化が一定であるヴァイキング ・ クラップ
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⪄࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴ࡟൤ᘧⓗ࡚ࡡවࡶⓗ┠ࡿࡵ㧗ࢆኈẼࡢ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼

VC31ࠊ࠿࡯ࡢࡑ UEFA EURO 2020ࠊࡣ ࢔ヨྜ࡛ࡢ

࢖࢓ࣦ࡟ヨྜ๓ࠊࡀᛂ᥼ᅋࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁ࡜ࢻࣥࣛࢫ࢖

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡿ࠶౛࡛ࡓࡗᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟

㛤ጞࡀᑂุࠊ๓࡛┤ࡢࣇ࢜ࢡࢵ࢟ࡣࡢࡓࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛ

ྜᅗࢆ➜ࡢ྿ࠊࡁ࡜ࡿ࠸࡚ࡋ࡜࠺ࡇ➇ᢏሙࡢ཮᪉ࡢᛂ᥼

ᅋࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡀᡴࠊࡕヨྜࡾ┒ࢆ❧࡚࡚

 ࠋࡿ࠸

ࡅࡔᢏሙ➇ࡣヨྜࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

࣡ࣕࢪすࡢ࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ࡣ VC62ࠊࡤ࠼౛ࠋ࠸࡞ࡣ࡛

ᕞ࢞ࢧࢳࡢ➨ �୰Ꮫᰯ࡛㛤ദࡢ࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂࡓࢀࡉヨྜ

๓࡟ᡴࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀࡓ⏬㉁ࡣⰋ

ዲ࡛ࠊࡀ࠸࡞Ꮫᰯෆᰯࡢᗞ࡛ࣦࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓

ᡴࡿ࠸࡚ࢀࡓᵝᏊࡀ☜ㄆ࡛ࠋࡿࡁኴ㰘ዌ⪅ࡀ୰ኸ࡛ࣛࢻ

୧ࠋࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆኴ㰘ࡀேࡢูࡓࡗ࡞࡟⭜୰ࠊࡕᡴࢆ࣒

࿘ᅖࡢࡑ࡚࠸࡟ࡃ㏆ࡢ⪅ኴ㰘ዌࠊࡣほᐈ࡜㑅ᡭࡢ࣒࣮ࢳ

࣮ࢽࢥࣝࣂࡢ㝵 2 ⯋ᰯࡢᚋ᪉ࠋࡿ࠸࡛ࢇᅖ࡜ࡾࡿࡄࢆ

࡚ࡋཧຍ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡶ⏕Ꮫࡢࡃከࡿ࠸࡟

ࡢࡿ࡞␗࡜ࢀࡑࡢ኱఍ࢶ࣮࣏ࢫබᘧࡀ VC62ࠋࡿ࠸

ࡋࡑࠊᛂ᥼ᅋ࡜㑅ᡭࡢ୧᪉ࡢ࣒࣮ࢳࡿࡍᑐᡓࠊࡎࡲࠊࡣ

࡚ほᐈ඲ဨ࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡀཧຍࡇࡿ࠸࡚ࡋ

㑅ࠊほᐈࠊ࡚ࡋ࡜୰ᚰࢆ⪅ኴ㰘ዌࡢ఍ሙ୰ኸࠊ࡟ḟࠊ࡜

ᡭ࡚ࡋࡑࠊኴ㰘ዌ⪅ࡢ㊥㞳ࡀ᥋㏆ࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

࣒࣮ࢳࡢ࠿ࡽࡕ࡝ࠊࡣ VC62ࠊ࡜ࡿࡏࢃྜ࠼⪄ࢆࡽࢀࡇ

࡜ࡍฟࡁᘬࢆẼ⇕ࡢࠎேࡢ఍ሙࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ⯙㰘ࢆ

ྠ᫬ࠊ࡟఍ሙࡢ࡚࡭ࡍேࢆヨྜ࡟㛵ࡿࡏࡽࢃ൤ᘧ࡚ࡋ࡜

ࡓࡢᙺ๭ࡢࡑࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

ࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿࡍ㏿ຍ࡚ࡗಖࢆつ๎ᛶࠊࡣ࡟ࡵ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡓࢀࡉㄆ㆑࡜ࡿ࠶᭷ຠ࡛ࡀࣉ

 
��1�1��� ᢠ㆟デ࡛ࣔᡴࡘ౛ 

ᢠ㆟࡛ࣔࢹᡴࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀࡓ

VC36 ࡓࡋ࡜↛ᩚࠊ࡜ᡭᢿᏊࡿ࠶ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊࡣ

ືసࡸኌࢆ≉ᚩࠋࡿࡍ࡜ᅗ � VC70ࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡟ ྠࡶ࡟

ᵝࡢ≉ᚩࢆᣦ᦬࡛ࠋࡿࡁᢠ㆟ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࣔࢹ

࠸ࡿ࠶ࡋᛂ᥼ࠊ࡟࠺ࡼࡢࢀࡑࡢᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣࣉࢵࣛ

ࡁ࡛ ணࡢἣ≦ࠊࡓࡲࠊࡎࡽ࠾࡟๓┠ࡀࠎேࡿࡍᑐ┦ࡣ

ࠊࡵࡓࡿࢀࡓሙ㠃࡛ᡴ࠸࡞ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉᘝ⩻࡟ኚ໬࠸࡞

㡢㢌ྲྀࡶࡾཧຍ⪅࡜↛ᩚࡶつ๎ᛶࢆಖ࡚ࡗᡭࢆᡴࡘ⾜Ⅽ

ࡉ⤖ᅋࢆࠎேࡿࡍཧຍ࡟ᢠ㆟ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㞟୰࡟

ࡵࡓࡃᘬࢆὀពࡢ⪅㇟ᢠ㆟ᑐࠊ⪅ሗ㐨㛵ಀࡸ㏻⾜ேࠊࡏ

ࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠶ࡀ᪉ྥᛶࡓࡋ࡜↛ᩚࡢࡇࠊࡶ࡟

VC36ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶᭷ຠ࡛ࡀࣉ ࣝ࣎ࡢࣝࣟࢳ༡ࡣ

ࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓࢀࡓᡴ࡛ࣔࢹᢠ㆟ࡿࡅ࠾࡟ࣀ࣮࢓ࢶ

ከࡀேࡿ࠸࡚ࡋཧຍ࡟ࣔࢹᢠ㆟ࡽ࠿⏬ືࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛ

ࠊࡾ࠶ࡀᚩ≉ࡶ࡟ຍ㏿ᡭᢿᏊࠊࡀࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶࡛ᩘ

➇ᢏሙ࡛ᡴࡣ࡜ࢀࡑࡿࢀࡓ኱ࠊࡣ⾗⩌ࠊࡎࡲࠋࡿ࡞␗ࡃࡁ

ኴ㰘ࡸ௚ࡢᴦჾࢆ౑ࢆ࣒ࢬ࡚ࣜࡗస2ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ ᅇ

࠶ࢆኌ࡜”ㄒ࡛͆Freiheitࢶ࢖ࢻ࡟ᩧ୍࡟㛫ࡢᡭᢿᏊࡢ

ࡋᑐᓖ࡟⾗⩌ቭୖ࡛ࠊ௚᪉ࠋࡿࡏࢃྜࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ࡚ࡆ

⩌ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗᡴࢆᡭ࡟ࡶ࡜࡜⾗⩌ࠊࡶࡾ㡢㢌ྲྀࡿ࠸࡚

ࡇࡿࡏぢ࡚ࡆ࠶ࡕᣢࡋᑡࢆ⭎ࠊ࡟᫬ྠ࡜ࡿࡆ࠶ࢆኌࡀ⾗

࣮ࣟࢺࣥࢥࢆᗘኚ໬㏿ࡢᡭᢿᏊࡘᡴࡀ⾗⩌ࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜

VC36ࠊࡋణࠋࡿ࠸࡚ࡗಖ࡟ᐃ୍ࢆࢀࡑࡋࣝ ᡭࡿࡅ࠾࡟

ᢿᏊࡢຍ㏿ࠊࡣኚ໬ࡀឤࠋࡿ࠶࡛៏⦅࡝࡯࠸࡞ࢀྲྀࡌ 

��1�2� ㏿ᗘኚ໬୍ࡀᐃ࡛࠸࡞౛ 

㏿ᗘኚ໬ࡀẚ㍑ⓗ୙つ๎࡛ࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡿ࠶

ᅗࡕ࠺ࡢࣉ � 㡢㢌ࠊࡎࡲࠋࡿ࡭㏙࡚࠸ࡘ࡟౛ࡓࡋ♧࡟

ࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡸ౛࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࢆ㏿ຍࡀࡾྲྀ

࠿ᒆࡁ⾜࡟⪅ཧຍࡀ♧ᣦࡢ㏿ຍࠊ᭕᫕࡛ࡀసືࡾ㌟᣺ࡢ

ഴྥ࠸࡞ᐃ୍࡛ࡀ㏿ຍࠊࡣ࡟౛࠸࡞ࡁㄏᑟ࡛ࡃࡲ࠺ࠊࡎ

࠶ከᩘ࡛ࡀ⪅ᢏሙ࡛ཧຍ➇࠸ᗈࠊ࠿࡯ࡢࡇࠋࡿࢀࡽぢࡀ

཯ᑐࠋࡿࢀࡽぢࡀ౛࠸࡞ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊࡣ࡟౛ࡿ

౛࠸࡞ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊࡶ࡟౛ࡿࢀࡓᑡேᩘ࡛ᡴࠊ࡟

ࡘ࡟ሙ㠃࡞ලయⓗࠊ௨ୗࠋVC32㸪VC51䠅）ࡿࢀࡽぢࡀ

 ࠋ࠺ࡼ࡭㏙࡚࠸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
��1�2�1� ㏿ᗘࢆไᚚ࡟ࡎࡏᡴࡘ౛ 

World Cup Qualifiers 2019 ࢿࢻࣥ࢖ᑐ࢔ࢩ࣮࣐ࣞࡢ

ࣥࢱࢫࡀᛂ᥼ᅋࡢ࢔ࢩ࣮࣐ࣞ࡟ヨྜᚋࠊ࡚࠸࠾࡟ᡓ࢔ࢩ

ࡓࡗᡴ࡛ࢻ VC28-1 ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࢆ㏿ຍࡀࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ

VC28-1ࠋࡿ࠶඾ᆺ౛࡛࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ ࡚ࡋ⥆㐃ࠊࡣ 2 ᅇ

 
 

 

 

 

図 2　 速度変化が一定でないヴァイキング ・ クラップ
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ࢀᢡࡢࢀࡎ࠸ࠊࡀࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ

VC28-1ࠋࡿ࠸࡚ࡌ⏕ࡀพฝࡶ࡟⥺ ࠸㧗ࡀࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ

఩⨨࡛୧ᡭࢆ㢌ୖࡆ࠶࡟ᡭᢿᏊࢆᡴࠊࡽࢃࡓ࠿ࡘኴ㰘ዌ

ࢆኴ㰘࡚ࡏࢃྜࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ࡟ࡁືࡢࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡀ⪅

ᡴࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ㡢㢌ྲྀࡀࡾᥦ♧ࡶࡑࡀ࣏ࣥࢸࡿࡍ

ࡶ㛫㝸ࡘᡴࢆᡭࠊࡂࡍ㐜ࡣ࣏ࣥࢸࡢ๓༙ࠊ୙つ๎࡛ࡶࡑ

୍ᐃ࡛ࡽ࠿ࡇࡑࠋ࠸࡞ᡭᢿᏊࢆ၈✺࡟ຍ㏿ࡢࡇࠋࡿࡏࡉ

࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍㄏᑟࡃࡲ࠺࡟㏿ຍࢆᡭᢿᏊࡢᛂ᥼ᅋࠊࡵࡓ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡁ

��1�2�2� ຍ㏿ࢆᣦ♧ࡿࡍ㌟᣺ືࡾసࡀ᭕᫕࡛ࡿ࠶౛ 

㡢㢌ྲྀࡢࡾ㌟᣺ືࡾసࡀ᭕᫕࡛ࠊ࡜ࡿ࠶ほᐈࡀᡭࡓࢆ

࡟ᐃ୍ࢆᗘኚ໬㏿ࠊࡾ࡞ࡃࡃ࡟ࡋุ᩿ࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡃࡓ

ಖ࡚ࡿ࡞ࡃ࡞౛ࠋࡿ࠶ࡀVC58 ࡢ࣒ࢼࢺ࣋ࠊࡣ FPT ࣏

ࡓࢀࢃ⾜ᑓ㛛Ꮫᰯ࡛ࢡࢵࢽࢡࢸࣜ DJ ࢀࡉᢨ㟢࡛ࣝࢺࣂ

ኴ㰘ࠊࡃ࡞ࡣኴ㰘࡛ࠋࡿ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡓ

㡢ࢆᶍࡓࡋ㟁Ꮚ㡢ࡀ౑ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㐜࠸ᡭᢿᏊ࠸㏿ࡽ࠿

ᡭᢿᏊ࡜࡬ㄏᑟ࡚ࡋほᐈࢆࣥࣙࢩࣥࢸࡢ㧗࡟ࡽࡉࠊࡵᡭ

ᢿᏊࢆຍ㏿ࡓࡅࡽࡤ࡚ࡏࡉᢿᡭࠊࡋ࡟ḟࡢ᭤┠࡜࡬⛣⾜

ᛶ⏨ࡢ㉥᭹ࡢቭୖࡿ࠸࡚ࡗྲྀࢆ㡢㢌ࠋࡿ࠶ᵓᡂ࡛ࡿࡏࡉ

ྠ࡜ࡿࢀࡽࡏⓎࡀᴦჾ㡢ࠊࡣᡭᢿᏊ࡛ࡢᅇᩘࡵࡌࡣࠊࡣ

᫬࡟ᑠ้ࢆ⭎࡟ࡳ㟈ືࡢࡇࠋࡿࡏࢃసࡣຍ㏿ࡀ࣏ࣥࢸồ

ࠊࡀࡿࢀࢃᛮ࡜₇ฟࡿࡍᙉㄪ࡟ほᐈࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

㌟ࡿࡍ♧ᣦ࡟☜᫂ࢆ࣏ࣥࢸࡢᡭᢿᏊࡣసືࡿࡏࢃ㟈ࢆ⭎

᣺ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ㏿ᗘኚ໬୍ࡢᐃᛶࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᅗ � ࡛

⾲ࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛☜᫂࡝࡯ࢀࡑࡣ � ㏿ຍࠋ࠸పࡣ㡰఩ࡢ

ࣥࢸ㏿ຍࡢ㟁Ꮚ㡢࡟ࠎᚎࠊࡶほᐈࡶࡾ㡢㢌ྲྀࠊ࡜ࡴ㐍ࡀ

ࠋࡿ࡞࡟ࡳࡢ㏿ຍࡢᡭᢿᏊࡣ࡟ᚋ᭱ࠊࡁ࠸࡚ࢀ㐓ࡽ࠿࣏

౑ࡿ࠸࡚ࢀࢃᴦჾࡀኴ㰘࡛ࠊࡃ࡞ࡣ㌟᣺ືࡾసࢆక࡞ࢃ

ࡢཎᅉ࠸࡞ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊࡶ࡜ࡇࡓࡗ࠶㟁Ꮚ㡢࡛࠸

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶࡛ࡘ࡜ࡦ
 

��1�2��� ᗈ࠸➇ᢏሙ࡛኱ேᩘࡀᡴࡘ౛ 

ᗈ࠸఍ሙ࡛ཧຍ⪅ࡀከᩘ࡛࡟࡜ࡇࡿ࠶ຍࠊ࡚࠼㦁ࡋࡀ

౛ࡢἣ࡛≦ࡿ࠸࡚ࡗࡪ㧗ࡀឤ᝟ࡢ⪅ཧຍࠊࡾ࠶ቃ࡛⎔࠸

ࠊࡀ᫬Ⅼࡃ⪺ࢆ㡢ࡢኴ㰘ࡀほᐈࠊࡣ఍ሙ࡛࠸ᗈࠋ࠸ከࡀ

఍ሙෆࡢ఩⨨ࠊࡓࡲࠋࡿ࡞␗ࡾ࡞࠿࡚ࡗࡼ࡟ཧຍ⪅ࡸほ

ᐈࡢẼᣢࠊ࡜ࡿ᪸ࡀࡕኴ㰘ዌ⪅ࡸ㡢㢌ྲྀ࡟ࢀࡑࡀࡾᙳ㡪

ࡀ࡜ࡇࡿ࡞ࡃ࡞ಖ࡚࡟ᐃ୍ࢆ㏿ຍࡢᡭᢿᏊࡸኴ㰘ࠊࢀࡉ

ᗘኚ㏿࡜ࡘᡴࡀᢏሙ࡛኱ேᩘ➇࠸ᗈࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

໬୍ࢆᐃ࡟ಖ࡚ࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿ࡞ࡃ࡞౛2019ࠊࡤ࠼ ᖺ

࢔ࢩ࣮࣐ࣞࡢ FA Cup ᅜࣝࣜ࢞ࢠࣈ࡚࠸࠾࡟Ỵ຾ᡓࡢ

❧➇ᢏሙ࡛ᡴࡓࢀࡓ VC23 ୡࡓࢀࡉⓏ㘓࡟ࢫࢿࢠࠊࡣ

ࠊࡾ࠶࡛ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࠸ከࡀேᩘࡶ࡜ࡗࡶ࡛⏺

ヨྜ㛤ጞ๓࡟ 83,530 ேࡢほᐈࡀᡴ࢞ࢠࣈࠋࡿ࠶࡜ࡓࡗ

ࣜࣝᅜ❧➇ᢏሙᩘ࡟࠺ࡼࡢ୓ேࢆ཰ᐜࡿࡍ኱ᆺ➇ᢏሙ࡛

ࡀ㊥㞳ࡢ࡜ᖍࡢഃ࠸࠿ྥࠊࡣ 150ࠥ200m ⛬ᗘࡓࡿ࠶ࡣ

ࠊࡣኴ㰘㡢ࡸᢿᡭ㡢ࡿࡍⓎࡀᛂ᥼ᅋࡢ࣒࣮ࢳᡭ┦ࠊࡵ

0.5 ⛊⛬ᗘ㐜ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠼ࡇ⪺࡚ࢀຍࠊ࡚࠼

VC23 ࢘ࣛࢢࠋ࠸ࡽ࡙࠼ぢࡀసືࡾ㌟᣺ࡢࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ

ࠊࡀࡿ࠼ぢࡀࡾ㡢㢌ྲྀࠊ࡟ูࡣ࡜㑅ᡭࠊࡣ࡟୰ኸࡢࢻࣥ

1 ே࡛ࡣ࡟࠺ࡼࡿ࠶ぢࠋ࠸࡞࠼㡢㢌ྲྀࡢࡾどぬ᝟ሗࡳࡢ

ࡢᩘ「ࠊࡤࢀࡍ࡜ࡿィࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡀほᐈ࡟ࡾ࠿ᡭ᥃ࢆ

㡢㢌ྲྀࡢࡾ㌟᣺ືࡾస࡟ᑡࡓࡌ⏕ࡀࢀࡎࡶ࡛ࡋሙྜࠊࡣ࡟

ࠊ࡟ලయⓗࠋࡿ࡞ࡃࡋ㞴ࡀ࡜ࡇࡿ࡜࡟㐺ษࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ

VC23 ࡟௨ୖࡘ஧ࡀ㞟ᅋࡘᡴࢆ㏵୰࡛ᡭᢿᏊࡢ㏿ຍࡣ࡛

ศ⿣ࠋ93*ࡿ࠼ࡇ⫈࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡋ 
 

��1�2�4� ᪥ᖖⓗ࡞άື⎔ቃ࡛ᡴࡘ౛ 
ࠊࡾࡓࡗ࠿࡞ᑡࡀཧຍேᩘࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

᪥ᖖⓗ࡞άື⠊ᅖ࡛ࣦࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ᡴࡘ౛࡟

VC32ࠊࡤ࠼౛ࠋࡿ࠶ࡀ౛࠸࡞ᐃ୍࡛ࡀᗘኚ໬㏿ࠊࡶ ࠊࡣ

ᆅ࡚ࡋ࡜බ┈άືࡀேẼ㑅ᡭࡢࢫ࣮ࢲ࢖࣭ࣞࣛ࣋ࣥࣕ࢟

ඖ࣮ࣜ࢔࣓࣭ࢺࣥࢭࡿ࠶࡟ᑠᏛᰯࢆゼၥࠊࡋయ⫱ࡢᤵᴗ

࡛⏕ᚐࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡟ࡕࡓᣦᑟࡿ࠸࡚ࡋሙ

㠃࡛ࠋࡿ࠶⣙ 30 ேࡢ⏕ᚐࡀ㑅ᡭࡢᣦ♧࡟ᚑ࢖࢓ࣦ࡚ࡗ

࡜ࡦࠊᚋ༙࡛ࡢ⏬ືࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟

ࡃ࠸࡚ࢀࡎࡣࡽ࠿ࢀࡑࡢᚐ⏕ࡢ௚ࠊࡀᡭᢿᏊࡢᚐ⏕ࡢࡾ

ࡀ㏿ຍࡽ࠿᫬Ⅼࡢࡑࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࢃᥞࡀᡭᢿᏊࡢ඲యࠊ࡜

୍ᐃ࡛ࠋࡿ࡞ࡃ࡞ 
୍᪉ࠊVC51 ࡣ 8 ேࡢᏊ౪ࡀ᪥ᖖⓗ࡞⎔ቃ࡛ࣦ࢟࢖࢓

3ࠊ౛࡛ࡿ࠸࡚ࡗᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ ேࢵ࣍ࢫ࢖࢔ࡀ

ࡾṧࠊࡾྲྀࢆ㡢㢌࡚࠸྇ࢆࣝࣈ࣮ࢸ࡛ࢡࢵ࢕ࢸࢫࡢ࣮ࢣ

ࡢ 5 ேࡀᡭᢿᏊࢆᡴࢆ࣒ࢬ࡛ࣜࢡࢵ࢕ࢸࢫࠋࡿ࠸࡚ࡗ

Ꮚࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄࡜࠸ࡋ㞴ࡾࡼࡘᡴࢆኴ㰘ࠊࡣ࡜ࡇࡿྲྀ

౪ࠊࡣࡕࡓຍ㏿୍ࡢᐃᛶ࡟≉ࢆẼ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ࡎࡅ࠿࡟

㡢㢌ࠋࡿ࠼ぢ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡛ࢇ㐟࡚ࡗᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ

ࡢ௨ୖࠋࡿ࠶࡛☜୙᫂ࡶᏑᅾࡢࡾྲྀ 2 ౛ࠊࡣᡴࡕᡭࡀ

ᑠᏛ⏕࡛ࠊࡾ࠶㏿ᗘኚ໬୍ࢆᐃ࡟ಖ࠺࠸࡜ࡘㄆ㆑ࡁ࡛ࡀ

࡜ࡿ࠶ཎᅉ࡛ࡿ࠸࡚ࡋ࡟୙つ๎ࢆ㏿ຍࠊࡀ࡜ࡇ࠸࡞࠸࡚

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄
 

��2� ᡴࡾࢃ⤊ࡕ 

᭱ᚋࠊ࡟ᅗ ᅗࠊ� � ࣥ࢟࢖࢓ࣦࡽ࠿≦ᙧࡢ⥺ࢀᢡࡢ

ウᑐ᳨ࠋࡿࡍウ᳨ࢆᚩ≉ࡢ᪉ࡾࢃ⤊ࡕᡴࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ࡓࡋ࡜㇟ 70 ౛ࡾࢃ⤊ࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ᪉࡟

�� 7PM����
����� (FJKVUTV�,PHBLV��UIF�+PVSOBM�PG�%FTJHO



 

 
 

ࡿࢃ⤊ࡲࡲࡢࡑ࡚ࡋ⾜⛣࡟ᢿᡭࡓࡅࡽࡤࠊࡣ 48 ౛ࠊຍ

ࡿࡍ⾜⛣࡟ࡕᡭᡴ࠸࡞ࡢ㏿ 22 ౛ࠋࡿ࠶ࡀ 
 

 ౛ࡿࢃ⤊ࡲࡲのࡑ࡚ࡋ⾜⛣࡟ᢿᡭࡓࡅࡽࡤ ���2�1

ࡀ౛ࡿࢃ⤊ࡲࡲࡢࡑ࡚ࡋ⾜⛣࡟ᢿᡭࡓࡅࡽࡤ 70 ౛୰

48 ౛࡜ከࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡽ࠿࡜ࡇ࠸ᡴࡕ

ࡽࡤࠊࡎࡽࢃ࠿࠿࡟↓᭷ࡢㄏᑟࡢ࡬ᡭᢿᏊࠊࡣ࡟ࡾࢃ⤊

࡞඾ᆺⓗࠋࡿ࠼࠸࡜ࡿ࠶ࡀഴྥࡿ࡞࡟ᢿᡭࡓࡅ 10 ౛ࢆ

ᅗ � ࠊࡣຠᯝࡿࡍ⾜⛣࡟ᢿᡭࡽ࠿ᡭᢿᏊ࠸㏿ࠋࡓࡋ♧࡟

ᡭᢿᏊࡢ㛫㝸ࡀ㏻ᖖࡢᢿᡭࠊࡋ⦰▷ࡶࡾࡼ⥭ᙇࡀ㧗ࡾࡲ

఍ሙࡢ㞺ᅖẼ᭱ࡀ㧗₻࡟㐩ࠊ࡟ࡁ࡜ࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ⥭ᙇࢆ

ゎࡁ఍ሙࡢ㞺ᅖẼࢆ࿴࠶࡛࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿࡏࡲ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
��2�2� ຍ㏿の࠸࡞ᡭᡴࡿࡍ⾜⛣࡟ࡕ౛ 

ຍ㏿࠸࡞ࡢᡭᡴࡿࡍ⾜⛣࡟ࡕ౛ࠊ࡟ࡽࡉࡣ➼㛫㝸ࡢᡭ

ᢿᏊࢆࡳࡢᡴࡿࡅ⥆ࡕ 2 ౛ࠊ఍ሙ࡟ὶࡿࢀ㡢ᴦࢬࣜࡢ

ࡿࡏࢃྜ࡟࣒ 4 ౛ࡓࡅࡽࡤࠊᢿᡭࡢ⮬⊃࡟ࡽࡉࡽ࠿ᡭ

ᡴࡿࡍ⾜⛣࡟࣮ࣥࢱࣃࡕ 9 ౛ࠊᡭᢿᏊࡲࡲࡓࡵ㏿ࢆṆ

ࡿࡵ 7 ౛࡟ศ㢮ࡲࡲࡓࡵ㏿ࠋ94*ࡿࢀࡉṆࡿࡵ౛ࡀᑡ࡞

ࠊ࡜ࡿࡍ⦰▷ࡶࡾࡼᢿᡭࡢ㏻ᖖࢆ㛫㝸ࡢᡭᢿᏊࠊࡣࡢ࠸

ᥞ࡚࠼ᡴࡀ࡜ࡇࡘ㞴ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡿ࡞ࡃࡋ

ຍ㏿࠸࡞ࡢᡭᡴࡿࡍ⾜⛣࡟ࡕ 22 ౛ࡕ࠺ࡢ 10 ౛ࢆᅗ �

VC18ࠊVC6-2ࠋࡓࡋ♧࡟ ࠊ⾜⛣ࡢ࡬ᡭᢿᏊࡢ㛫㝸➼ࡣ

VC40ࠊVC58ࠊVC68ࠊVC69 ࡏࢃྜ࡟࣒ࢬࣜࡢ㡢ᴦࡣ

VC67ࠊVC52ࠊVC44ࠊVC4ࠊࡿ ⊃ࡽ࠿ᢿᡭࡓࡅࡽࡤࡣ

 ࠋࡿ࠶౛࡛ࡢ⾜⛣ࡢ࡬࣮ࣥࢱࣃ⮬
 

��2�2�1� ➼㛫㝸のᡭᢿᏊのࡳᡴࡿࡅ⥆ࡕ౛ 

ຍ㏿࠸࡞ࡢᡭᢿᏊ࡚ࡋ⾜⛣࡟ᡴࡿࡅ⥆ࡕ VC6-2 ᶓ὾ࡣ

VC18ࠊࢫࣀ࣐ࣜ  ࡼ࡟ᛂ᥼ᅋࡢ࣒࣮ࢳࡢࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࡣ
 ᭰ࡾษ࡟ᡭᢿᏊࡢ㛫㝸➼࡟ࡄࡍࡶࡽࡕ࡝ࠊࡀࡿ࠶౛࡛ࡿ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VC6-2ࠋࡿ࠸࡚࠼ ࡬ᡭᢿᏊ࡞࣑ࣝ࢝ࢬࣜࡢࡇࡿࡅ࠾࡟

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉពᅗ࡟ィ⏬ⓗࠊࡣ⾜⛣ࡢ
 

��2�2�2� ఍ሙ࡟ὶࡿࢀ㡢ᴦのࣜࡿࡏࢃྜ࡟࣒ࢬ౛    

ຍ㏿࠸࡞ࡢᡭᢿᏊ࡚ࡋ⾜⛣࡟఍ሙ࡟ὶࡿࢀ㡢ᴦࢬࣜࡢ

ࡿ࠸࡚ࡏࢃྜ࡟࣒ 4 ౛ࠊࡕ࠺ࡢVC68㸪VC69 ࢹᢠ㆟ࡣ

VC40ࠊ౛ࡢࣔ ࠊ౛ࡓࢀࡓᡴ࡛ࢪ࣮ࢸࢫࡢ⚍㡢ᴦࡣ

VC58 ࡢ࣒ࢼࢺ࣋ࡣ DJ VC68㸪ࠊࡎࡲࠋࡿ࠶࡛ࣝࢺࣂ
VC69 ࠊຍ㏿㒊ศ࡛࡞࠿ࡸ⦅ࡢᚋ༙ࠊ࡜ࡿぢ࡛⥺ࢀᢡࢆ

ཧຍ⪅ࡣ㡢ᴦ࡚ࡏࢃྜ࡟࣒ࢬࣜࡢᡭࢆᡴࠊࡽࡀ࡞ࡕᢠ㆟

ࡢ࣒ࢼࢺ࣋ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡛ࢇྉࢆ࣮ࣥ࢞ࣟࢫࡢࣔࢹ DJ
ࡓࢀࡓᡴ࡛ࣝࢺࣂ VC58 ࡢࣔࢹᢠ㆟ࠊࡶ 2 ౛ࡌྠ࡜≉

ᚩࢆᣢࠋࡿ࠸࡚ࡗ௚᪉ࡢ࣮ࢠࣝ࣋ࠊ㡢ᴦ⚍࡛ᡴࡓࢀࡓ

VC40 ㏿ຍ࡟ᆒ୍ࡾࡼࡀ඲యࠊ࡜ࡿࡍẚ㍑࡜ࡽࢀࡇࠊࡣ

࡟࣒ࢬࣜࡢ㡢ᴦࡽ࠿࡚ࡋ㏿ῶࡋᑡ࡟஢᫬⤊ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡏࢃྜ

ターࣃのࡕᡭᡴ࡟ࡽࡉࡋ⾜⛣࡟ᢿᡭࡓࡅࡽࡤ �����2�2

ンࡿࡍ⾜⛣࡟౛ 

VC4㸪VC9ˈVC20ˈVC42ˈVC44ˈVC52ˈVC55㸪
VC57㸪VC67 ࡢ 9 ౛ࡓࡅࡽࡤࠊࡣᢿᡭ࠿ࡇࡑࡋ⾜⛣࡟

ࠋࡿ࠶౛࡛ࡿࡍ⾜⛣࡟࣮ࣥࢱࣃࡢࡕᡭᡴࡢ⮬⊃࡟ࡽࡉࡽ

ࡕ࠺ࡢࡇ VC9㸪VC44㸪VC52 ȃ 3 ᛂ᥼ᅋࡢ᪥ᮏࠊࡣֻ

࣮ࢳ࡛࣮ࣥࢱࣃࡢࡕᡭᡴࡣ᪥ᮏ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴࡾࡼ࡟

ࡢ᪥ᮏࡀᛂ᥼᪉ἲࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡍᛂ᥼ࢆ࣒

࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚࠼୚ࢆᙳ㡪࡟ࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

VC52ࠊࡤ࠼౛ࠋࡿ ࢀࢃ⾜༡㧗ᰯ㔝⌫㒊࡛⯆ࡢ┴⦕Ἀࡣ

ࡑࡼ࠾ᚐ⏕ࠊࡾ࠶࡛⩦ண⾜₇ࡢᛂ᥼ࡓ 10 ேࡀ㡢㢌ྲྀࡾ

࡟ࡶ࡜࡜㡢ࡢኴ㰘࡜ࡃ㏆࡙࡟ࡾࢃ⤊ࡕᡴࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ᢿᡭࡢ⮬⊃࡟࡜࠶ࡢࡑࠊࡀࡿࡅࡽࡤࡶᡭᡴ࣮ࣥࢱࣃࡢࡕ

図 3　 ばらけた拍手に移行するヴァイキング ・ クラップ

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 4　 加速のない手打ちに移行するヴァイキング ・ クラップ

芸術工学研究 7PM����
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 ࠋࡿධࡀኌࡅ᥃ࡢ᪥ᮏᘧ࡟ࡽࡉ࡟࣮ࣥࢱࣃࡢࡇࠋࡿ࡞࡟
 

 ࡟ࡾࢃ⤊ �6

ᮏ✏࡛ࠊࡣຍ㏿ᡭᢿᏊࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢ࡚ࡋ࡜

ࡢࣉ 70 ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡎࡲࠋࡓࡋẚ㍑᳨ウࢆࢱ࣮ࢹࡢ

ᐃᆺࠊ஺஫ᡴࠊ୪⾜ᡴࠊ༢⊂ᡴࠊࢆ᪉ࢀࡓᡴࡢࣉࢵࣛࢡ

ᡴࡢ 4 ࡋウ᳨ࢆࢀࡒࢀࡑࠊࡋศ㢮࡚ࡋ࡜ᇶᮏᵓ㐀ࡢ✀

≦ࡸሙࡿࢀࡓᡴࡀࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ḟࠋࡓ

ἣ₇ࠊฟ᳨࡚࠸ࡘ࡟ウࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡋ

࠿ഃ㠃ࡢᐃᛶ୍ࡢ㏿ຍࠊࢆᚩ≉ࡢ㏿ຍࡿࢀࡽࡳ࡟ࣉࢵࣛ

 ࠋࡓࡋウ᳨࠸⏝ࢆ➼ࣇࣛࢢ⥺ࢀᢡࠊࡽ

௨ୗࠊⱝᖸࡢ⪃ᐹࢆ㏙࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡎࡲࠋ࠺ࡼ࡭

ࡿ࠶ᡭᢿᏊ࡛ࡓࡋᬑཬࡽ࠿ࢻࣥࣛࢫ࢖࢔ࠊࡣࣉࢵࣛࢡ

ぢࡀࡾ೫࡟ᆅᇦⓗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓ඲ୡ⏺࡛ᡴࡣᅾ࡛⌧ࠊࡀ

ฟࡢ✀ࡿ࠶ࠊࡽ࠿࡜ࡇ࠸࡞ࡏᬑ㐢ᛶࢆᣢࡓࡗᡭᢿᏊ࠶ࡢ

ࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ḟࠋ95*ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶᪉࡛ࡾ

ࢹᢠ㆟ࠊࢺࣥ࣋࢖✀ྛࠊᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

࢖࢓ࣦࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡓᡴ࡟ᶵ఍࡞ࡲࡊࡲࡉ࡝࡞ࣔ

ࢶ࣮࣏ࢫࡣࡢࡘᡴ࡟൤ᘧⓗࡋ㏉ࡾ⧞ࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟

➇ᢏࢀࡑࠊࡾ࠶࡛ࡳࡢ௨እ࡛ࢺࣥ࣋࢖ࡢᡴࡁ࡜ࡿࢀࡓ

 ࠋࡿࢀࡓᡴࢀࡉ⏬㒔ᗘ௻ࡢࡑࡶࢀ࡝ࠊࡣ
ࠊࡣࡢࡘᡴࢆࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ᢏ࡛ࣦ➇ࢶ࣮࣏ࢫ

㞺ᅖẼࡢᢏሙ➇ࠊࡾࡓࡗ⚃ࢆ຾฼ࠊࡾࡓࡋᛂ᥼ࢆ࣒࣮ࢳ

ࡍ࡟ຠᯝⓗࢆᛂ᥼ࡾࡼ࡟సືࡢ㞟ᅋࠊ࡝࡞ࡿࡆୖࡾ┒ࢆ

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ࡵࡓࡿᚓࢆຠᯝࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓࡿ

ࡲࠋࡿ࠶ࡀᚩ≉࠸࡞ࡣ࡟ᡭᢿᏊࡸᢿᡭࠊࡣ࡟ࣉࢵࣛࢡ

ࠊࡾࡼ࡟㏿ຍࡢᡭᢿᏊࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡎ

ࡿࡍᑐᛂ࡟ࡉࡋ⃭ࡿࡎ⏕࡟㛫ⓗ▐ࡢ᭷≉࡟ᢏ➇ࢶ࣮࣏ࢫ

⥭ࡿࡲ㧗࡟Ẽ୍ࡾࡼ࡟㏿ຍࡢᡭᢿᏊࠋࡿࡍ࡟⬟ྍࢆ⌧⾲

ᙇࡸ⯆ዧࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ➇ᢏࡀᣢࡸࡉࡋ⃭ࡘⲨࢆࡉࡋࠎ⾲

୰ࡢ㡢㡪࡜ຍ㏿⾜Ⅽࠊࡣ⌧⾲ࡢࡉࡋ⃭࡞ᒁᡤⓗࠋࡿࡍ⌧

㏻ᖖࠊࡣᖜࢀ᣺ࡢ⌧⾲ࡢࡑࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࡉぢฟ࡟

ࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ḟࠋ࠸ࡁ኱࡜ࡗࡎࡶࡾࡼᢿᡭࡸᡭᢿᏊࡢ

㞟ᅋࡢ⪅ཧຍࠊࢆࡉࡋ⃭ࡓࡋฟ✺ࡢࡇࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢ

ⓗពᛮࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ⌧⾲࡚ࡋ࡜㏿ᗘኚ໬୍ࢆᐃ࡟ಖࠊࡕ

つᚊࢆ⋠⤫࡜☜ಖ࢟࢖࢓ࣦࠊ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ

ࠊ࡟Ṧࠋࡿࢀࡓᡴ࡟ⓗ࡛ィ⏬ⓗ⧊⤌ࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ

ヨྜ๓ࠊ࡟㏿ᗘኚ໬୍ࢆᐃ࡚ࡋ࡟ᡴࠊࡣ࡟ࡁ࡜ࡘⲮ㔜࡞

൤ᘧᛶࢆసࡾฟࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡍ

㡢㢌ࠊࡵࡓࡿࡍ࡜௳᮲ࢆィ⏬ᛶ࡜ᛶ⧊⤌ࡢࡇࠊࡣࣉࢵࣛ

㏿ຍࠊ࡚ࡗࡼ࡟᪉㔪ࡸࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡢ⪅ኴ㰘ዌࡸࡾྲྀ

㞟ᅋ࠸࡞ࡢ㏿ຍࠋࡘᣢࢆᚩ≉࠺࠸࡜ࡿࢀࡉᕥྑࡃࡁ኱ࡀ

ᢿᡭ࡛ࡶィ⏬ⓗ࡟ᡭࡀᡴ࢟࢖࢓ࣦࠊࡀࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡓ

ࠊ࡟ࡽࡉࠋ࠸࡞ࡣᙧᘧᛶࡸ⋠⤫࡞࠺ࡼࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ

ࡢࡇࡢ࡜⪅ཧຍ࡜ࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦ

᥃ࢆ࠸ྜࡅ๓ᥦࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࡍ࡜ᗈ࠸➇ᢏሙ࡛ᡴࡿࢀࡓ

どぬຠᯝࠊ࡝࡞ࡿࡍᕤኵࢆ᪉ࡏぢࡢࡾ㡢㢌ྲྀࠊࡣ࡟ࡁ࡜

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࡢࣔࢹᢠ㆟ࠋࡿ࠶ᚩ࡛≉ࡶ₇ฟࡿ࠼ッ࡟

൤ᘧⓗࡘ࠿ⓗ⧊⤌ࡓࡋ࡟ᐃ୍ࢆᗘኚ໬㏿ࠊࡣ࡛ࣉࢵࣛࢡ

ࡵ㧗ࡏࡉ⥆ᣢࢆᅋ⤖ᚰࡢ⪅ཧຍࠊࡀ࡜ࡇࡿ࠶᪉࡛ࡕᡴ࡞

࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢ௨ୖࠋࡿ࠸࡛ࢇ⏕ࢆຠᯝࡿ

ᑐ࡟ࡉࡋࠎⲨࡸࡉࡋ⃭ࡢᢏ≉᭷➇ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣࣉࢵࣛࢡ

ᛂࠊ࡜⌧⾲ࡿࡍ⤌⧊ⓗࡘ࠿൤ᘧⓗ࠺࠸࡜⌧⾲࡞஧ࡢࡘ⾲

ࡢࡘ஧ࡢࡇࠊ࡟ࡽࡉࠊࡾ࠶Ⅽ࡛⾜ࡕᡭᡴࡿࡏࡉඹᏑࢆ⌧

≉ᚩࢆ⫼ᬒࠊ࡟㞟ᅋࡿࡼ࡟⤌⧊ⓗ࡞ᡭᡴࡕ⾜Ⅽ࡛࡞ࡾ࠶

࠸࡜ࡿ࠶Ⅽ࡛⾜ࡕᡭᡴࡿࡍ࡜⬟ྍࢆ⌧⾲࡞ಶᛶⓗࠊࡽࡀ

ከᵝᛶࡢࡇࡢࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓ࣦࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺
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表 2－1  2016 年以後のヴァイキング・クラップのデータ 

データ VC1 *1 VC2 *2 VC3 *3 VC4 *4 VC5 *5 
VC6ᵋ1/ 

VC6ᵋ2 *6 
VC7 *7 VC8 *8 VC9 *9 VC10 *10 

જ࠰ࢨஉ日 2016/6/17 2016/6/23 2016/6/28 2016/7/5 2016/7/8 2016/7/9 2016/7/30 2016/10/10 2016/10/15 2016/12/18 

データ公開日 2016/7/9 2016/6/23 2016/6/28 2016/7/6 2016/7/10 2016/7/13 2016/7/31 2016/12/3 2016/10/16 2016/12/19 

イベント名 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵣnglanᶂ ᶔs 

ᵵales 2ᵋ1） 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵟustᶐᶇa） 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵣnglanᶂ） 

ᵣuᶐo 2016 

ᵣuᶐo 2016  

semᶇᵋᶄᶇnal 

（ᵥeᶐmanᶗ ᶔs 

Fᶐanᶁe） 

್ාἰリἠス ᶔs 

アビスパᅦޢ 

ガンバ大᧵ ᶔs

サンフレッチỹ

広޽ 

ᵵoᶐlᶂ Cuᶎ 

ᵯualᶇᶄᶇᶁatᶇon 

2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵲuᶐᶉeᶗ） 

ිԧレッἌ ᶔs

ガンバ大᧵ 

ᵠᵠC Sᶎoᶐts 

ᵮeᶐsonalᶇtᶗ 

2016 

会場の名称 
カーデỵフ・シἘỵ・

スタジアム 

スタッド・ドỷ・ 

フランス 

アリアンツ・ 

リ὆ỵỺラ 
不明 

スタッド・ 

὆ỹロドローム 

್ා国ᨥ 

ዮ合競技場 

 ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

ラウガルタルス

὆ỹルル 

ؖྚスタジアム

2002 

ゲンἘỵン・ 

アリーナ・ 

バーἱンガム 

会場の所在国 ウỹールἌ フランス フランス アイスランド フランス 日ஜ 日ஜ アイスランド 日ஜ イギリス 

拍手者居住地 ウỹールἌ アイスランド アイスランド アイスランド フランス 日ஜ（್ා） 日ஜ（大᧵） アイスランド 日ஜ（大᧵） イギリス 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋内 

機会/種目 ടᡇࡸχ サッカー サッカー ടᡇࡸχ サッカー サッカー サッカー サッカー サッカー ੉ចࡸ 

ؕஜನᡯ ҥ཯打 ҥ཯打 ҥ཯打 定型打 ҥ཯打 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
26828 80698 35624 （15000） 67394 72327 40000 9800 62300 15685 

打撃数 18 14 17 21 13 8/11 12 20 14 39 

最大間隔 1.86 5.90 4.68 3.16 2.69 8.01/7.50 4.65 5.61 5.90 5.32 

最小間隔 0.61 0.64 0.56 0.68 0.66 4.48/0.82 0.35 0.49 0.89 0.26 

加速時間 19.2 28.6 30.5 28.7 18.3 49.7/19.2 17.5 43.7 34.6 48.3 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
広場の全؏ 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
不明 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ ᚇܲ席全˳ 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明(高所) 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明 ᑈӨ 

加速開始の 

合図 
V 字 V 字とੑけ声 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 なし 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 
ばらける→手打ち

のパタン 
ばらける拍手 手拍܇ ばらける拍手 ばらける拍手 

ばらける→手打ち

のパタン 
ばらける拍手 

場面 Ѓଆ 試合後 試合後 不明 試合後 試合中 試合後 不明 試合Э 不明 

 
 

データ VC11 *11 VC12 *12 VC13 *13 VC14 *14 VC15 *15 VC16 *16 VC17 *17 VC18 *18 VC19 *19 VC20 *20 

જ࠰ࢨஉ日 2017/3/23 2017/7/23 2017/8/23 2017/9/7 2017/11/19 2018/1/14 2018/4/8 2018/6/16 2018/8/19 2019/1/13 

データ公開日 2017/3/25 2017/7/23 2017/8/23 2017/9/7 2017/11/21 2018/1/15 2018/4/9 2018/6/16 2018/8/20 2019/1/14 

イベント名 

ᵵoᶐlᶂ Cuᶎ 

ᵯualᶇᶄᶇᶁatᶇon 

2017 

（中国 ᶔs ᪡国） 

ᵳᵣFᵟ ᵵomenᵅs 

ᵣᵳᵰᵭ 2017 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

Sᶕᶇtᶘeᶐlanᶂ） 

ᵟFC Cuᶎ 

（ᵠengaluᶐu FC 

ᶔs ᵟᶎᶐᶇl 25 

SC） 

 Fᵧᵠᵟ ᵣuᶐo 

ᵠasᶉet 2017 

（Fᶇnlanᶂ ᶔs 

ᵧᶁelanᶂ） 

ᵬFL  

ᵫᶇnnesota 

Vᶇᶉᶇngs 

ᵬonᵋFᵧFᵟ 

 Fᶐᶇenᶂlᶇes  

（ᵧnᶂonesᶇa ᶔs 

ᵧᶁelanᶂ） 

ᵮeᶐsᶇᶀ ᵠanᶂung 

ᶔs ᵫᶇtᶐa ᵩuᶉaᶐ 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵟᶐgentᶇna） 

ᵟFC ᵳ23 

（Vᶇetnam 

 ᶔs 日ஜ） 

ᵠᵫS Cuᶎ  

2019 

会場の名称 ᝶ᇕ˳Ꮛ中࣎ 
ドỷーἘỵンἪム・ 

スタジアム 

シュリー・カン 

Ἐỵーラ὆ỳ・ 

スタジアム 

ἡートウỻール・

アリーナ 

ᵳS バンク・ 

スタジアム 

ゲロラ・ブン・カルἠ・

スタジアム 

ゲロラ・バンドン・ 

ラウタン・アピ・ 

スタジアム 

スパルタク・ 

スタジアム 

ウỵバὁ・ムクἘỵ・ 

スタジアム 

チアンジュール・ 

 ・ἱἝサッカー࠰ݲ

スタジアム 

会場の所在国 中国ฯҤႾ Ỽランἒ インド フỵンランド アἳリカ インドネシア インドネシア ロシア ベトナム インドネシア 

拍手者居住地 中国 アイスランド 
インド 

（ベンガル） 

フỵンランド ᵄ 

アイスランド  

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 
アイスランド 

インドネシア 

（バンドン） 
アイスランド ベトナム インドネシア 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋内 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 

機会/種目 サッカー サッカー サッカー バスケットボール ラἂビー サッカー サッカー サッカー サッカー 開ࠧࡸ 

ؕஜನᡯ 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
55000 12600 25000 14000 66860 88000 38000 不明 

28778 

（100ὼ200 人） 
不明 

打撃数 28 9 18 13 21 10 11 21 16 10 

最大間隔 2.19 1.12 1.98 5.72 6.20 2.79 3.31 5.35 3.99 3.21 

最小間隔 0.57 0.54 0.67 0.82 0.68 0.83 0.83 0.31 0.82 0.81 

加速時間 40.3 6.3 21.5  29.5 34.0 16.2 19.9 26.6 24.2 13.5 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ ᚇܲ席全˳ 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

応援団݃りの 

トラック 
不明 

応援団݃りの 

トラック 
ᚇܲ席のέ頭 

競技場内の 

高所 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
競技場の中央 不明 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
競技場の中央 

加速開始の 

合図 
不明 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 手拍܇ ばらける拍手 
ばらける→手打ち

のパタン 

場面 試合後 不明 試合後 不明 試合Э 不明 試合後 試合Э 試合後 試合Э 

表 ����ࠉ��� ᖺ௨ᚋのࣦࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓のࢱ࣮ࢹ

�� 7PM����
����� (FJKVUTV�,PHBLV��UIF�+PVSOBM�PG�%FTJHO



 

 
 

表 2－1  2016 年以後のヴァイキング・クラップのデータ 

データ VC1 *1 VC2 *2 VC3 *3 VC4 *4 VC5 *5 
VC6ᵋ1/ 

VC6ᵋ2 *6 
VC7 *7 VC8 *8 VC9 *9 VC10 *10 

જ࠰ࢨஉ日 2016/6/17 2016/6/23 2016/6/28 2016/7/5 2016/7/8 2016/7/9 2016/7/30 2016/10/10 2016/10/15 2016/12/18 

データ公開日 2016/7/9 2016/6/23 2016/6/28 2016/7/6 2016/7/10 2016/7/13 2016/7/31 2016/12/3 2016/10/16 2016/12/19 

イベント名 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵣnglanᶂ ᶔs 

ᵵales 2ᵋ1） 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵟustᶐᶇa） 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵣnglanᶂ） 

ᵣuᶐo 2016 

ᵣuᶐo 2016  

semᶇᵋᶄᶇnal 

（ᵥeᶐmanᶗ ᶔs 

Fᶐanᶁe） 

್ාἰリἠス ᶔs 

アビスパᅦޢ 

ガンバ大᧵ ᶔs

サンフレッチỹ

広޽ 

ᵵoᶐlᶂ Cuᶎ 

ᵯualᶇᶄᶇᶁatᶇon 

2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵲuᶐᶉeᶗ） 

ිԧレッἌ ᶔs

ガンバ大᧵ 

ᵠᵠC Sᶎoᶐts 

ᵮeᶐsonalᶇtᶗ 

2016 

会場の名称 
カーデỵフ・シἘỵ・

スタジアム 

スタッド・ドỷ・ 

フランス 

アリアンツ・ 

リ὆ỵỺラ 
不明 

スタッド・ 

὆ỹロドローム 

್ා国ᨥ 

ዮ合競技場 

 ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

ラウガルタルス

὆ỹルル 

ؖྚスタジアム

2002 

ゲンἘỵン・ 

アリーナ・ 

バーἱンガム 

会場の所在国 ウỹールἌ フランス フランス アイスランド フランス 日ஜ 日ஜ アイスランド 日ஜ イギリス 

拍手者居住地 ウỹールἌ アイスランド アイスランド アイスランド フランス 日ஜ（್ා） 日ஜ（大᧵） アイスランド 日ஜ（大᧵） イギリス 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋内 

機会/種目 ടᡇࡸχ サッカー サッカー ടᡇࡸχ サッカー サッカー サッカー サッカー サッカー ੉ចࡸ 

ؕஜನᡯ ҥ཯打 ҥ཯打 ҥ཯打 定型打 ҥ཯打 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
26828 80698 35624 （15000） 67394 72327 40000 9800 62300 15685 

打撃数 18 14 17 21 13 8/11 12 20 14 39 

最大間隔 1.86 5.90 4.68 3.16 2.69 8.01/7.50 4.65 5.61 5.90 5.32 

最小間隔 0.61 0.64 0.56 0.68 0.66 4.48/0.82 0.35 0.49 0.89 0.26 

加速時間 19.2 28.6 30.5 28.7 18.3 49.7/19.2 17.5 43.7 34.6 48.3 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
広場の全؏ 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
不明 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ ᚇܲ席全˳ 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明(高所) 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明 ᑈӨ 

加速開始の 

合図 
V 字 V 字とੑけ声 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 なし 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 
ばらける→手打ち

のパタン 
ばらける拍手 手拍܇ ばらける拍手 ばらける拍手 

ばらける→手打ち

のパタン 
ばらける拍手 

場面 Ѓଆ 試合後 試合後 不明 試合後 試合中 試合後 不明 試合Э 不明 

 
 

データ VC11 *11 VC12 *12 VC13 *13 VC14 *14 VC15 *15 VC16 *16 VC17 *17 VC18 *18 VC19 *19 VC20 *20 

જ࠰ࢨஉ日 2017/3/23 2017/7/23 2017/8/23 2017/9/7 2017/11/19 2018/1/14 2018/4/8 2018/6/16 2018/8/19 2019/1/13 

データ公開日 2017/3/25 2017/7/23 2017/8/23 2017/9/7 2017/11/21 2018/1/15 2018/4/9 2018/6/16 2018/8/20 2019/1/14 

イベント名 

ᵵoᶐlᶂ Cuᶎ 

ᵯualᶇᶄᶇᶁatᶇon 

2017 

（中国 ᶔs ᪡国） 

ᵳᵣFᵟ ᵵomenᵅs 

ᵣᵳᵰᵭ 2017 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

Sᶕᶇtᶘeᶐlanᶂ） 

ᵟFC Cuᶎ 

（ᵠengaluᶐu FC 

ᶔs ᵟᶎᶐᶇl 25 

SC） 

 Fᵧᵠᵟ ᵣuᶐo 

ᵠasᶉet 2017 

（Fᶇnlanᶂ ᶔs 

ᵧᶁelanᶂ） 

ᵬFL  

ᵫᶇnnesota 

Vᶇᶉᶇngs 

ᵬonᵋFᵧFᵟ 

 Fᶐᶇenᶂlᶇes  

（ᵧnᶂonesᶇa ᶔs 

ᵧᶁelanᶂ） 

ᵮeᶐsᶇᶀ ᵠanᶂung 

ᶔs ᵫᶇtᶐa ᵩuᶉaᶐ 

ᵣuᶐo 2016 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵟᶐgentᶇna） 

ᵟFC ᵳ23 

（Vᶇetnam 

 ᶔs 日ஜ） 

ᵠᵫS Cuᶎ  

2019 

会場の名称 ᝶ᇕ˳Ꮛ中࣎ 
ドỷーἘỵンἪム・ 

スタジアム 

シュリー・カン 

Ἐỵーラ὆ỳ・ 

スタジアム 

ἡートウỻール・

アリーナ 

ᵳS バンク・ 

スタジアム 

ゲロラ・ブン・カルἠ・

スタジアム 

ゲロラ・バンドン・ 

ラウタン・アピ・ 

スタジアム 

スパルタク・ 

スタジアム 

ウỵバὁ・ムクἘỵ・ 

スタジアム 

チアンジュール・ 

 ・ἱἝサッカー࠰ݲ

スタジアム 

会場の所在国 中国ฯҤႾ Ỽランἒ インド フỵンランド アἳリカ インドネシア インドネシア ロシア ベトナム インドネシア 

拍手者居住地 中国 アイスランド 
インド 

（ベンガル） 

フỵンランド ᵄ 

アイスランド  

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 
アイスランド 

インドネシア 

（バンドン） 
アイスランド ベトナム インドネシア 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋内 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 

機会/種目 サッカー サッカー サッカー バスケットボール ラἂビー サッカー サッカー サッカー サッカー 開ࠧࡸ 

ؕஜನᡯ 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
55000 12600 25000 14000 66860 88000 38000 不明 

28778 

（100ὼ200 人） 
不明 

打撃数 28 9 18 13 21 10 11 21 16 10 

最大間隔 2.19 1.12 1.98 5.72 6.20 2.79 3.31 5.35 3.99 3.21 

最小間隔 0.57 0.54 0.67 0.82 0.68 0.83 0.83 0.31 0.82 0.81 

加速時間 40.3 6.3 21.5  29.5 34.0 16.2 19.9 26.6 24.2 13.5 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ ᚇܲ席全˳ 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

応援団݃りの 

トラック 
不明 

応援団݃りの 

トラック 
ᚇܲ席のέ頭 

競技場内の 

高所 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
競技場の中央 不明 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
競技場の中央 

加速開始の 

合図 
不明 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 手拍܇ ばらける拍手 
ばらける→手打ち

のパタン 

場面 試合後 不明 試合後 不明 試合Э 不明 試合後 試合Э 試合後 試合Э 

表 ࢱ࣮ࢹのࣉࢵࣛࢡ࣭ࢢࣥ࢟࢖࢓�����ᖺ௨ᚋのࣦࠉ���

 

 
 

表 2－2  2016 年以後のヴァイキング・クラップのデータ 

データ VC21 *21 VC22 *22 VC23 *23 VC24 *24 VC25 *25 VC26 *26 VC27 *27 
VC28ᵋ1/ 

 VC28ᵋ2 *28 
VC29 *29 VC30 *30 

જ࠰ࢨஉ日 2019/3/26 2019/4/27 2019/7/27 2019/9/9 2019/9/10 2019/9/27 2019/10/7 2019/11/19 2019/12/11 2020/9/23 

データ公開日 2019/3/27 2019/4/29 2019/7/28 2021/8/7 2019/9/15 2019/9/27 2019/10/7 2019/11/22 2019/12/12 2020/9/25 

イベント名 

ᵟFC ᵳ23 

（Vᶇetnam ᶔs 

ᵲᶆaᶇlanᶂ） 

CᵳFᵟ 2019 

（中Ҥ大学 ᶔs

ӷฎ大学） 

Fᵟ Cuᶎ ᶄᶇnal 

（2019） 

ᵩeᶐala ᵠlasteᶐs 

FC ᶔs 

Cᶆennaᶇᶗᶇn FC  

ᵧnᶂᶇa ᶔs 

 ᵯataᶐ 

ᵬᵰL2019 

（Canᶀeᶐᶐa 

ᵰaᶇᶂeᶐs ᶔs 

Soutᶆ Sᶗᶂneᶗ 

ᵰaᶀᶀᶇtoᶆs） 

ᵬᵰL ᵥᶐanᶂ 

Fᶇnal 2019 

ᵵoᶐlᶂ Cuᶎ 

ᶏualᶇᶄᶇeᶐs 2019

（ᵫalaᶗa ᶔs 

ᵧnᶂonesᶇa） 

ᵦᶇgᶆlᶇgᶆts 

Sᶆoᶎee Lᶇga 1 

2019  

（ᵠoᶐneo Fᶁ ᶔs 

ᵮeᶐsᶇ ᵠanᶂung） 

ᵥamᶀa ᵭsaᶉa 

ᶔs ᵬagoᶗa 

ᵥᶐamᶎus 

会場の名称 
ἱーデỵン国ᇌ

競技場 

中Ҥ大学 

スタジアム 

ブỿット・ジἵリル 

国ᇌ競技場 

ジἵὁἡルラー

ル・ネルー・イン

ターナシἹナル・

スタジアム 

 ジἵシム・ビン・ 

ἡἰド・スタジアム 

ỿἵンベラ・ 

スタジアム 

スタジアム・ 

Ỽーストラリア 

ブỿット・ジἵリル 

国ᇌ競技場 

ジἵラク・ 

ἡルパット・ 

スタジアム 

ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

会場の所在国 ベトナム 中国 ἰレーシア インド カタール Ỽーストラリア Ỽーストラリア ἰレーシア インドネシア 日ஜ 

拍手者居住地 ベトナム 中国ฯҤႾ ἰレーシア 
インド 

（ケラーラ） 
インド 

Ỽーストラリア

（ỿἵンベラ） 

Ỽーストラリア

（ỿἵンベラ） 
ἰレーシア 

インドネシア 

（バンドン） 
日ஜ（大᧵） 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 

機会/種目 サッカー サッカー サッカー サッカー サッカー ラἂビー ラἂビー サッカー サッカー サッカー 

ؕஜನᡯ 定型打 定型打 ʩʝ打 ʩʝ打 ʩʝ打 定型打 定型打 ɳᘍ打 ʩʝ打 ҥ཯打 

座席数 

（参加者数） 
40192 18000 （83520 人） 60500 12946 （26567 人） 110000 100000 30100 40000 

打撃数 9 11 16 13 12 14 10 12/13 10 8 

最大間隔 2.67 3.28 3.18 2.17 1.75 4.75 3.70 2.86/7.13 3.22 2.50 

最小間隔 0.80 0.81 0.90 0.50 0.73 0.87 0.82 0.16/0.33 1.12 0.53 

加速時間 13.1 15.8 33.9 12.3 10.8 28.4 18.9 9.0/22.7 12.7 9.5 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ 不詳 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

応援団݃りの 

トラック 

応援団݃りの 

トラック 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
競技場の中央 不明 

応援団έ頭の 

高所 

応援団݃りの 

トラック 
競技場の中央 

加速開始の 

合図 
V 字 V 字 不明 かけ声 V 字 

ギἵラルἭルン

と V 字 

ギἵラルἭルン

と V 字 
V 字 かけ声と V 字 V 字 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 

場面 試合後 試合後 試合Э 試合Э 試合後 試合Э 試合Э 試合後 試合後 試合後 

 
 

データ VC31 *31 VC32 *32 VC33 *33 VC34 *34 VC35 *35 VC36 *36 VC37 *37 VC38 *38 VC39 *39 VC40 *40 VC41 *41 

જ࠰ࢨஉ日 2020/11/13 2020/11/24 2021/4/17 2021/6/12 2021/7/4 2021/10/15 2021/11/15 2021/12/15 2022/1/9 2016/7/24 2018 

データ公開日 2021/7/25 2020/11/25 2021/4/17 2021/6/14 2021/7/4 2021/10/16 2021/11/15 2021/12/24 2022/1/13 2016/7/26 2022/2/9 

イベント名 

ᵳᵣFᵟ ᵣuᶐo 

2020

（ᵦungaᶐᶗ 

ᶔs ᵧᶁelanᶂ） 

St. ᵫaᶐᶗᵅs 

ᵮᶐᶇmaᶐᶗ 

Sᶁᶆool 

ᵬᵰL 2021 

（Canᶀeᶐᶐa 

ᵰaᶇᶂeᶐs ᶔs 

ᵮaᶐᶐamatta 

ᵣels） 

ᵬᵰL 2021 

（Canᶀeᶐᶐa 

ᵰaᶇᶂeᶐs ᶔs 

ᵮaᶐᶐamatta 

ᵣels） 

ᵣuᶐo 2020 

（ᵳᶉᶐaᶇne ᶔs 

ᵣnglanᶂ） 

なし なし 

FᵧFᵟ ᵵoᶐlᶂ 

Cuᶎ 2022

（ᵲunᶇsᶇa ᶔs 

ᵣgᶗᶎt） 

FᵟS ᵵomenᵅs 

 Suᶎeᶐ 

League 2021 

ᵲouᶐnament 

ᵯuaᶐteᶐᶄᶇnal 

ᵲomoᶐᶐoᶕlanᶂ 

2016 

ᵧnᶂᶇa Vs 

ᵬeᶕᵋᵸealanᶂ 

会場の名称 
Ἡシュカー 

シュ・アレーナ 
なし 

ỿἵンベラ・ 

スタジアム 

ỿἵンベラ・ 

スタジアム 

スタデỵỼ・ 

Ỽリンピコ 
不明 不明 

スタジアム

974 
不明 

デ・シἹーレ・ 

レクリỺーシἹン・ 

ἂラウンド 

ムンバイ・シἘỵ

FC・スタジアム 

会場の所在国 ἡンガリー Ỽーストラリア Ỽーストラリア Ỽーストラリア イタリア 
イタリア 

(Ҥチロル) 
Ỽーストリア カタール 

ἰレーシア 

（セランἆール） 
ベルギー インド 

拍手者居住地 ἡンガリー Ỽーストラリア 
Ỽーストラリア 

（ỿἵンベラ） 

Ỽーストラリア 

（ỿἵンベラ） 
ウクライナ Ҥチロル ウイーン ỺジἩト ἰレーシア 不ཎ定 インド 

打たれた場所 屋外 屋内 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 

機会/種目 サッカー ラἂビー ラἂビー ラἂビー サッカー 抗議デモ 抗議デモ サッカー サッカー ᵢᵨ バドル サッカー 

ؕஜನᡯ ҥ཯打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 
定型打 

（かけ声のỚ） 

定型打 

（かけ声のỚ） 
ҥ཯打 ɳᘍ打 

ཎഷ 

（ドラムἰシン） 
定型打 

座席数 

（参加者数） 
67215 （30） 25011 25011 70000 不明 不明 不明 不明 不明 不明 

打撃数 12 10 17 14 19 10 11 11 8 27 24 

最大間隔 2.58 2.05 5.12 5.09 4.10 2.54 2.22 2.05 0.95 7.19 2.99 

最小間隔 0.23 0.56 0.52 0.89 1.20 1.89 1.76 0.81 0.71 0.98 0.64 

加速時間 12.1 12.3 35.3 33.9 41.7 19.0 18.2 13.5 5.9  70.0 29.6 

拍手者の位置 
応援団の 

コーナー 
૙ܴの中 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
路上 路上 不詳 

応援団側の 

コーナー 
ᚇܲ席全˳ 

応援団側の 

コーナー 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 
不明 ૙ّのẝる位置 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
路上の高所 ӭˋӨ 不明 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
スἘージ 不明 

加速開始の 

合図 
V 字 V 字 

ギἵラルἭルン

と V 字 
ギἵラルἭルン V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 

打楽器ử೉した 

ᩓ܇音と V 字 
V 字 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 
加速のộộ 

終わる 

加速のộộ 

終わる 

加速のộộ 

終わる 
ばらける拍手 音楽のビートへ ばらける拍手 

場面 試合Э ੉ಅ中 試合Э 試合Э 不明 不明 不明 不明 試合後 不明 不明 
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表 2－�  2016 年以後のヴァイキング・クラップのデータ（収録時不明） 

データ VC42 *42 VC43 *43 VC44 *44 VC45 *45 VC46 *46 VC47 *47 VC48 *48 VC49 *49 VC50 *50 VC51 *51 

データ公開日 2016/8/8 2016/8/8 2016/9/30 2017/3/28 2017/6/30 2018/1/15 2018/1/20 2018/1/21 2018/1/23 2018/1/28 

イベント名 Lᶇga 1 ᵨ1 League ᵨ1 League ᵧᶐan ᶔs Cᶆᶇna 
ᵷᵫCᵟ  

ᵧᶐelanᶂ の˖ဒ 
なし 不明 不明 不明 なし 

会場の名称 不明 
 ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

 ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

アἈデỵ・ 

スタジアム 
なし なし 

ジỹフỳーἏン

高校 

Ἥὁイト・ベア・ 

レイクᜩݑፙ 

クーンラピッἌ

高校 
なし 

会場の所在国 インドネシア 日ஜ 日ஜ イラン アイルランド アἳリカ アἳリカ アἳリカ アἳリカ アἳリカ 

拍手者居住地 
インドネシア 

（ジἹἂジἵカルタ） 
日ஜ（大᧵） 日ஜ（大᧵） イラン 

アイルランド 

（ỿラーἝー） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 フỳンᅶܡ 屋内 屋外 ˳Ꮛ館 フỳンᅶܡ 

機会/種目 サッカー サッカー サッカー サッカー フラッシュモブ ラἂビー ラἂビー ラἂビー ラἂビー ラἂビー 

楽器 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 
定型打 

（バケツ） 
定型打 

定型打 

（៻のクラクシἹン） 
定型打 

定型打（Ἥッケー 

スἘỵック） 

座席数 

（参加者数） 

不詳 

（約 200） 
40000 40000 78116 （46） （6） 不明 （9 人） 不明 （8） 

打撃数 20 11 20 19 15 8 15 16 19 14 

最大間隔 4.25 4.40 3.68 4.26 7.49 1.60 2.03 1.72 1.84 1.68 

最小間隔 0.70 0.61 0.62 0.90 1.06 0.95 0.73 1.20 0.99 0.88 

加速時間 32.4 21.0 28.0 35.9 30.0 9.3 17.3 22.0 23.4 14.9 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
྘᧙Эスペース ܴ内 校ᑀのɟᚌ ᜩݑፙЭ ᚇܲ席全˳ ܴ内 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明 不明 不明 ᢿ屋の中央 スペースの中央 ᐯ動៻の中 ˳Ꮛ館の中央 ᢿ屋のɟᚌ 

加速開始の 

合図 
V 字 V 字 不明 V 字 V 字 ੑけ声 V 字 V 字 V 字 なし 

終わり方 
ばらける→手打ち 

のパタン 
ばらける拍手 

ばらける→手打ち 

のパタン 
ばらける拍手 ばらける拍手 

加速のộộ 

終わる 
ばらける拍手 ばらける拍手 

加速のộộ 

終わる 

加速のộộ 

終わる 

生起する場面 試合Э 試合後 試合Э 試合Э 不明 不明 不明 不明 イベント開͵中 不明 

 
 

データ VC52 *52 VC53 *53 VC54 *54 VC55 *55 VC56 *56 VC57 *57 VC58 *58 VC59 *59 VC60 *60 VC61 *61 

データ公開日 2018/7/20 2018/10/29 2019/7/24 2019/9/11 2019/10/15 2020/6/29 2020/11/2 2020/11/17 2021/1/13 2021/1/14 

イベント名 応援ጀ፼ 

ᵬatᶇonal 

Footᶀall 

League 

不明 

ᵫᵬC Futsal 

Cᶆamᶎᶇonsᶆᶇᶎ 

（ᵧnᶂonesᶇa ᶔs 

ᵳᶘᶀeᶉᶇstan） 

ᵳᵣFᵟ ᵣuᶐo  

2019 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵠelgᶇum） 

なし なし なし 
ᵫunᶇᶁᶆᵅs 

ᵭᶉtoᶀeᶐᶄest 
௥ ᶔs FC ிʮ 

会場の名称 ᐻҤ高ሁ学校 
ᵳS バンク・ 

スタジアム 

チカンクン 

第 1 高校 

ジἹクジἵカルタ

国ᇌ大学 

スポーツἭール 

ボードỷアン 

国ྛ競技場 

デỵポネἆロ 

イスラムᎰಅ学校 

Fᵮᵲ ポリἘクἝック

 ᧉ学校ݦ

スナン・ἂヌン・

ジἵἘỵ国ᇌ 

イスラム大学 

Ἥフブロイ・ 

フỹストツỹルト 
ிʮ国ᇌ競技場 

会場の所在国 日ஜ  アἳリカ インドネシア インドネシア ベルギー インドネシア ベトナム インドネシア 
ドイツ 

（ἱュンἪン） 
日ஜ 

拍手者居住地 日ஜ（ඌጃ） 
アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

インドネシア 

（バンドン） 
インドネシア アイスランド インドネシア ベトナム インドネシア  ドイツ 日ஜ 

打たれた場所 ᜒؘ 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋内 屋内 屋内 屋外 

機会/種目 ᣼ྶ ラἂビー Βࡸ 
ʞ人Сサッカー

試合 
サッカー Βࡸ ᵢᵨ バドル λ学ࡸ ビールᅛり サッカー 

楽器 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 ҥ཯打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
（約 500 人) 不明 不明 862 50ᵊ122 （約 160ᵋ180 人） 不明 不明 不明 

60000 

（約 20 人） 

打撃数 24 18 10 16 12 12 26 20 21 27 

最大間隔 5.13 4.81 3.23 4.83 7.65 2.25 3.43 3.30 1.61 1.93 

最小間隔 0.95 1.08 0.79 0.71 1.58 0.67 0.32 0.81 0.37 0.59 

加速時間 52.7 35.0 13.5 33.2 41.4 13.8 24.8 28.8 16.2 32.4 

拍手者の位置 ᜒؘ ᚇܲ席全˳ 校庭 ᚇܲ席全˳ 
応援団側の 

コーナー 
校庭 ᚇܲ席全˳ 学生席全˳ 屋内全˳ 

応援団側の 

コーナー 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 
ّ上 不明 生ࢻの最ЭЗ中央 競技場の中央 応援団のέ頭 校庭のᇢ中央 ᑈӨ ّ上 ّ上 応援団の中 

加速開始の 

合図 
なし V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 なし 

終わり方 
ばらける→手打ち 

のパタン 

加速のộộ 

終わる 
ばらける拍手 

ばらける→手打ち 

のパタン 
ばらける拍手 

ばらける→手打ち 

のパタン 
音楽のビートへ ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 

生起する場面 ጀ፼時 
試合Э 

（λ場後） 
不明 試合Э 試合中 不明 不明 不明 バンドの˞ഥ時 不明 
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表 2－�  2016 年以後のヴァイキング・クラップのデータ（収録時不明） 

データ VC42 *42 VC43 *43 VC44 *44 VC45 *45 VC46 *46 VC47 *47 VC48 *48 VC49 *49 VC50 *50 VC51 *51 

データ公開日 2016/8/8 2016/8/8 2016/9/30 2017/3/28 2017/6/30 2018/1/15 2018/1/20 2018/1/21 2018/1/23 2018/1/28 

イベント名 Lᶇga 1 ᵨ1 League ᵨ1 League ᵧᶐan ᶔs Cᶆᶇna 
ᵷᵫCᵟ  

ᵧᶐelanᶂ の˖ဒ 
なし 不明 不明 不明 なし 

会場の名称 不明 
 ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

 ᇌԉဋサッカーࠊ

スタジアム 

アἈデỵ・ 

スタジアム 
なし なし 

ジỹフỳーἏン

高校 

Ἥὁイト・ベア・ 

レイクᜩݑፙ 

クーンラピッἌ

高校 
なし 

会場の所在国 インドネシア 日ஜ 日ஜ イラン アイルランド アἳリカ アἳリカ アἳリカ アἳリカ アἳリカ 

拍手者居住地 
インドネシア 

（ジἹἂジἵカルタ） 
日ஜ（大᧵） 日ஜ（大᧵） イラン 

アイルランド 

（ỿラーἝー） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

打たれた場所 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 フỳンᅶܡ 屋内 屋外 ˳Ꮛ館 フỳンᅶܡ 

機会/種目 サッカー サッカー サッカー サッカー フラッシュモブ ラἂビー ラἂビー ラἂビー ラἂビー ラἂビー 

楽器 定型打 ҥ཯打 定型打 定型打 定型打 
定型打 

（バケツ） 
定型打 

定型打 

（៻のクラクシἹン） 
定型打 

定型打（Ἥッケー 

スἘỵック） 

座席数 

（参加者数） 

不詳 

（約 200） 
40000 40000 78116 （46） （6） 不明 （9 人） 不明 （8） 

打撃数 20 11 20 19 15 8 15 16 19 14 

最大間隔 4.25 4.40 3.68 4.26 7.49 1.60 2.03 1.72 1.84 1.68 

最小間隔 0.70 0.61 0.62 0.90 1.06 0.95 0.73 1.20 0.99 0.88 

加速時間 32.4 21.0 28.0 35.9 30.0 9.3 17.3 22.0 23.4 14.9 

拍手者の位置 
応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 

応援団側の 

コーナー 
྘᧙Эスペース ܴ内 校ᑀのɟᚌ ᜩݑፙЭ ᚇܲ席全˳ ܴ内 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 

ἂラウンドの 

応援団݃り 

ἂラウンドの 

応援団݃り 
不明 不明 不明 ᢿ屋の中央 スペースの中央 ᐯ動៻の中 ˳Ꮛ館の中央 ᢿ屋のɟᚌ 

加速開始の 

合図 
V 字 V 字 不明 V 字 V 字 ੑけ声 V 字 V 字 V 字 なし 

終わり方 
ばらける→手打ち 

のパタン 
ばらける拍手 

ばらける→手打ち 

のパタン 
ばらける拍手 ばらける拍手 

加速のộộ 

終わる 
ばらける拍手 ばらける拍手 

加速のộộ 

終わる 

加速のộộ 

終わる 

生起する場面 試合Э 試合後 試合Э 試合Э 不明 不明 不明 不明 イベント開͵中 不明 

 
 

データ VC52 *52 VC53 *53 VC54 *54 VC55 *55 VC56 *56 VC57 *57 VC58 *58 VC59 *59 VC60 *60 VC61 *61 

データ公開日 2018/7/20 2018/10/29 2019/7/24 2019/9/11 2019/10/15 2020/6/29 2020/11/2 2020/11/17 2021/1/13 2021/1/14 

イベント名 応援ጀ፼ 

ᵬatᶇonal 

Footᶀall 

League 

不明 

ᵫᵬC Futsal 

Cᶆamᶎᶇonsᶆᶇᶎ 

（ᵧnᶂonesᶇa ᶔs 

ᵳᶘᶀeᶉᶇstan） 

ᵳᵣFᵟ ᵣuᶐo  

2019 

（ᵧᶁelanᶂ ᶔs 

ᵠelgᶇum） 

なし なし なし 
ᵫunᶇᶁᶆᵅs 

ᵭᶉtoᶀeᶐᶄest 
௥ ᶔs FC ிʮ 

会場の名称 ᐻҤ高ሁ学校 
ᵳS バンク・ 

スタジアム 

チカンクン 

第 1 高校 

ジἹクジἵカルタ

国ᇌ大学 

スポーツἭール 

ボードỷアン 

国ྛ競技場 

デỵポネἆロ 

イスラムᎰಅ学校 

Fᵮᵲ ポリἘクἝック

 ᧉ学校ݦ

スナン・ἂヌン・

ジἵἘỵ国ᇌ 

イスラム大学 

Ἥフブロイ・ 

フỹストツỹルト 
ிʮ国ᇌ競技場 

会場の所在国 日ஜ  アἳリカ インドネシア インドネシア ベルギー インドネシア ベトナム インドネシア 
ドイツ 

（ἱュンἪン） 
日ஜ 

拍手者居住地 日ஜ（ඌጃ） 
アἳリカ 

（ἱネἏタ） 

インドネシア 

（バンドン） 
インドネシア アイスランド インドネシア ベトナム インドネシア  ドイツ 日ஜ 

打たれた場所 ᜒؘ 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋内 屋内 屋内 屋外 

機会/種目 ᣼ྶ ラἂビー Βࡸ 
ʞ人Сサッカー

試合 
サッカー Βࡸ ᵢᵨ バドル λ学ࡸ ビールᅛり サッカー 

楽器 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 ҥ཯打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
（約 500 人) 不明 不明 862 50ᵊ122 （約 160ᵋ180 人） 不明 不明 不明 

60000 

（約 20 人） 

打撃数 24 18 10 16 12 12 26 20 21 27 

最大間隔 5.13 4.81 3.23 4.83 7.65 2.25 3.43 3.30 1.61 1.93 

最小間隔 0.95 1.08 0.79 0.71 1.58 0.67 0.32 0.81 0.37 0.59 

加速時間 52.7 35.0 13.5 33.2 41.4 13.8 24.8 28.8 16.2 32.4 

拍手者の位置 ᜒؘ ᚇܲ席全˳ 校庭 ᚇܲ席全˳ 
応援団側の 

コーナー 
校庭 ᚇܲ席全˳ 学生席全˳ 屋内全˳ 

応援団側の 

コーナー 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 
ّ上 不明 生ࢻの最ЭЗ中央 競技場の中央 応援団のέ頭 校庭のᇢ中央 ᑈӨ ّ上 ّ上 応援団の中 

加速開始の 

合図 
なし V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 なし 

終わり方 
ばらける→手打ち 

のパタン 

加速のộộ 

終わる 
ばらける拍手 

ばらける→手打ち 

のパタン 
ばらける拍手 

ばらける→手打ち 

のパタン 
音楽のビートへ ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 

生起する場面 ጀ፼時 
試合Э 

（λ場後） 
不明 試合Э 試合中 不明 不明 不明 バンドの˞ഥ時 不明 

 
  

 

 
 

表 2－4  2016 年以後のヴァイキング・クラップのデータ（収録時不明） 

データ VC62 *62 VC63 *63 VC64 *64 VC65 *65 VC66 *66 VC67 *67 VC68 *68 VC69 *69 VC70 *70 

データ公開日 2021/5/4 2021/12/5 2021/12/5 2021/12/5 2021/12/28 2022/1/12 2022/1/17 2022/2/8 2022/2/23 

イベント名 優勝祝い 

Smansa Footsal 

League2021 

（高校） 

不明 なし 不明 不明 なし なし なし 

会場の名称 チサガ第 1 中学校 

スンガイペヌー・ 

ビクトリー・ 

スポーツセンター 

ゲロラ・バンドン・ 

ラウタン・アピ・ 

スタジアム 

不明 不明 
ボボト・ペルシブ・ 

スタジアム 
不明 不明 不明 

会場の所在国 インドネシア インドネシア インドネシア 
フランス 

(リヨン) 
不明 インドネシア 

ベルギー 

（ブルージュ） 

ドイツ 

（ケルン） 

ドイツ 

（ベルリン） 

拍手者居住地 インドネシア インドネシア 
インドネシア 

（バンドン） 
フランス インドネシア 

インドネシア 

（バンドン） 
ベルギー ドイツ ドイツ 

打たれた場所 屋外 屋内 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 屋外 

機会/種目 バレーボール サッカー サッカー 抗議デモ サッカー サッカー 抗議デモ 抗議デモ 抗議デモ 

楽器 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 定型打 

座席数 

（参加者数） 
（約 200 人） 不明 38000 不明 （約 20 人） 不明 不明 不明 不明 

打撃数 9 13 12 15 6 22 20 23 23 

最大間隔 1.88 5.32 5.33 2.08 2.39 6.20 2.16 2.22 6.93 

最小間隔 0.85 0.30 0.91 0.74 0.62 0.68 0.23 0.67 0.71 

加速時間 9.8 27.3 24.0 16.4 6.4 58.7  19.2 24.4 53.3 

拍手者の位置 
音頭取りと太鼓

奏者の周囲 

館内のサッカー

コート 

応援団側の 

コーナー 

通りと広場の 

路上 
参加者全員 

応援団側の 

コーナー 
広場 路上 路上 

音頭取り/太鼓

奏者の位置 
校庭の中央 コートの中央 競技場の中央 不明 運動場の中央 競技場の中央 不明 不明 不明 

加速開始の 

合図 
V 字 かけ声 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 V 字 

終わり方 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 ばらける拍手 
ばらける→手打ち 

のパタン 
音楽のビートへ 音楽のビートへ ばらける拍手 

生起する場面 不明 不詳 試合後 不詳 不明 不明 なし なし なし 
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図 5-� ヴァイキング・クラップの加速 
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図 5-� ヴァイキング・クラップの加速 
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図 5-� ヴァイキング・クラップの加速 
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図 5-4 ヴァイキング・クラップの加速 
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表 加速の一定性の順位ࠉ�

 

 
 

表 3 加速の一定性の順位 

 

データ 回数（括弧内は間隔が広がる回数） 「間隔が広がる回数/回数」の値 

31 2CV （0）  0 
11 7CV （0）  0 
8 12CV （0）  0 
7 03CV （0）  0 
41 55CV （0）  0 
8 26CV （0）  0 
5 66CV （0）  0 
22 07CV （1）  540.0 
61 3CV （1）  360.0 
31 62CV （1）  770.0 
62 04CV （2）  770.0 
11 52CV （1）  190.0 
11 13CV （1）  190.0 
11 75CV （1）  190.0 
01 )2(6CV （1）  1.0 
01 22CV （1）  1.0 
01 83CV （1）  1.0 
01 34CV （1）  1.0 
91 8CV （2）  501.0 
9 61CV （1）  111.0 
9 02CV （1）  111.0 
9 72CV （1）  111.0 
9 92CV （1）  111.0 
9 63CV （1）  111.0 
9 45CV （1）  111.0 
8 21CV （1）  521.0 
7 74CV （1）  341.0 
41 84CV （2）  341.0 
02 4CV （3）  51.0 
31 43CV （2）  451.0 
83 01CV （6）  851.0 
91 44CV （3）  851.0 
21 41CV （2）  761.0 

VC28（2） 21 （2）  761.0 
81 54CV （3）  761.0 
32 14CV （4）  471.0 
71 31CV （3）  671.0 
11 65CV （2）  281.0 
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データ 回数（括弧内は間隔が広がる回数） 「間隔が広がる回数/回数」の値 

61 33CV （3）  881.0 
01 71CV （2）  2.0 
02 81CV （4）  2.0 
51 91CV （3）  2.0 
01 73CV （2）  2.0 
91 24CV （4）  112.0 
41 64CV （3）  412.0 
32 25CV （5）  712.0 
31 9CV （3）  132.0 
71 1CV （4）  532.0 
12 76CV （5）  832.0 
21 5CV （3）  52.0 
02 06CV （5）  52.0 
72 11CV （7）  952.0 
91 95CV （5）  362.0 
51 94CV （4）  762.0 
62 16CV （7）  962.0 
11 46CV （3）  372.0 
81 05CV （5）  772.0 
71 35CV （5）  492.0 
02 51CV （6）  3.0 
31 15CV （4）  703.0 
31 36CV （4）  803.0 
51 32CV （5）  333.0 
9 23CV （3）  333.0 
41 56CV （5）  753.0 
52 85CV （9）  63.0 

VC28（1） 11 （4）  463.0 
91 86CV （7）  863.0 
21 42CV （5）  714.0 

VC6（1） 7 （3）  924.0 
7 93CV （3）  924.0 
81 53CV （8）  444.0 
22 96CV （12）  545.0 
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芸術工学研究
投稿要領／論文ひな形



『芸術工学研究』九州大学大学院芸術工学研究院紀要
投稿要領

ฏ੒��೥��݄ �೔੍ఆɺฏ੒��೥ �݄��೔Ұ部վ正ɺฏ੒��೥ �݄��೔Ұ部վ正ɺ�
ฏ੒��೥ �݄��೔Ұ部վ正ɺฏ੒��೥ �݄��೔Ұ部վ正ɺฏ੒��೥��݄��೔Ұ部վ正ɺ�
ฏ੒��೥��݄��೔Ұ部վ正ɺฏ੒��೥ �݄ �೔Ұ部վ正ɺฏ੒��೥ �݄ �೔Ұ部վ正ɺ
ྩ࿨ �೥ �݄��೔Ұ部վ正ɺྩ࿨ �೥ �݄��೔Ұ部վ正

1．	 投稿者
1-1．	投稿者（共著の場合少なくとも 1名）は、本研究院の教職員（学術研究員、教務・技術・事務職員を

含む）、訪問研究員 i、本学府学生、本学の客員教員、非常勤講師および紀要編集ワーキンググループ	
（以下「ワーキンググループ」という。）が依頼した者とする。ただし、本学府学生の場合、博士後期
課程の学生は投稿に際し指導教員の同意を必要とする。また、修士課程の学生は、本研究院の教職員
との連名の場合のみ、投稿を許可される。

1-2．	原則として、一人の投稿者に許可される投稿数は、単名もしくは連名第一著者としての投稿数は１編
以内とする。ただし連名の場合であっても第一著者でない場合の投稿数は制限しない。

2.	 掲載記事および記事の区分
掲載記事は、英文あるいは和文で書かれた未発表のもの（口頭発表を除く）とし、性質により、以下のよう
に区分する。投稿原稿が以下のいずれであるかについては、投稿者の意思を確認の上、ワーキンググループ
が決定する。
2-1.	 研究論文
	 研究論文は、独創的な結果、考察あるいは結論等を含むもので、学術的・社会的発展に寄与するもの

とする。
2-2.	 作品（または、「作品解説」）
	 作品（演奏・上演等も含む）に関する紹介と解説とする。解説の中には、制作の背景と目的、独創性、

意義などに関する説明が求められる。
2-3.	 評論
	 評論等は、学説、著作および作品・演奏その他に関する論評および科学的技術的あるいは社会的文化

的事柄に関する論評とする。
2-4.	 研究報告
	 研究報告は、研究論文に準じる研究成果を含むが、論文と同等の完結を要求されない自由度を有する

形態のものとする。
2-5.	 資料
	 資料は、公開することが学術的・社会的に意味のある実験記録、調査記録、教育記録、その他研究・

教育資料とする。
2-6.	 その他
	 上記のひとつに明確に区分されない事項とする。

3.		 掲載記事 1編の長さ
	図表、英文アブストラクト、その他を含めて、原則として、刷り上り 20 ページ以内とする。超過ページお
よびカラーページの出版経費は、原則として、投稿者の負担とする。

4.	 原稿の書式等
作成にあたっては、別紙の「原稿作成・投稿要領」を参照し、所定の書式に従うこととする。

�� 7PM����
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5.	 投稿原稿の受付日および受理日について
5-1.	 ワーキンググループが投稿者から原稿を受け付けた日を当該原稿の受付日とする。
5-2.	 投稿原稿の採否は、査読の結果に基づいてワーキンググループが決定する。ワーキンググループは原

稿の訂正を求めることができる。またワーキンググループは、必要に応じて、投稿者に原稿内容の修
正を求めることができる。

5-3.	 査読は、査読規定によって行われ、その結果についてはワーキンググループが責任を持つ。
5-4.	 本誌に掲載された記事についての責任は著者が負う。
5-5.	 ワーキンググループにおいて論文の採択を決定した日を当該原稿の受理日とする。

6.	 紀要の掲載順序は以下の順とする
6-1.	 研究論文、作品、評論、研究報告、資料、その他の順で配列する。
6-2.	 英文記事から和文記事の順に配列する。
6-3.	 ストラテジックデザイン、環境設計、人間生活デザイン、未来共生デザイン、メディアデザイン、音響

設計の各部門順とする。
6-4.	 原稿受付け年月日の順に配列する。
6-5.	 ワーキンググループによる企画記事等は、ワーキンググループが掲載場所を決定する。

7.	 別刷り
投稿記事の別刷りは、1編につき 10 部までを無償とし、これを超えるものについては投稿者の負担とする。

8.	 原稿の取り下げ
原稿を取り下げたい場合は、著者全員が署名・捺印をした理由書を、速やかにワーキンググループ長に提出
する。ただし、採択後の取り下げは認めない。一度取り下げた論文の再投稿は、すべて新原稿としての投稿
となる。

9.	 著作権
9-1.	 2 条で挙げた研究論文等の著作権は、その投稿者が保持する。
9-2.	 研究論文等の投稿者は、芸術工学研究院に対して、あらゆる利用行為を許諾する。ただし、この許諾は、

投稿者の著作者人格権に影響を及ぼすものではない。
9-3.	 前項の許諾は、投稿が受理された時点で行われたものとし、不採択とされた場合は、その決定の時点

で撤回されたものとする。
9-4.	 研究論文等における既存の著作物の利用（引用・転載等）に関し権利者との間に生じた紛争については、

投稿者がその任に当たる。

10．	 九州大学学術情報リポジトリへの登録
紀要に掲載された研究論文等は、投稿者の承諾を経て、九州大学学術情報リポジトリに登録する。

―
ｉ　一訪問期間が少なくとも一年であり、本研究院での研究期間が半年以上経過している方
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「芸術工学研究」原稿作成・投稿要領
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本文書式
・投稿原稿、著者版下はテンプレートファイルを使用して作成する。

図版
・画像、表などの線画等、全ての図版データを、著者が各自で版下原稿本文内にレイアウトする。

投稿時の提出形式・方法	
下記①②を管理棟 1Ｆの紀要編集ワーキンググループのメールボックス（下記住所へ郵送も可）に提出すると同時
に、①③の電子データを紀要編集ワーキンググループのメールアドレス宛（kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp）に
送信すること。
なお、共著者及び指導教員（学術研究員または学生の場合）のメールアドレスをCCに入力して送信すること。
	
①	投稿添付用紙	
②	A4 サイズ用紙に出力した版下原稿ハードコピー 3部
・カラー印刷希望の場合にのみカラーで出力すること。
・1部にのみ著者の名前を入れ、他の 2部には著者の名前を入れないこと。

③	版下原稿 PDFファイル
・著者の名前と所属が入ったファイルとそれらを抜いたファイル（2 種類）

問い合わせ	
九州大学大学院芸術工学研究院　紀要編集ワーキンググループ
〒815-8540	福岡県福岡市南区塩原 4-9 -1
kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp
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「芸術工学研究」論文ひな形
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